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建学の精神   

本学の建学の精神は、「明徳・格物致知の実践」を旨として、幅広い教養を授けるとともに、

深い専門の学芸を教授研究することにより、我が国及び国際社会の発展と人類の福祉に寄与

しうる人材を育成することを目的としています。 

 

「明徳・格物致知の実践」とは、物事の道理や本質を理解しようとする心で知識や学問を深

める「格物致知」により、他者にない自らの優れた特性「明徳」に気づくことができ、この

特性を悟ったとき、初めて自分自身と他者に対して公明な愛を向けることができるとした考

えです。 

 

「明徳」を可能性と捉え、学生一人ひとりの未来を考え内在する可能性を拓き、世界の文化

や経済を深く理解して国際社会の奉仕に励む人材の育成。この実践が本学の教育使命です。 

 

 

教育目標   

建学の精神である「明徳・格物致知」について、本学は、「人は、物事の道理や本質を深く

理解して知識や学問を深めることにより、自らが持つ天から与えられた優れた徳性を明らか

にすることができ、人は、この自らの特性を悟ったとき、おのずと自ら及び他者に対して正

しく公明な愛を向けることができる」ことと解釈しています。 

学生に対し、多くの知識とかけがえのない経験を授けることにより、自身を磨き、更なる高

みへと到達させ、世界中で貢献できる人材を育成することを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

本学では、学生みなさんの学びを支える基本的な考え方として、「３つのポリシー」を定

めています。これは、どのような学生を迎え入れ、どのように教育し育て、どのような力を

身につけて卒業してもらうかを示したものです。 

「アドミッション・ポリシー」は、本学がどのような意欲や関心を持つ人を求めているかを

示しています。学生の皆さんが本学に入学した理由や目標と深く関わる考え方です。 

「ディプロマ・ポリシー」は、卒業までに身につけてほしい力や能力を示したものです。み

なさんが目指すべきゴールであり、学びの成果を確認する基準でもあります。 

「カリキュラム・ポリシー」は、入学後にどのような授業や学びを通して力を伸ばしていく

かを示しています。教育課程（授業の履修や学び方を考える際）の方針となります。 

これら 3 つのポリシーは互いに関連しており、大学生活全体を支える重要な指針です。 

 

１）令和８（2026）年度以降入学生適用 

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針） 

教育目標を実現するために、豊かな教養を身につけるための努力ができ、グローバル社会

で活躍する意欲のある人を求めています。 

１．目的意識のある人 

２．ビジネス能力の習得に対する強い意欲を持ち、実践に向けて努力できる人 

３．将来グローバル社会で活躍することを強く望んでいる人 

４．自ら解決できるような知識と技能を習得したいと考えている人 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

本学では、「明徳・格物致知の実践」を通じて、社会で活躍できる、有為な人材を育成す

ることを教育の目的として、所定の教育課程を修め、以下の能力を身につけた者に「学士」

の学位を授与します。 

１．実務文章を正しく読み、書き、自分の考えを論理的に表現できる力 

２．外国語を用いて基本的な意思疎通を図る力 

３．広い視点から情報を判断、分析し、分かりやすく情報を発信する力 

４．幅広く豊かな教養をそなえ、多様な文化、価値観を理解する力 

５．社会におけるさまざまな問題を見つけ、主体的に問題解決に取り組む力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

グローバル化が進展する現代社会において、多様な文化的背景を理解し、国際社会および

地域社会の課題に取り組むことのできる人材の育成を目的として、体系的かつ段階的な教育

課程を編成する。 

教育課程は、「一般教育科目」「共通科目」「専門科目」「演習科目」「実習科目」から構成し、

基礎的教養の修得から専門性の深化、さらに実践的能力の育成へと学修できるよう配慮して

いる。 



 

 

 

一般教育科目 

大学での学修に必要な基本的能力と幅広い教養を身につけることを目的とし、キャリアデ

ザインの基礎を学ぶ入門科目をはじめ、文化・社会・言語、情報と社会の関係、健康・科学

に関する科目を幅広く配置している。ドイツ語、ロシア語、中国語、韓国語等の外国語科目

を通じ、異文化理解も進める。 

 

共通科目 

国際経営、国際コミュニケーション、国際観光の３コースで専門的な科目を学ぶための共

通基盤として、経営学の基礎、諸外国語、日本語教育の基礎、観光学の入門を修得する科目

などを配置し、専門科目への円滑な移行を図る。 

 

専門科目 

国際経営、国際コミュニケーション、国際観光の各分野における専門的知識と理論を体系

的に学修し、国際的課題や現代社会の諸問題を多角的に考察する能力を養成する。 

 

演習科目 

２年次以降に段階的に配置される「専門ゼミナールⅠ～Ⅳ」は、少人数の指導の下、担当

教員の専攻分野における方法論を学び、専門性を深める。主体的な学修態度、論理的思考力、

表現力を育成する。合わせて、自立した社会人として期待される能力を養成する。４年次の

「卒業研究」では、ゼミナールの総仕上げとして学生自らが設定したテーマについて探究を

深め、その成果を論文としてまとめる。 

 

実習科目 

専門科目で修得した知識を社会や現場で活用する「実践型職業体験」や「フィールドスタ

ディ」を通じて、実践力と応用力を養う。主として１年次から履修可能な茶道、華道、書道

など、日本の伝統文化を体験的に学ぶ「伝統文化」などの科目を配置している。 

 

※本学では、学部・学科の名称は変更していないが、コース制の再編を行い教育課程の改編

を行った。これにより、教育内容および到達目標に違いが生じたため、入学年度に応じて適

用される 3 つのポリシーを区別して設定している。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２）令和７（2025）年度以前入学生適用 

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針） 

本学では、教育目標を実現するために、豊かな教養を身につけるための努力ができ、グロ

ーバル社会で活躍する意欲のある人を求めています。 

１． 目的意識のある人 

２． ビジネス能力の習得に対する強い意欲を持ち、そのために努力ができる人 

３． 将来グローバル社会で活躍することを強く望んでいる人 

４．自ら解決できるような知識と技能を習得したいと考えている人 

 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 

本学では、「明徳・格物致知の実践」を通じて、社会で活躍できる、有為な人材を育成す

ることを教育の目的として、所定の教育課程を修め、以下の能力を身につけた者に 学士 の

学位を授与します。 

１．文章を正しく読み、書き、自分の考えを論理的に表現できる力 

２．基本的な英語の読み、書き、英語で自分の意思を伝えることのできる力 

３．広い視点から情報を判断、分析し、分かりやすく情報を発信する力 

４．幅広く豊かな教養をそなえ、多様な文化、価値観を理解する力 

５．社会におけるさまざまな問題を見つけ、主体的に問題解決に取り組む力 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

キャリア創造学科 

学位授与の方針に掲げた人材を育成するため、「一般教育科目」「専門科目」「演習科目」

「実習科目」を配置し、教育を行う。 

 

一般教育科目 

１年次に配置される必修科目「キャリアデザイン入門」「キャリアデザイン概論」では、

現代社会と自分の将来を見つめ、自己を実現するための社会人基礎力、コミュニケーション

力を身につける。主として社会・人文分野における幅広い教養を身につけ、社会人として要

求される知識を学ぶと共に、専門的知識に関する研究の基盤を作る。 

 

専門科目 

「キャリア・情報」ではキャリア理論、就職支援科目を配置し、実践的なビジネススキル

など社会で要求される基礎的なことを学ぶ。「文化・社会」では、多様な文化の理解を深め

つつ幅広い教養を身につけ、多角的な視点から様々な分野で要求される知識を身につける。

「言語文化」では「英語コース」「中国語コース」「日本語コース」の各コースの必修科目を

中心に基礎から段階的に学習し日常会話からビジネスシーンで使える語学力を身につけるこ

とはもちろん、コミュニケーション力を養う。 



 

 

 

演習科目 

1 年次に配置される必修科目「基礎ゼミナールⅠ」「基礎ゼミナールⅡ」では、学習習慣を

確立し、大学での学修方法、レポートの書き方、文章表現力を学ぶ。２年次から３年次にか

けて段階的に配置される「専門ゼミナールⅠ～Ⅳ」は、少人数の指導の下、各分野における

方法論を学び、専門性を深めるのみならず、自立した社会人として期待される能力を養成す

る。また、ゼミナールの総仕上げとして「卒業研究」で論文を仕上げる。 

 

実習科目 

１年次から配置される「伝統文化」などの科目に加え、２年次からは、他者との協働性や

社会参画のための態度を養うための「実践型インターンシップ」「地域創生」「フィールドス

タディ」などの科目も配置している。 

 

関連科目 

令和２年度以前入学生に対して充当される。主として２年次から配置され、各種検定試験

の準備を行うための科目として位置づけられる。TOEIC、英語検定、IT パスポート試験、情

報セキュリティマネジメント試験、簿記検定、日本語能力試験など、資格取得の支援を行う。 
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１ 大学生活のはじめに 

大学は高校までとは全く違います。必要な情報は自分から集めなければなりません。大学の

組織、必要な諸手続き、最低限のマナーなどをきちんと把握して有意義な学生生活を送って

ください。 

 

（１）学内施設解錠・施錠時間 

棟 施錠箇所 解錠時間 施錠時間  

管理棟 教職員玄関 8：00 19：00  

福利厚生棟 学生玄関 8：00 18：00  

研究・講義棟 
学生ホール 

（南側ドア） 
8：00 18：00 

 

体育館 玄関 必要に応じて解錠 必要に応じて施錠  

図書館棟 
渡り廊下 

9：00 18：00 
2 階は常時施錠 

玄関  

土日祝及び本学の定める休日はすべての出入口が施錠されます。 

上記「解錠・施錠時間」は原則であり、変更となる場合があります。 

 

（２）窓口事務取扱い時間（月曜日～金曜日） 

事務室窓口 9：00～18：00 

土日祝日及び 

本学の定める休日は 

取扱をしません。 

 

（３）各施設の利用時間 

学食 11：00～16：00 

土日祝日及び 

本学の定める休日は 

取扱をしません。 

 

 

（４）大学在学中に使用する主な連絡・情報ツール 

学生の皆さんには、大学から連絡ツール等のアカウントを付与します。個人ごとに、ID と

パスワードが与えられます。 

ID やパスワードの再発行は、時間を要します。授業や課題作成で使用することが多いので、

忘れないように自己管理をしてください。 

原則として、在学中のみ使用が認められ、学籍を失ってから半年間～１年以内に削除され

ます。 
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ツール名 主な用途 主な使用機器 
ID・パスワード 

再発行 
 

Microsoft 

Teams 

（チームス） 

授業資料の送受信・閲覧など 

オンライン授業の受講 
PC 

「パスワード再設

定申請用紙」を記

入し、事務窓口へ

提出する 

大学から学生への連絡 

学生から教職員への連絡 

PC 

または 

スマートフォン 

タブレットなど 

Outlook 

（アウトルック） 
メール 

PC 

または 

スマートフォン 

タブレットなど 

「パスワード再設

定申請用紙」を記

入し、事務窓口へ

提出する 

 

WSDB 

学生情報の入力や更新 

（住所、電話番号など） 

授業科目の登録 

成績の確認 

留学生(在留資格)情報の入力

や更新 

スマートフォンや

タ ブ レ ッ ト な ど

（アプリをダウンロード

して使用できる端末） 

事務窓口に申し出

後、 

「 ＠hokuyo.ac.jp」

のメ ー ル に再 発行

内容 が 送 信さ れま

す 

 

大学の授業や論文作成、就職活動、さらには社会に出て働く時にもパソコンを使用するこ

とが多い情報社会へと現代は進化しています。大学在学中に、Teams やメールの活用、レポ

ート作成などを通してパソコンなどの情報機器の使用に慣れていきましょう。 

 

（５）大学からの連絡 

 みなさんに対する告示、諸連絡、通知は Teams（チームス）及び掲示板（学生玄関ホール、

学生ホール）でお知らせします。必要な情報は自分自身で収集しなければいけません。大学

からの連絡を見逃すことは重大な不利益が生じることもあります。大学からの伝達事項をこ

まめに確認するようにしてください。 
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（６）大学全体構図 
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（７）学内施設の用途など 

 大学内には、様々な用途の部屋や建物があります。 

棟 階数 主な設置内容 主な使用対象 主な使用用途 

管理棟 

１

階 

事務室 大学職員 大学校務 

事務ホール 

事務窓口 
大学の学生 証明書発行申請など 

２

階 

会議室 大学関係者 会議など 

学長室 学長 大学校務 

福利厚生棟 

１

階 

玄関ホール（掲示板） 学生・一般向け 大学からのお知らせ掲示 

学食 学生/大学関係者/ 

一般利用など 
食事や休憩など 

フリースペース 

２

階 

喫茶室 学生/大学関係者 食事や休憩など 

ミーティングルーム 大学関係者 イベントや会議など 

研究講義棟 

１

階 

教室 

（大講義室・中講義室） 
大学の授業 

講師控室 非常勤講師 非常勤講師の控室 

学生ホール（掲示板） 学生/大学関係者 アルバイト情報掲示など 

2

階 

教室 

（中講義室・小講義室） 
大学の授業 

３

階 

教室 

（演習室） 
大学の授業（主にゼミナール） 

４

階 
研究室 大学教員 大学校務 

５

階 
交流ラウンジ イベントや災害時避難など限定的に開放 

体育館棟 

（管理は高校） 

1

階 

体育館 体育実技が伴う授業で使用する場合がある 

部室など 高校の部活動等で使用 

２

階 

観覧場所 

ランニングコース 
体育実技が伴う授業で使用する場合がある 

図書館棟 
 

一部、高校の図書室 

・教室あり 

１

階 

図書館 

 

学生/大学関係者/ 

一般利用など 

図書の貸出・閲覧 

学内 PC の使用 

持込 PC の使用 

２

階 
ＬＬ教室 大学の授業（学生用 PC が配置されている） 

 

上記表以外の施設や場所には、留学生別科や栄高校が管理している箇所もありますので、許

可なく出入りせず、利用にあたっては十分注意し、留意事項を確認するようにしてください。 
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（８）教室について 

主に、授業で使用する教室は研究・講義棟の１階～３階の教室、図書館棟２階のＬＬ教室

です。教室名については、研究・講義棟のみドアの上部に「C102」などと表記されていま

す。 

施錠や暖房設備の管理は大学が行っていますので、教室内の設備や機器は、大学の許可な

く触れないでください。 
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２ 年度始めに必要な手続き 

（１）オリエンテーション 

早く新しい環境に慣れ、快適な大学生活が送れるように、学期始めに学生に対して行われ

る説明会のことです。本学では数日間にわたり、各担当の教職員が説明します。 

大学生活に関する大切な情報を説明しますので、必ず毎学期参加してください。 

詳しくは、学期始めに配布されるオリエンテーションスケジュールを確認してください。 

 

（２）学生証（身分証明書）の発行 

 学生証は本学の学生であることを証明する大切な身分証明書です。必ず WSDB アプリを

ダウンロードしてください。 

 ①学生証の提示が求められるとき 

・図書の貸し出しをするとき 

  ・本学の教職員から提示の要求があるとき 

 ②学生証の記入事項の変更 

改姓等の変更がある場合は、書類の提出が必要なので、速やかに事務室にお知らせくだ

さい。 

 ③学生番号の持つ意味 

  学生証に記載されている番号はあなたの学生番号です。学生番号は入学から卒業まで変

更はありません。学内の事務手続きには学生番号を必要としますので、自分の学生番号を

よく理解して常に氏名とともに使用するよう心がけてください。 

 学生番号は下記のように区分されています。 

【例】 

2 0 2 0 Ａ 0 0 0 

 

 

       入学年度           連番 

                ０･･･春１年入学生 ５･･･春３年編入生 

                ２･･･春２年編入生 ６･･･秋２年編入生 

                ３･･･秋１年入学生 ７･･･秋３年編入生 

 

（３）WSDB アプリへの学生情報入力 

WSDB アプリの学生情報は、緊急時の保証人への連絡、福利厚生、課外活動、進路指導、

その他の学生生活にて生ずる事柄全般に対する指導に活用します。 

記載事項に変更がある場合、速やかに入力内容を変更してください。変更を届けなかった

ために、重要な連絡が伝わらず、不利益を被る場合があります。 
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（４）通学定期乗車券の購入 

通学定期券を購入するときには下記の購入方法を遵守してください。不正な使用をした場

合は厳重に罰せられます。 

①ＪＲ北海道の定期券購入方法 

・事務室窓口で通学証明書（P.161）の発行申込みをしてください。 

・学生証に表示されている現住所から大学までの最短距離となる区間が利用できます。 

・大学の最寄り駅は「錦岡駅」です。 

②道南バスの定期券購入方法 

・「道南バス通学定期券購入申込書」（P.162）が必要です。 

・学生証に表示されている現住所から大学までの最短距離となる区間が利用できます。 

・大学の最寄り停留所は「北洋大学」です。 

 

（５）定期健康診断 

 学校保健安全法により毎年の健康診断が義務づけられています。受診しない場合や異常が

あると診断された場合は、進学・就職に必要な「健康診断証明書」の発行ができません。 

健康診断によって異常があると診断された場合、医療機関で再受診・再検査を受けてくだ

さい。 

①検査内容（状況によって変更になる場合があります。） 

（１）身体測定（身長、体重、視力） 

（２）胸部レントゲン間接撮影 

（３）内科診察・問診（現在証・既往症の有無） 

（４）尿検査 

（５）血圧測定 

②検査時期：各学期オリエンテーション時 

③注意事項 

就職時の健康診断証明書は、健康診断を受診した人のみ発行されます。大学の定期健康診

断を受診しなかった学生は、別途、医療機関で受診し、その結果を事務室窓口に提出してく

ださい。 

 

（６）学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証） 

ゼミや課外活動、帰省等で JR を利用する場合、片道 101km を超えるときは「学割証」を

利用すると普通乗車運賃のみ 2 割引になります。「学割証」はみなさんが修学のために要す

る費用を軽減し勉学を容易にさせるために作られた制度です。 

①使用目的の範囲 

使用目的の範囲は、制度の趣旨に鑑み、原則として次の目的をもって旅行する必要がある

と認められる場合に限ります。 
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②発行方法 

「学割証」（P.163）は事務室窓口で発行しています。なお、有効期限は発行日より３ヶ月

間です。 

③注意事項 

・学割証は必ず使用者本人が申し込んでください。 

・学割証を不正使用した場合は、3 倍の運賃が追徴される他、大学全体に対する学割証発 

行停止処分等の重大な問題になりますので正しく使用してください。 

 ・その他に関することは事務窓口にお問い合わせください。 

 

（７）新しい住所が決まったら 

苫小牧で初めて一人暮らしをする学生の方は、次の手続きを済ませてください。 

【住民登録】 

 住所が決まったら市役所に住民登録をしましょう。 

【遠隔地被保険者証】 

病気や事故に備えて取り寄せておく必要があり、申請には在学証明書が必要となります。 

健康保険証が 1 人 1 枚のカード形式になっている場合、申請は不要となることがあります。

また、マイナンバーカードを健康保険証として利用登録している場合は、申請が不要です。 

※在学中に転居した場合や連絡先が変わった場合は住所変更の手続きを行ってください。変

更を届け出なかったために重要な連絡が伝わらず、不利益になる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）休暇、所用による帰省 

（２）実験実習並びに通信による教育を行う学校の面接授業及び試験などの正課の教育

活動 

（３）学校が認めた特別教育活動又は体育・文化に関する正課外の教育活動 

（４）就職又は進学のための受験等 

（５）学校が修学上適当と認めた見学又は行事への参加 

（６）傷病の治療その他修学上支障となる問題の処理 

（７）保護者の旅行への随行 

日本学生支援機構 学校学生生徒旅客運賃割引証取扱要領より抜粋 
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３ 自動車・バイク通学 

 自動車・バイクで通学を希望する学生はオリエンテーション期間に行われる「交通安全講

習会」に出席し、「自動車・バイク通学届出書」を提出してください。届出書は当年度限り

とします。また、年度途中に車両の入れ替えがあった場合は再申請してください。 

【申請方法】 

「自動車・バイク通学届出書」の他に下記の書類が必要になります。 

①運転免許証のコピー 

②車険証のコピー 

③自賠責保険のコピー 

④任意保険のコピー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車・バイク通学時の注意 

 

大学構内駐車場・道路での事故に十分注意するとともに、安全運転を心がけること。 

大学は、通学途上における交通事故、駐車場内における接触事故による自動車の

損傷、盗難等については一切の責任を負いません。事故処理は自動車の使用者が

各自で行うとともに速やかに大学に届け出ること。 
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４ 各種手続き 

届出等の手続きは事務室窓口で行ってください。 

種類 要領 必要書類 
署名または押印 

本人 保証人 

改姓・改名 変更後 1 週間以内に届け出る 

変更内容が分かる書類を

付して Teams または事務

窓口に申し出ること 

× × 

住所変更 変更後 1 週間以内に届け出る 
WSDB システムの「学生

基本情報」を変更 
× × 

保証人変更 １週間以内に届け出る 
WSDB システムの「学生

基本情報」を変更 
× × 

休学願 

引き続き１ヶ月以上修学する

ことができないときは窓口で

相談する。 

休学者の学費について 

①休学を希望する者は在籍料

として、学期毎に５万円を

納入しなければならない。 

②休学願について、春学期休

学を希望する場合は 3 月

31 日、秋学期休学を希望

する場合は 9 月 15 日まで

に提出する。上記期日を過

ぎて提出の場合、学費は全

額納入する。 

所定用紙  

傷病を理由とする場合は、

医師の診断書 

〇 〇 

復学願 

休学者が復学する場合は、 

① 春学期から復学する場

合は３月 31 日までに 

② 秋学期から復学する場

合は、9 月 15 日までに 

復学の申し出が必要 

③ さらに当該学期のオリエ

ンテーション初日までに

復学願を提出する。 

復学者の学費について 

納期限は納付書に記載する。 

所定用紙 〇 〇 
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種類 要領 必要書類 
署名または押印 

本人 保証人 

退学願 

退学する場合は、その理由を

付し退学願を提出する。 

退学者の学費について 

退学願について、秋学期

での退学を希望する場合は

3 月 31 日、春学期での退

学を希望する場合は 9 月

15 日までに提出する。上

記期日を過ぎて提出の場

合 、 学 費 は 全 額 納 入 す

る。 

所定用紙 

※事前にゼミ担当教員や事

務窓口へご相談ください。 

〇 〇 

転学願 

他大学に転学を希望する場合

は、その理由を付し転学願を

提出する。 

転学者の学費について 

転学願について、秋学期

での転学を希望する場合は

3 月 31 日、春学期での転

学を希望する場合は 9 月

15 日までに提出する。上

記期日を過ぎて提出の場

合 、 学 費 は 全 額 納 入 す

る。 

所定用紙 

※事前にゼミ担当教員や事

務窓口へご相談ください。 

〇 〇 

欠席届 

証明書類を添付して事前に提

出することを原則とする。事

前に提出ができない場合は、

欠席後、速やかに提出する。

担当が専任教員の場合は直接

提出、非常勤講師で不在の場

合は事務室窓口に提出する。

オンライン授業の場合は、事

務室窓口に提出する。 

所定用紙 

証明書類 
× × 

インターンシ

ップ欠席届 証明書類を添付して実習前に

事務室窓口に提出する。 

所定用紙 

証明書類 
× × 

博物館学実習

欠席届 
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種類 要領 必要書類 
署名または押印 

本人 保証人 

忌引きによる

欠席届 

証明書類を添付して事務室窓

口に提出する。 

所定用紙 

証明書類 
× × 

学校感染症に

よる欠席届 

学校感染症に指定されている

疾病に感染した場合、証明で

きる書類を添付して事務室窓

口に提出する。 

所定用紙 

証明書類 
× × 

定期試験 

欠席届 

事由発生後、速やかに理由を

付し届け出る。 

→定期試験のページを参照 

所定用紙 

証明書類 
× × 

追試験申請書 
定期試験欠席届が承認された

後に願い出る。 
所定用紙 × × 

学費等延納願 

授業料等の延納をその理由を

付し、春学期は 4 月 30 日、

秋学期は 10 月 15 日までに願

い出る。それ以降の申請は認

めない。 

※申請期日が休日の場合は、

直前の事務営業日とする。 

所定用紙 〇 〇 

自動車・バイ

ク通学届出書 

自動車やバイクで通学を希望

する学生はオリエンテーショ

ン期間に行われる「交通安全

講習会」に参加し、自動車・

バイク通学届出書を提出す

る。 

所定用紙 

運転免許証のコピー 

車険証のコピー 

自賠責保険のコピー 

任意保険のコピー 

× × 

推薦書 
企業から提出依頼がある場合

に限り発行する。 
所定用紙 × × 

進路届 
4 年次に就職・進学等の進路

先を報告する。 
所定用紙 × × 

【休学願・復学願・退学願・転学願・学費等延納願共通】 

保証人が遠隔地等の理由で「印」をもらうのに多くの日数を要する場合の対応 

① 必要事項（提出年月日を除く）を記載した様式を保証人に送信 

② プリントアウトし、保証人欄に記載・署名又は押印 

③ ②の PDF もしくは写真（画像ファイル）を学生本人に送信 

④ 受信した様式をプリントアウト 

⑤ 学生本人が提出年月日を記載し、署名又は押印の上事務室窓口へ提出 
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５ 証明書の発行 

 就職活動や奨学金の申し込みなどで各種証明書が必要な場合は、下記の手順によって

申し込みを行い、証明書を受け取ってください。 

 

証明書の種類 金額 

在学証明書 300 

学業成績証明書 300 

卒業見込み証明書※１ 300 

卒業証明書 300 

単位認定証明書 300 

退学証明書 300 

在籍証明書 300 

健康診断証明書※２ 300 

学力に関する証明書 300 

英文学業成績証明書 300 

学割証（ＪＲ） 無料 

通学証明書（ＪＲ） 無料 

定期券申込書（道南バス） 無料 

 

・証明書は原則、即日発行としますが、証明書の種類によっては日数を要するものがありま

す。 

・証明書の申し込み及び発行可能時間は、窓口事務取扱時間となり、土日祝や本学の定める

休日には受付できませんので、事前に申し込みをしてください。 

・封筒が必要な場合は窓口にお申し出ください。 

※１「卒業見込証明書」は卒業前３学期開始時に 70 単位以上修得している場合、卒業前２

学期開始時に 80 単位以上修得している場合、卒業予定日を含む学期においては、履修

登録した科目の単位数を含み卒業所要単位を充足する場合にのみ発行可能です。 

※２「健康診断証明書」は各学期オリエンテーション期間に実施される「健康診断」を受診

しなければ発行できません。 

 

 

 

 

 

 

 

事務室前ホールにある証明書交付願

に必要な事項を記入する 

事務室窓口に交付願を持参し、代金

を支払う（現金またはWeChatPay） 

（釣銭のないように持参すること） 

発行された証明書を受け取る 
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６ 大学生活、これだけは守ろう 

 

１．本学はすべての場所で禁煙です 

  2019 年７月１日に改正された「健康増進法」により、本学はすべての場所で禁煙です。

大学敷地内（駐車場やバス停も含む）で喫煙していることが見つかった場合は、厳しい処

分を課す可能性があります。 

 

２．迷惑駐車はやめましょう 

  大学周辺や定められた駐車場以外に違反駐車をすることは、緊急時の車両発進の妨げに

なるので絶対にやめましょう。 

また、自転車はいかなる場合も公道や校舎の出入り口付近には停めず、必ず駐輪場に停

めてください。 

 

３．マナーを守りましょう 

  教室・学内外問わずゴミの投棄や机等への落書きはやめてください。キャンパスは学生

全員の共通財産です。一人ひとりが気持ちよく大学生活を送れるよう心がけましょう。 

 

４．大学からの連絡（Teams、掲示板等）は１日１回必ず見ましょう 

 

５．急性アルコール中毒の恐怖 

  ４・５月は新入生歓迎会の最盛期です。盛り上がってつい飲みすぎてしまうこともある

かもしれませんが、飲み過ぎは急性アルコール中毒になる危険性も含んでおり、時にはし

に至るケースもあります。急性アルコール中毒防止のための次のことに気をつけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急性アルコール中毒を防ぐ５か条 

１．イッキ飲みは絶対にやめましょう（飲むときはゆっくり自分のペースで） 

２．飲むときは食べながら飲みましょう（タンパク質を摂るとよい） 

３．他人にお酒を無理に勧めない 

４．量を飲み過ぎないこと（肝臓に負担がかかります） 

５．自分の適量を把握して飲みましょう 
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７ 学生生活の始まりです 

 

（１）２学期制 

従来日本の大学で見られる１つの授業を 1 年間通して実施する通年制とは異なり、1 つの

授業を学期ごとに完結させる制度です。 

 科目は週 1 コマ 15 週受講し、定期試験等に合格すれば単位を修得できます。ただし、単

位数の多い科目によっては週 1 コマを通年で行うこともあります。 

 

（２）授業 

①１講時（１コマ）は 90 分です。 

②休講は、Teams の各科目のチームで連絡します。 

③授業開始後 30 分経過をしても担当教員の入室がない場合には、事務室に申し出て指示

を受けてください。 

④正当な理由がなく 30 分以上遅刻した場合は、欠席とみなします。 

③授業の進行状況や休講等による不足分を調整するため、補講を行うことがあります。詳

しくは第３部「履修の手引き」の P47～を参考にしてください。 

 

（３）オフィスアワー 

オフィスアワーとは、学生が自由に研究室を訪問し、学生に講義内容などの修学について

相談できる時間帯のことをいいます。みなさんは気軽に研究室を訪問し、オフィスアワーを

積極的に活用して修学上の問題の解決に役立ててください。各先生方のオフィスアワーにつ

いては Teams でお知らせします。 
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（４）奨学金制度について  

少しでも経済的不安をなくし学生生活が過ごせるように援助するため、次のような奨学金

制度が設けられています。奨学金には人物・学業ともに優れ、経済的理由によって修学が困

難な学生を対象とするものと、勉学奨励のため学業成績が優秀な学生を対象とするものがあ

ります。 

 

ア）日本学生支援機構 

①奨学金の種類 

貸与奨学生（第一種） 

利息 
なし 

貸し与えられた金額を卒業後返還 

貸与月額 

自宅通学者 20,000 円 

30,000 円 

40,000 円 

54,000 円（最高月額） 

自宅外通学者 20,000 円 

30,000 円 

40,000 円 

50,000 円 

64,000 円（最高月額） 

 

貸与奨学生（第二種） 

利息 有利子 利率固定方式／利率見直し方式 

貸与月額 20,000～120,000 円（1 万円単位）から金額を選択 

 

②貸与奨学金の返還方法 

返還方法 
貸与型の奨学金は、貸与が終了した月の翌月から数えて７か月目（３

月貸与終了の場合は１０月）から返還が始まります。 

返還が難し

くなった場

合 

病気や失業等で返還が難しくなった場合は、減額返還・返還期限猶予

等の制度の活用を検討してください。本人が死亡したときや、精神・

身体の障害により働けなくなったときは、願出により返還が免除され

る場合があります。 
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イ）北洋大学特別奨学金Ⅰ 

 人物・学業成績が優秀な学生を奨学生として採用し、勉学を奨励して、有用な人材を育成

することを目的として「北洋大学特別奨学金Ⅰ」の奨学生制度を設けています。 

対象者 

（１）２年次から４年次に在籍する者。 

（２）学業成績が特に優秀である者。 

（３）学修意欲等の観点から、他の学生の模範となる者 

採用数 各学年３名以内 

採用基準 

（１）前年に履修した全科目の GPA が 3.01 以上の者 

（２）前年の修得単位数が 24 単位以上の者 

（３）学修意欲等の観点から、他の学生の模範となる者 

支給額 
各学年の奨学生のうち GPA が最上位の者 10 万円 

その他の者 5 万円 

 

ウ）地方公共団体・民間育英団体・その他の奨学金 

地方公共団体(都道府県市区町村)や民間の育英団体などによる奨学金制度があります。こ

れはそれぞれの制度により、規則などが異なります。募集のつど Teams 等にて連絡します

が、大学を経由せず、本人から直接出願を受け付けている団体もありますので、出身地の教

育委員会や社会福祉事務所などに問い合わせてください。 

 

（５）学生教育研究災害傷害保険 

本学では、入学と同時に学生全員が「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）と「学生教

育研究賠償責任保険」（学研賠）に加入しています。そのため、大学で活動中にケガをした

場合、他人に損害を与えた場合などに保険金が支払われます。大学の活動中にケガをした場

合等は、事務室に申し出てください。 
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（６）各施設の利用 

●図書館  

開館時間 

平日 １階 ９：００～１８：００ 

講義時間変更・学校行事等に伴い、開館時間が変更になることがありま

す。 

休  館 
土日祝日、及び本学の定める休日は閉館いたします。 

時間変更・臨時休館はその都度掲示いたします。 

①図書の貸出・返却 

・図書の貸出には学生証が必要です。常に提示できるようにしてください。 

・貸出は１人５冊以内とし、２週間を限度とします。 

・貸出を行わない資料は、新聞、雑誌、参考図書（辞典、辞書、白書など）です。 

 ・貸出／返却は事務室窓口で行います。本を借りるときは図書館から本を持ち出し、事務

室窓口へ来てください。本を返すときも事務室窓口へ来てください。 

②館内規律 

・図書館の告示事項に従ってください。 

・図書館資料は丁寧に取扱い、切取り、書込み、汚損などはしないでください。 

・館内では静粛にし、他の利用者の妨げにならないよう十分注意してください。 

・館内で印刷物などを配布したり、会合を開いたりしないでください。 

・館内で食事をしたり、娯楽の目的などに使わないでください。 

・椅子を勝手に移動しないでください。 

・机上に落書きをしないでください。 

・退館の際は、使用した椅子を静かに机の下にいれ、机上を整頓してください。 

・図書館は、教室の延長としての場所であることをよく意識してください。 

・図書館にあるすべてのものが、共有財産であることを忘れないでください。 

・館内では館員の指示に従ってください。 

 

●体育館 

体育館には、アリーナのほかランニングコースがあります。授業やクラブが使用していな

い時間帯は、一般の学生も使用できます。使用時間は 9：00～21：00 です。利用する場合

は、届出が必要になります。詳しくは事務室までお問い合わせください。 

※高校のクラブ活動があるので、前日までに予約することを推奨します。 

 

●サッカー場 

授業やクラブが使用していない時間帯は、一般の学生も使用できます。希望する場合は事

務室まで申し出てください。利用する場合は、届出が必要になります。詳しくは事務室まで

お問い合わせください。 

※高校のクラブ活動があるので、前日までに予約することを推奨します。 
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８ わからないこと、問題がおこったら 

（１）キャンパス・ハラスメントとは？ 

大学において、「本人の意図・自覚のあるなしに関わらず、性的な言動によって相手の人

格を傷つけ、不快感・不利益を与えて教育環境を悪化させる、セクシャル・ハラスメント」

「教員と学生、職員と学生、あるいは先輩と後輩などといった力関係を利用して、弱い立場

にある相手に利益・不利益を与えるなどの圧力をかける、パワー・ハラスメントやアカデミ

ック・ハラスメント」はだれもが平等に持っているはずの勉学する権利を奪うことに繋がり

ます。 

すべてのハラスメントは、相手の人格を軽視していることから起こります。それは基本的人

権を侵害する行為であり、いかなる場合にも絶対に許されるものではありません。 

 

■もしも、ハラスメントを受けたら 

一人で我慢せず、すぐに教職員もしくは学生相談室（カウンセラー）に相談してください。 

 

■メンタルケア・スタッフとは？ 

学生のみなさんが本学に入学してから卒業するまでには、思いがけない事件や事故、不安

や悩みなどの問題が発生することと思います。とりわけ、親元を離れ、アパートや下宿で一

人暮らしを始める場合にはドキドキの連続でしょう。 

本学では、事務員全員が、学生のみなさんの相談窓口になっています。また、学生の多様な

相談内容に的確に応えることができるように、専門的なカウンセラーとして、臨床心理士

（公認心理師）の先生が、学生のこころと身体の両面の相談に応じてくれます。 

 

■学生相談室とは？ 

学生相談室は、学生のみなさんが充実した大学生活を過ごせるように、個人的なこころや

からだなどの悩みを相談する場所です。日常生活のあらゆる場面において出会うさまざまな

問題や悩みについて、メンタルケア・スタッフ（カウンセラー等）と一緒に話し合い、主体

的に解決していける何かを一緒に考えてみましょう。 

学生相談室の利用に関する詳細な曜日や時間については、別途、Teams(チームス)や掲示

等でお知らせしますが、事務室窓口でも相談に応じています。相談内容やプライバシーに関

する秘密は堅く守られます。あなたが大きく成長するための第一歩として安心して学生相談

をご利用ください。なお、「一人ではちょっと…」と思う人は友達と来てください。「なんと

なく話してみたいだけ…」という人も気軽に来てください。学生相談の場所は、研究・講義

棟３階の学生相談室（C302）です。 
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（２）落とし物をしたとき・拾ったとき 

落とし物、忘れ物を「した」「拾った」時は事務室窓口までおいでください。 

※届いた落とし物は次のように取り扱います。 

届いた日から１年間は事務前ホールの「拾得物陳列棚」に展示します。貴重品については

事務室窓口で保管します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）貴重品をなくしたとき 

貴重品をなくしたときは、カード類の発行元に停止手続きを取りましょう。 

サークル活動、トイレ、図書館、教室等、少しの時間でも所持品は置いたままにしないこと

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落とし物は、落とした当日に届かなくても数日後に届く場合があります。あきらめずに

何度も、陳列棚を確認してください。また、名前がわかれば、連絡することも出来ます

ので持ち物には必ず氏名、学生番号等を書いてください。 
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９ アルバイトが必要なときは 

本学では、アルバイトを募集する事業所から受取った求人票を専用掲示板（学生ホール等）

に掲示しています。 

 

（１）紹介の手続き 

①アルバイト掲示板に掲示してある求人の中から希望する事業所に連絡を取ってください。 

②紹介した条件が異なる場合には事務室窓口へ連絡してください。 

（２）就労上の注意 

①欠勤、早退、遅刻については事前にアルバイト先へ連絡してください。 

②不真面目な勤務態度、無責任な行動は、アルバイト先に迷惑をかけるばかりではなく、

今後の求人に影響し、他の学生に迷惑を及ぼす結果となるので慎んでください。 

（３）職種の制限 

学生にとって好ましくない職種もあります。学生として適した職種を選び、必要最低限の

アルバイトを心がけてください。下記に大学として紹介できない仕事を掲載します。アルバ

イト求職のガイドラインにしてください。 

 求 人 内 容 問 題 点 

有 害 な も

の 

農薬、劇薬など有害な薬物の扱い、塵埃、粉末、有害

ガス、騒音の激しい中での作業、高熱極寒下での作業 

健康上、人体に有害と思わ

れる 

法 令 に 違

反 す る も

の 

労働争議に介入する恐れのあるもの 

営利職業斡旋業者への斡旋 

マルチ、ネズミ講商法に関するもの 

職業安定法第 20 条による 

職業安定法の趣旨に反する 

無限連鎖講防止法参照 

危険を 

伴うもの 

プレス、ボール盤、旋盤、断裁機など自動機械の操作 

高電圧、高圧ガス等危険物の取扱い(助手も含む) 

自転車、バイクの運転、自転車による重量物(30kg 以

上)の配達 

線路内、交通頻繁な路上での測量、白線引、交通整

理、土木・水道工事等の現場作業 

建設中の現場作業、建物倒壊、残材片付作業、2 階以

上の高所での野外作業(ガラスふき、器具取付等) 

警備員(会場整理、誘導、受付を除く) 

事故の危険性が大きい 

免許を必要とし危険性が非

常に大きい 

最近の交通事情では危険性

が大きく、また事故の場合

の経済的、精神的負担も大

きく刑事責任まで負うケー

スもある 

落下物、転落物の危険性が

大きい 

(内装工事は除く) 

教 育 的 に

好 ま し く

ないもの 

街頭でのチラシ配り、ポスター貼り 

不特定多数を対象とした街頭での調査、戸別訪問調

査、訪問販売、勧誘、集金専業、競馬・競輪場等ギャ

ンブル場内現場作業、バー・キャバレー・麻雀等風俗

営業現場作業、深夜作業 

無許可が多い。内容も問題 

トラブルの原因となること

が多い 

その他 
水泳指導員、監視員(無資格)、ベビーシッター 

人命に及ぶ事故の危険性あ

り 
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10 体調が悪くなったときは 

健康管理と保健室利用について 

・自己の健康管理を徹底してください。学内でケガをしたり、病気にかからないよう注意

してください。また不規則な生活をして体調を崩す学生が多くなっています。規則正し

い生活を送るよう心掛けてください。 

・学内で頭痛や腹痛等で体調が悪いときは、事務室窓口まで申し出てください。ケガなど

症状が思わしくないと判断されるときは病院に行ってもらうか、保護者に連絡するなど

の処置をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 

 

 

11 課外活動 

（１）学生自治会 

自分たちの大学を自分たちで創る。それが学生自治会。 

Let’s Build the History of Our University! 

 

学生自治会とは、大学での授業や研究活動以外の学生活動（課外活動）を通して、全学生

が学生相互の交流を深め、大学生活を楽しく有意義にするための組織です。高校までの生徒

会に類似しています。 

全学生が会員として組織される学生自治会は、学生に対する授業や研究活動の環境整備の

向上とともに、友達づくりや仲間づくりの「場」を確保して、大学を学生自身の手で成長さ

せていくことを目的としています。 

 

＜会員＞ 

学生自治会は、北洋大学に学籍を置くすべての学生を会員とし、入学時に入会金と年間の

会費を納めることで正会員の資格を得ます。会員は自治会主催の行事に参加することができ

ます。 

＜会費＞ 

会費は入会金 2,000 円、年会費 5,000 円 

＜主な活動内容＞ 

大学祭：大学祭は、学生自治会が主催する年間最大の行事です。様々な催し物やイベントを

学生自身の手で作り上げ運営します。 

謝恩会：謝恩会は、お世話になった先生や先輩（卒業生）等に、在学生から感謝の気持ちを

伝え、送り出すための行事です。主に卒業式後に行われ、挨拶、会食、記念品贈呈

などを運営します。 

 

 

（２）クラブ・同好会 

大学の課外活動は、大学の直接的な援助や指導を待たず、共通の目標を持った学生が自発

的に行う文化・学術・スポーツ等のグループ活動を中心に展開されています。 

大学は、この学生の自主的な活動を「構成員一人一人が社会性を培う場」として、また

「個人の資質や能力を発展させる場」として位置づけています。 

それは、単に見せかけだけの友人を多く持つことではなく、技術・技能の向上や知識の共

有化を図りながら、常に「学生生活と学内団体活動のあり方」を課題として議論するその過

程の中で、自主・自立・自治を体験することに大きな意義があるからです。 

この意味では大学は、課外活動の独自性を尊重するとともに、専任教職員により技術指導

や助言指導のための顧問制度を設けています。 
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①学内団体の分類  

現在、登録されている学内団体は、次のいずれかに分類されています。 

クラブ・部 
同好会からクラブに昇格を希望する場合は、新年度に提出する「活動継続

届」でクラブとして申請し、学生委員会の承認を受ける必要があります。 

同好会 

学生としてふさわしいものであれば、活動内容に特別な条件はありませ

ん。新たに設立する団体は、まず同好会として登録されますので、「学内

団体設立届」に必要事項を記入して事務室窓口に提出してください。 

②活動時間 

学内での活動は、９：00 から 18：00 までを原則とします。なお、体育館に限り 21：00 ま

で利用可とします。活動に際しては、施設使用許可申請書などの提出が必要です。また、定

期試験期間とその前日や、入学試験日とその前日は使用できない場合があります。 

③掲示や印刷物を配布したい場合 

学内団体の掲示物に関しては、事務室窓口で許可を受けてください。クラブ・部主催のイベ

ントなどのビラを配布する場合は、事前に事務室窓口で許可を受けてください。 

④部室の使用 

部室は、活動実績のあるクラブを優先して振り分けます。利用期間は原則として 1 年間で、

希望する場合は年度当初に部室借用届を提出してください。活動状況により見直す場合もあ

ります。 

 

ア）クラブ活動に関する手続き 

こんな時は 提出書類 提出期限 
責任者 

印 
顧問印 備考 

新しい学内団体を設立

したい 

学生団体設立届 設立時 〇 〇 名簿を添付する 

以前からの団体で引き

続き活動したい 

学生団体活動 

継続届 

４月下旬 〇 〇 名簿・決算書等を添

付する。手続きをし

ない団体は公認取消

となる。 

学内外で催し物を開催

したい 

大会に参加したい 

学外での練習に参加し

たい 

合宿を行いたい 

課外活動届 

（報告） 

5 日前まで 〇※ 〇※ 参加者名簿を添付す

る。 

活動後に課外活動報

告を必ず提出するこ

と。 

※報告には印不要 

学生のスポーツ連盟な

どの学外の団体に加入

したい 

学外団体加入届 加入時 〇 〇 指 定 書 類 を 添 付 す

る。 

※上記所定用紙以外の届け出・申請用紙、その他不明な点は事務室窓口で相談してください。 
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イ）課外活動に必要な手続き 

①登録団体の更新手続きについて 

昨年度までに登録申請した団体は、4 月下旬までに活動継続の手続きを完了してください。

なお期日までに手続きしない団体は公認取り消しとなります。 

②諸届について 

登録団体が学内外で、行事・活動等で施設を利用する場合、物品を借用する場合は使用予

定日の前日までに申請書等」を提出してください。 

また、登録団体が通年で定期的に利用する場合は、当該年度分の仮申請を提出することも

できますので、事前に事務室に相談してください。 

ウ）施設に関する手続き 

こんな時は 提出書類 提出期限 備   考 

学校の施設を活動のため

に使用したい 

施設使用許可申

請書兼許可書 

前日 使用期間・目的を明記 

学校の物品を貸してほし

い 

物品借用届 前日 必要な物品名・数を詳

しく記入 

長期的に、ある箇所の鍵

を借用したい 

鍵借用届 必要時 貸出期間は1年間です。

貸し出せない箇所もあ

ります。 
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第２部 

学生生活ガイド（留学生） 
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１ 入国管理について 

（１）在留期間更新許可申請について 

①在留資格について 

北洋大学に入学を認められた外国人留学生は、入管法に定める「留学」という在留資格

が与えられます。この「留学」という在留資格によって教育機関などで勉強や研究を行

うことができるようになります。活動内容と範囲を自由に変えることは許されていませ

ん。 

②在留期間について 

「留学」の在留資格の在留期間は２年または４年です。この期間が満了すると、日本で

の在留資格はなくなります。また、卒業をすると有効期間が残っていても原則的に在留

資格はなくなります（５卒業後の手続きについて参照）。在留期間の延長を望むときは、

現在の在留期間が満了する前に「在留期間更新許可」の申請をしなければなりません。 

③在留期間更新許可申請の手続きについて 

  在留期間満了の 90 日前から申請が出来るので、その時期に合わせてなるべく早く事務

室の国際交流担当へお問い合わせください。在留期間更新の申請手続きは、国際交流担

当が必要書類を作成して留学生の皆さんに渡しますので、留学生本人が札幌出入国在留

管理局千歳苫小牧出張所苫小牧分室に行って申請します。 

 

【在留期間更新許可申請必要な書類】 

学生が準備するもの 大学が作成するもの 

① 写真１枚（３ヶ月以内に撮影したもの） 

② パスポート 

③ 在留カード 

④ 学業成績証明書 

⑤ 在学証明書 

① 在留期間更新許可申請書 

② 資格外活動申請書 

③ 在留カード漢字氏名表記申請書 

④ 提出書類一覧表 

直近の在留期間更新許可申請時において、資格外活動許可に係る指導を受けている場合は 

下記の書類も必要になる場合があります。 

① 預金通帳のコピー（記帳してから全ページをコピーしたもの） 

② 海外送金を受けている場合は、銀行外国為替代り金計算書のコピー等 

 （オンラインで入金・送金・残高等が確認できるのであればスクリーンショットでも可） 

 

※在留期間更新許可申請では、留学期間中にどのように生活していたかを証明する必要があ

ります。そのため入国時に持ってきたお金、帰国して持ってきたお金等は、必ず銀行に入

金してから支払いをするようにしてください。アルバイトのお金等も銀行に入金してから

使うようにするとお金の流れを自動的に証明することが出来ます。 
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（２）資格外活動許可申請について 

 「留学」の在留資格を持っている人の就労活動は原則として認められていません。留学生

の皆さんがアルバイトを希望する場合は、事前に資格外活動許可申請をしなければなりませ

ん。（在留カードの裏面に許可印があること）入国後１ヶ月間は、アルバイトは認められま

せん。 

 
 

①禁止されているアルバイトについて 
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②アルバイトの条件について 

・1 週 28 時間以内の制限があります。どの曜日から数えても常に週 28 時間に収まるように

しなければならないので、長時間のシフトを連続で組まないよう注意しましょう。また、

労働時間の上限には残業時間も含まれるので、オーバーワークにも注意が必要です。アル

バイトを掛け持ちする場合は、合計の就業時間が週 28 時間に収まるように調整する必要

があります。働く時間帯の制限はないので、18 歳以上であれば深夜帯のアルバイトが可

能です。 

・学則による長期休業期間（夏期・冬期・春期休暇）は 1 日 8 時間以内、週 40 時間以内ま

で働くことができます。その場合は、長期休業期間の証明書をアルバイト先に提出しなけ

ればなりません。必要な場合は WSDB にアルバイト情報を入力して事務室国際交流担当

まで連絡をしてください。 

 

（３）在留カードについて 

 新しい在留管理制度の導入に伴って交付される在留カードは、日本に中長期間在留する外

国人に対し、上陸許可や在留資格の変更許可、在留期間の更新許可等在留に係る許可に伴っ

て交付されるものです。 

・在留カードを常に持ち歩いてください。 

・在留カードの提示を警察などに求められた場合は速やかに提示してください。 

・在留カードのコピーを事務室国際交流担当に提出するか、WSDB の学生基本情報の在留 

資格情報を更新してください。 

 

①登録変更について 

住所の変更を行った場合など、登録した内容に変更があった場合は、変更があった日から 

14 日以内に苫小牧市役所やのぞみコミュニティセンターで変更登録の手続きを行ってくだ

さい。変更した在留カードのコピーを事務室の国際交流担当に提出するか、WSDB の学生基

本情報の在留資格情報を更新してください。 

 

②再交付について 

 在留カードを失くした時は 14 日以内に「札幌出入国在留管理局千歳苫小牧出張所苫小牧

分室」で再交付の手続きをしてください。苫小牧警察署や近くの交番に行って「紛失届」

を出してください。パスポートや学生証と同じように自分の身分を証明する大切なものな

ので失くさないよう十分に気をつけてください。 

※「在留カード」を紛失した場合、旅券（パスポート）を持ち歩くようにしてください。 

 

（４）休学をする場合の在留資格について 

 「留学」の在留資格は日本で勉強するために与えられています。もし、休学するとなれば

「留学」の条件を満たさないため、たとえ在留期間が残っていたとしても、在留カードを 
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返却して帰国するか、在留資格を変更する必要があります。長期間、病気療養が必要で通学 

ができないなど、正当な理由がある場合は日本に滞在することは可能ですが、その場合は医 

師の診断書や証明書が必要になります。経済的理由での休学は正当な理由にはなりません。 

正当な理由で日本に滞在できると判断された場合、資格外活動が許可されていても、アル

バイトをすることはできません。 

 休学を希望する場合は、事務室窓口に休学願の提出をしてください。（P.11「４各種手続

き」参照） 

 

（５）復学をする場合の在留資格について 

 復学願を事務室に提出しなければなりません。（P.11「４各種手続き」参照）復学が認め

られれば改めて、在留資格認定証明書を出入国在留管理庁に提出することになります。在留

資格認定証明書は大学で作成して、出入国在留管理庁に提出しますが、書類審査に１～２か

月かかるため、なるべく早く留学生担当に連絡をしてください。 

 

復学時期 4 月から 9 月から 

連絡時期のめやす 1２月まで 6 月まで 

 

在留資格認定証明書作成に必要な書類 

 １．在留資格認定証明書発行願（学内様式） 

 ２．経費支弁書（学内様式） 

 ３．経費支弁者の銀行残高証明書 

 ４．預金通帳の写し（12 か月分） 

 ５．理由書（学内様式） 

 ６．パスポート 

 ７．写真 

 ８．結核非発病証明書（フィリピン、ネパール、ベトナム国籍の場合） 

 

 出入国在留管理庁から認定証明書が届いたら、復学証明書と一緒に送りますので日本大使

館または総領事館などで入国査証を取得し、新学期に間に合うよう入国をしてください。 

  

札幌出入国在留管理局千歳苫小牧出張所 苫小牧分室 

〒053-0004 

苫小牧市港町 1-6-15 苫小牧港湾合同庁舎 2 階  

TEL 0144-32-9012 
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２ 大学生活について 

＜注意事項＞ 

 本学では、留学生の皆さんへ伝えたい情報は Teams の留学生チームや全学生と教職員チ

ームに投稿、また個人チャットで連絡しますので、１日に１回は必ず確認をしてください。

確認をしないことによる不利益に対して大学は責任を持ちません。その他にも WeChat や

LINE などの場合もあります。WeChat や LINE で連絡を取る場合は Teams や電話がつなが

らない場合です。ですので、教職員の WeChat や LINE のアカウントを知っているからとい

って 18 時以降の緊急ではない内容は送信しないでください。何か質問や聞きたいことがあ

る場合は平日 9：00～18：00 に電話や Teams のチャットやメールで連絡をしてください。

緊急の場合のみ休日や 18：00 以降の対応をします。 

 

（１）留学生支援について 

 留学生のみなさんが日本で安心して学業に集中できるよう経済的負担を減らすために北洋

大学では留学生のみなさんの授業料を 25％減免しています。ただし、学業成績が悪い場合

や留年した場合は減免の対象者から除外されます。１年に１回、春入学生は３月、秋入学生

は９月に送付する授業料の振込用紙と一緒に、学費減免の成績判定結果を送りますので必ず

確認をしてください。一度、減免対象外となると卒業するまで対象外です。 

 

2025 年度以降の入学生（2025A～） 

前年の年間 GPA が 2.00 未満かつ年間修得単位が 22 単位未満の場合、警告があります。 

次学期の学期 GPA が 1.99 以下かつ学期修得単位が 10 単位以下の場合は、その翌学期より

学費減免を停止します。ただし、修得単位に関しては、３年次終了時に合計修得単位が 88

単位に達していれば警告対象外とします。 

 

2022 年度以降の入学生（2021A～） 

前年の年間 GPA が 1.50 未満かつ年間修得単位が 22 単位未満の場合、警告があります。 

次学期に、学期 GPA が 1.50 以上かつ学期修得単位が 11 単位以上に達しなければ、その翌

学期より学費減免を停止されます。ただし、修得単位に関しては、3 年次終了時に合計修得

単位が 88 単位に達していれば警告対象外とします。 

 

2021 年度入学生（～A23） 

前年の年間 GPA が 1.00 未満かつ年間修得単位が 16 単位未満の場合、警告があります。 

次学期に、学期 GPA が 1.00 以上かつ学期修得単位が 8 単位以上に達しなければ、その翌学

期より学費減免を停止されます。ただし、修得単位に関しては、3 年次終了時に合計修得単

位が 88 単位に達していれば警告対象外とします。 
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②その他の奨学金について 

大学を通じて行っている奨学金については、募集期間前にそれぞれ告知します。個人的に

申し込む奨学金については、各自でインターネット等を利用して調べてください。もし、対

象となる奨学金制度を見つけた場合は、推薦書など必要な書類を準備しますので、事務室国

際交流担当に連絡してください。 

奨学金は申請後、様々な厳しい審査があるため、必ず申請者全員に支給されるとは限りま 

せん。また、支給されても途中で学業がおろそかになったり、経済状況など嘘の申請をして

いた場合は、支給が取り消されることがあります。大学推薦の奨学金の申請については、奨

学金申請ハンドブックを参考にしてください。 

 

（２）学費納入について 

学費の前期分は３月上旬頃、後期分は９月上旬頃に大学より納付書が送付されます。銀 

行振込または WeChatPay により納入してください。大学窓口で現金での納入の取扱いは

していません。 

①納入金額について 

 本学からの案内に記載している金額を支払ってください。不足や過入金のないように気を

付けてください。 

②納入期限について 

 学費納入を怠ると定期試験が受けられず、また、除籍処分の対象となりますので納入期限

は必ず守ってください。 

③学費延納について 

 正当な理由があり、納入期限内に学費を納めることができない場合は､本学所定の延納願

いを必ず事務窓口まで提出してください。（申請期限は P.11「４各種手続き」参照） 

 

（３）国民健康保険（国保）及び国民年金について 

①国民健康保険 

・「留学」の在留資格を持っている人が利用できる医療費補助です。 

・日本に１年以上在留する留学生は、国民健康保険に加入して保険料を支払わなければな

りません。加入することにより病気や怪我で治療を受けた場合の医療費は、国保負担

70％、患者負担 30％となります。 

 ・加入については、苫小牧市役所の保健福祉部国民健康保険課へ加入用紙を提出してくだ

さい。国民年金保険料は去年の収入額で決まります。日本で収入がない留学生の場合の

国民健康保険料は、１年間で約 20,000円程度です。アルバイトの年収が 980,000 円（所

得税などが控除される前の金額）を超えると保険料が高くなるのでご注意ください。 

※休学する場合で母国に帰る留学生は、住所をそのままにして置くと国民健康保険料の請求

がきますので、住所の変更手続きを行ってください。 

※病院へ行くときは、必ず「国民健康保険資格者確認書」もしくは「マイナンバーカード」
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を持って行ってください。持って行かない場合の医療費は 100％負担することになりま

す。 

 

②国民年金 

  国民年金とは、日本の国民年金法で定められている公的な年金制度で年を取って仕事を

辞めた後にお金をもらうことのできる老齢年金、病気や事故で体に障害が残った時にお

金をもらうことができる障害年金のことを言います。日本に住んでいる 20 歳以上であ

れば加入することが義務付けられています。ただし、学生の場合「学生納付特例制度」

があり、在学中は保険料を納めなくても保険加入期間として認められます。「学生納付

特例制度」については、学期初めのオリエンテーションで手続きの説明をしますので必

ず出席をしてください。 

 

（４）個人賠償責任保険について 

 この保険は、日常生活において他者に迷惑をかけた時に使える保険です。例えば、自転車

で通行人と接触してケガを負わせたとき、スーパーに陳列されている瓶を割ってしまった

とき、アルバイト先で弁償しなければならないことが起きたときなどの内容で使える保険

です。加入することを勧めます。 

 

（５）自転車通学について 

 北海道の冬は雪が降って道路が凍結します。自転車通学は非常に危険ですので、なるべく

乗らないでください。改正道路交通法が施行され、自転車運転者を対象に交通反則通告制

度が導入されます。自転車の交通違反は、交通事故の原因となるような悪質・危険な行為

が取り締まりの対象となります。 

＜主な交通反則とその罰金（全 113 項目）＞ 

携帯電話を使用しながら運転 12,000 円 

遮断踏切立入り 7,000 円 

信号無視 6,000 円 

逆走・歩道通行などの通行区分違反 6,000 円 

一時不停止 5,000 円 

ヘッドホン・イヤホンを使用しながら運転 5,000 円 

傘さし運転 5,000 円 

2 人乗り運転並んで走行 3,000 円 

 

（６）自動車通学について 

 自動車やバイクで通学を希望する学生はオリエンテーション期間に行われる「交通安全講

習会」に出席し、「自動車・バイク通学届出書」を提出してください。届出書は毎年提出す

る必要があります。また、年度途中に新しい車を買った場合はもう一度申請してください。 
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【申請方法】 

「自動車・バイク通学届出書」の他に下記の書類が必要になります。 

・運転免許証のコピー 

・車険証のコピー 

・自賠責保険のコピー 

・任意保険のコピー 

※任意保険に加入していない留学生が追突事故を起こし、被害者に高額な賠償請求をさ 

れた事例があります。 

 

（７）交通機関について 

①ＪＲ北海道（電車） 

 北海道内を運行する鉄道です。IC カードや切符を買って 

乗ることができます。 

 
（英語・中国語・韓国語） 

 

 

②道南バス 

 苫小牧市内を走るバスです。バスの番号（路線番号）によって行き先が違います。時刻

表は平日と土曜・日曜・祝日で違います。同じ名前の停留所でもバス停の場所が違う場

合がありますので気を付けてください。 

・後ろのドアから乗り、整理券を取ります。 

 ・降りる停留所の名前がアナウンスされたら降車ボタンを押してください。 

 ・降り口は前のドアです。バスが止まってから降り口に進んでください。 

 ・バスの前方に運賃表示機があります。自分の持っている整理券と同じ番号を見て運賃を

確認してください。 

 ・支払方法は現金、バスカード、キャッシュレス決済です。現金で支払う時は現金投入口

に、お金を入れてください。 

・キャッシュレス決済で支払う時は乗務員に伝えてください。 

 

 

 

キャッシュレス決済利用方法 

 １）車内の QR コードをアプリで読み取ってください。この時 QR コードを読み取った後 

すぐにはアプリを操作しないでください。必ず運転手のすぐ隣まで行って、アプリを 

操作してください。 

PayPay、auPAY 

WeChatPay 

 

ICカードが使える市内の駅 

苫小牧駅、沼ノ端駅 

植苗駅 
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２）運転手の隣で、アプリを操作してください。操作の手順は、バスの一番前にある運賃

表示器と整理券の番号から乗車区間の運賃を確認した後、金額を入力してください。 

３）整理券を運賃箱に入れて、アプリの「支払う」ボタンを押し、運転手に決済画面を見 

せてください。 

 
（英語・中国語・韓国語） 

 

 

バスの乗り方動画 

日本語 

バスの乗り方 

 

バスの乗車マナー 

 

英語 

バスの乗り方 

 

バスの乗車マナー 

 

中国語 

バスの乗り方 

 

バスの乗車マナー 

 

インドネシア語 

バスの乗り方 

 

バスの乗車マナー 

 

 

（８）住所変更・保証人変更について 

 住所を変更した場合は、「苫小牧市役所」または「のぞみコミュニケーションセンター」

に転居届を提出してください。同時に郵便局に転居届を提出して、新しい住所に郵便物を

転送してもらう手続きもしてください。WSDB システムの「学生基本情報」を変更して大

学に新しい住所を報告してください。（P.11「４各種手続き」参照。） 

 

（９）キャンパスでの注意点 

キャンパスやその周辺では次の事項について注意してください。 

①キャンパス内やバス停留所内、前の道路・歩道などは禁煙地域になっています。喫煙をし 

ないでください。 

②教室などでごみをそのまま放置しないでください。必ず、指定のごみ箱に捨ててください。 

③授業の妨げになるので、教室や廊下では静かに歩いてください。 
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３ アパート生活について 

 日本での生活は、皆さんの国と生活習慣が違ったり、文化摩擦が生じたりして､戸惑うこ

とも多いと思いますが、アパートの生活には､それぞれルールがありますので､それを良く

理解して、回りの人たちと気持ち良くお付き合いをするようにしてください。場所によっ

ては町内会費（月 100 円～300 円）を徴収しているところがありますので、きちんと支払

ってください。 

 

（１）アパートに住むときの注意事項について 

言葉の問題や生活習慣の違いで問題が起きることが多いので、家主さんが外国人に部屋を

貸したがらない傾向があります。よい関係を保つためには次のことに気をつけてください。 

①靴を履いて部屋の中に入らないでください。日本では玄関で靴を脱いで生活をします。靴

を履いたまま生活をするとフローリングに傷が入り弁償となることがあります。 

②料理をして熱くなった鍋やフライパンを床に置いてはいけません。床が焦げてしまい弁償

対象になります。 

③自分の部屋の外に物を置かないでください。 

④ゴミを捨てる時など短い時間であっても、部屋の外に出るときは服を着ましょう。 

⑤管理会社に無断で部屋の改造をしないでください。 

⑥入居後、無断で家族や友人と同居、他人への又貸しはできません。契約違反になります。 

⑦昼夜かまわず大声で騒いだり、テレビ・ラジオ・音楽の音を大きくして隣近所の人に迷惑 

をかけないでください。 

⑧引っ越す時は部屋を借りたときと同じ状態にして退去しなければなりません。ひどく汚れ 

ている場合や賃貸借契約により、清掃料を請求される場合もあります。 

⑨水道料金は苫小牧市から２ヶ月に一度請求されます。冬期間は気温が低くなるので、水道 

の凍結には十分気をつけてください。凍結や水道管が破裂した時の代金は全て自己負担と 

なります。 

⑩燃えやすいものを火の近くに置かないでください。（ストーブの近くに衣類をかけるなど） 

出かける時は、ガス調理器、ろうそくや線香などの火がきちんと消えたことを確認してか 

ら家を出るようにしてください。 

 

＜要注意＞ 

※ 冬期間に帰国・旅行等をする場合、必ず「水落とし」をしてください。 

※ 冬期の北海道はとても寒いので 24 時間ストーブを ON にしてください。 

（出かける時や寝る時も）ストーブを ON にしないと、水道管が凍って莫大な金額を弁

償することになります。 

※ 通学の途中など他人の敷地内に立ち入らないでください。警察に通報されることがあり

ます。 
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（２）ゴミの捨て方について 

苫小牧市では､家庭から出る全てのゴミを、決められた場所に置き､ゴミ収集車がゴミを集

めて回る方式を取っています。ゴミは燃やせるゴミ・燃やせないゴミ・資源ゴミに分けて

指定の袋を使い出します。ゴミ袋には処分の仕方が書いてあるので、参考にしてください。 

苫小牧市では、大幅なゴミ減量の達成のために、家庭ゴミ有料制が導入されています。ス

ーパーやコンビニなどで購入することが可能です。 

 

 
 

苫小牧市のゴミ分別検索表はこちら 

 
 

 

ゴミは指定された曜日の朝８時 45 分までに家の近くのゴミステーションに出してください。 

指定された曜日以外に出すと収集されなく、動物や鳥に荒らされる可能性がありますので、

絶対にしないでください。住んでいる地域によってゴミの収集日が違いますので、自分の住

んでいる地域のゴミ収集カレンダーを確認してください。 

燃やせるゴミ 週２回 
苫小牧市 

指定ゴミ袋 

生ゴミ、紙くず、衣類、生理用品 

段ボール など 

プラスチック 

ビニールゴミ 
週１回 半透明の袋 

食品トレイ、ビニール袋 

カップ麺のカップ など 

燃やせないゴミ 月１回 
苫小牧市 

指定ゴミ袋 

金属、食器、ゴム、革製品 など 

割れた物を入れる時は、袋に「危険」と

書くこと 

資源ゴミ 月２回 
半透明か透明 

のゴミ袋 

空き缶、空きビン、ペットボトル 

紙パック 

それぞれ違う袋に入れること 
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大型ゴミ  
大型ゴミ処理 

手数料シール 

ベッド、ふとん など 

「大型ゴミ・せん定枝収集センター」に

連絡をして、収集日の相談をする。 

収集日が決まったらスーパーやコンビニ

で「大型ゴミ処理手数料シール」を買っ

て大型ゴミに貼って、指定日に出す。 

 

※冷蔵庫やテレビなどの電化製品は家電リサイクル法に従い、電気店などで料金を支払って

処分してもらいます。 

※プラスチックゴミ、資源ゴミはスーパーなどで回収している場合があります。 

 

ゴミの分別がわからない場合はアプリが便利です。 

 

iPhone・iOS 対応端末 

 

 

Android 端末 

 

 

 

 

４ 施設利用について 

（１）銀行口座開設について 

在留カードを受領後、６か月を過ぎると銀行口座を開設することができます。銀行に行 

って所定の申込用紙に記入して提出するか、インターネットでの手続きをしてください。 

銀行によって手続に必要なものが違いますので事前に確認をしておいてください。 

ゆうちょ銀行は６か月を待たなくても口座を開設することができます。郵便局の貯金の 

 窓口かインターネットで手続することができます。スマートフォンアプリからの申込は英

語、中国語、ベトナム語に対応しています。 

（２）携帯電話について 

  新しく携帯電話を契約する場合は、電器店または各携帯電話会社のお店で手続きをしま

す。携帯電話は毎月の料金プランによって通話料が変わってきます。また、SIM カードを

購入することも可能です。手続きには在留カード、パスポート、銀行通帳またはクレジッ

トカードが必要です。 

新規に契約した場合また携帯番号を変更した場合は、事務室に知らせるか WSDB の学

生情報入力の連絡先情報登録：本人を更新してください。 
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（３）宅配便について 

荷物を業者がトラックを使って輸送するシステムです。集荷申し込みを電話やインター

ネットで申し込むと荷物を取りに来てくれます。近くのコンビニエンスストアからでも発

送でき、受け取ることもできます。 

 

（４）FAX・コピーサービスについて  

  コンビニエンスストア等にあるマルチコピー機では、FAX、コピー、プリントアウト、

スキャン、ネットプリントなど多機能端末です。硬貨を入れて使用します。本学の事務室

前および図書館にはコピー機を設置しています。 

 

（５）公衆浴場（銭湯や温泉）の利用方法について 

・利用料金のほかにバスタオル、フェイスタオル、石鹸、シャンプー等を持参してくださ

い。 

・利用料金以外の現金や貴重品はできる限り持って行かないようにしてください。 

・浴槽の中に入る場合、湯が汚れないように､まず体を洗ってから入ってください。 

・シャワーの水や石鹸の泡が隣の人に飛ばないように気をつけてください。 

・浴槽の中で体を洗わないでください。浴槽の中にタオルを入れることはマナー違反です。 

・浴槽の中で騒ぐと周りの人の迷惑となりますので､静かに入るようにしてください。泳

ぐことは禁止です。 

 

（６）警察署について 

大切なもの（パスポートや在留カード、財布など）をなくした、交通事故にあった、事

件に巻き込まれた時は警察署に連絡をします。落ち着いて 110 番に電話をかけてください。

交通事故でけがをしたときは 119 番に電話をかけてください。救急車が来て病院に連れて

行ってくれます。 

 

（７）消防署について 

火事が起きたときはまず、大きな声で「火事だ！」と叫び、近所の人に知らせてくださ

い。そのあとすぐに 119 番に電話をかけてください。消防車がかけつけて、消火活動をし

てくれます。けがや病気で動くことができない場合も 119 番に電話をかけると救急車を呼

ぶことができ、病院に連れて行ってくれます。救急車はあくまで急病ですぐに処置が必要

な人のためのものです。骨折などで動くことができなくても、命に別状がなく急がない場

合は交通機関やタクシーを使って、家から近くて通院しやすい病院に行くようにしましょ

う。 

 

（８）病院について 

  病気になったときは、「国民健康保険資格者確認書」か「マイナンバーカード」を持っ

て病院へ行きます。「国民健康保険資格者確認書」か「マイナンバーカード」が確認でき
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ると、病院の窓口で支払う医療費が 30％で済み安くなりますが、持って行かない場合は

100％負担することになります。総合病院は紹介状がなければ受診できません。もしもの

場合のために日頃から住んでいる家の近くの病院を探しておきましょう。 

熱・頭痛・腹痛・風邪 内科 

目 眼科 

皮膚 皮膚科 

耳・鼻・のど 耳鼻科・耳鼻咽喉科 

歯 歯科 

骨・関節・筋肉 整形外科 

 

（９）苫小牧市夜間・休日急病センターについて 

  夜や休みの日にとても体調が悪い場合には夜間・休日急病センターに行くことになりま

す。応急的な処置を目的としており、病気の診断を目的としていません。不用・不急の受

診はしないでください。 

 

 

５ 防災・災害について 

 日本では地震・津波・台風・火山の噴火が起こることがあるため、日頃からの災害になっ

たときの準備が大切です。 

（１）地震 

 地面が大きく揺れることです。日本ではよく地震が起きます。揺れを感じたら、机の下な 

どに隠れて、落下物から体を守ってください。揺れがおさまったら、ガスやストーブの火

を消して、出口を確認してください。 

（２）津波 

 大きな地震の後に起きる高い波のことです。一度だけでなく何回も来ることがあり、小さ

な波でもとてもスピードが速いので危険です。津波のときは絶対に海や川に近づかないで

ください。 

（３）台風 

 夏から秋にかけて多く発生します。大雨や強風で道路に水がたまったり、川の水があふれ

たり、山が崩れたり木が倒れます。台風の場合は家の中が安全なので、外出はしないでく

ださい。 

（４）火山の噴火 

 山が爆発して石や岩が飛んできます。また、熱い灰が遠くまで飛んでいきます。大学の近

くには樽前山という火山があるので、注意が必要です。 

 

家や建物が壊れた、近所で火事が起きた、苫小牧市に津波警報が発令されて避難指示が

出た場合には、すぐに逃げる準備をしてください。家の近所の避難所を確認し、在留カード
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やパスポートなど、大切なものを持って行きましょう。 

避難場所 

 
 

避難所 

 
 

津波避難所 

 
 

津波避難ビル 

 

公園や運動場など 

広い場所です。 

家で生活できない時に 

行く場所です。 
津波から逃げるところです。 

 

 

家の近くの避難所を調べておきましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの生活ガイドブック 

（苫小牧市発行） 

 
日本語 ver やさしい日本語 ver 英語 ver 中国語 ver 

ベトナム語 ver インドネシア語 ver があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧市 Web 防災マップ 
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６ 卒業後の手続きについて 

 日本での滞在を終えて帰国する前や、苫小牧市外へ引っ越す前に次の事を整理してくださ

い。 

 

（１）アパートの退去手続きについて 

 ①退去１ヶ月前に、アパート管理会社または家主さんに退去日を連絡してください。 

 ②家の引渡し日を決め、家主さんに立ち会ってもらい部屋の点検をしてもらいます。その

とき、家のカギを返却します。場合によっては、修理費、掃除代などの経費がかかるこ

とがあります。 

 ③下水道（苫小牧市水道部）・ガス会社・電気会社等にも退去日を前もって連絡し、料金

の精算をしてください。 

 

（２）住民票について 

苫小牧市役所に転出届を提出してください。（市外に引っ越す場合、帰国する場合どちら 

も必要） 

 

（３）国民健康保険証について 

苫小牧市役所国民健康保険窓口に返却するとともに保険料の精算をしてください。 

 

（４）郵便局への移転届について 

 国内に引越しをする場合は郵便局で移転届を出してください。１年間、新住所に郵便物を 

転送してくれます。 

 

（５）出入国在留管理局について 

①帰国する･･･入管に「離脱届」を提出してください。 

②国内で就職する･･･入管に「就労」が可能な在留資格に変更申請をしてください。 

③卒業後就職活動を継続する･･･入管に「特定活動」の在留資格変更申請をしてください。 

④進学先が決定している…進学先の学校の担当者に聞いて手続きをしてください。 

 

（６）中国人留学生について 

卒業したあと帰国して就職する場合、中国教育部日本学歴認証手続きを行う必要があり

ます。個人のアカウントでログインする必要があるため、各自で行っていただきます。必

要な書類や申請の流れなどについて中国教育部学歴学位認証サイトをご確認ください。 

（７）卒業する場合の在留資格について 

「留学」の在留資格は在学期間中のみ有効です。卒業したあとは、在留期間が残ってい

ても、「留学」の在留資格は失効するので原則的に帰国することになります。 
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①帰国準備のための在留期間更新・在留資格変更 

帰国予定日の直前に在留資格「留学」の在留期間が満了する場合は、在留期間更新手続

きを行ってください。帰国のための準備などで、日本にしばらく滞在し続けたい場合は、

直ちに「留学」から「短期滞在」等、適切な在留資格に変更してください。在留資格

「留学」のまま滞在することは違法です。 

 

学生が準備するもの 大学が作成するもの 

① 写真１枚（３ヶ月以内に撮影したもの） 

② パスポート 

③ 在留カード 

④ 卒業証明書もしくは卒業見込証明書 

① 在留期間更新許可申請書 

② 資格外活動申請書（希望者） 

③ 在留カード漢字氏名表記申請書 

④ 提出書類一覧表 

＜注意事項＞ 

帰国準備のために「短期滞在」へ在留資格を変更する場合は、中長期在留者から除外され、

市役所等から受けている給付（国民健康保険）などが受けられなくなることがありますので、

事前に市役所に確認してください。在留期限が卒業予定日を超えているなど、出国準備期間

に対応する期間を有している場合は、原則出国準備等を目的とする「短期滞在」への在留資

格変更許可は行えません。また、「短期滞在」に変更すると、以後その他の在留資格に変更

することができませんので注意してください。 

 

②日本で就職する場合（就労可能な在留資格への変更） 

在留資格「留学」では就労が認められていないため、日本の企業等に就職する時には現

在の「留学」の在留資格から「技術・人文知識・国際業務」等就労可能な在留資格に変更

することが必要になります。東京出入国在留管理局では前年の 12 月から就労可能な在留

資格への変更申請を受け付けています。通常、在留資格の変更等の審査には 1 ヵ月から 2

ヵ月程度かかります。 就労を開始するまでに在留資格を変更できるよう手続きについて事

前に就職内定先企業に確認してください。 

また、卒業後から入社までに期間のある場合は、勤務開始までの間、入管からの許可が

得られた場合には、「特定活動（就職内定者）」の在留資格に変更することができます。就

職予定企業からの説明書類（入社までの研修スケジュールなど）が必要となりますので、

事前に就職内定先企業に相談するようにしてください。 

  

③卒業後就職活動を継続する場合 

卒業後に、在留資格「留学」のままでは、就職活動を継続することはできません。（卒

業後に在留期間が残っていても、卒業時点で在留資格は無効となります。）卒業後、引き

続き就職活動を希望する場合は在留資格「特定活動」への資格変更（更に 1 回の在留期間

更新）により、大学卒業後最長 1 年間の滞在が可能です（別科生、科目等履修生、研究生、

特別短期留学生等は適用されません）。 
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在留資格を「特定活動」に変更するには、大学からの推薦状が必要です。推薦状作成に

あたっては面接を行います。面接を受けるための手続きは国際交流担当に問い合わせてく

ださい。 

 

学生が準備するもの 大学が作成するもの 

① 写真１枚（３ヶ月以内に撮影したもの） 

② パスポート 

③ 在留カード 

④ 卒業証明書もしくは卒業見込証明書 

⑤ 就職活動を行っていることを明らかにす

る資料（応募企業との連絡状況をまとめ

たリスト等） 

⑧ 現在のアルバイト先との雇用契約書のコ

ピー（資格外活動許可を要する場合） 

① 在留資格変更許可申請書 

② 資格外活動申請書（希望者） 

③ 在留カード漢字氏名表記申請書 

④ 継続就職活動についての推薦状 

 

申請人以外の方が経費支弁をする場合には、その方の支弁能力証明する文書および、その方

が支弁するに至った経緯を明らかにする文書を提出が求められる場合があります。 

・申請書の在留中の一切の経緯の支弁能力を証する文書 

（預金通帳の名前と残高がわかるページのコピー、説明書等） 

 

 

（在留資格｢留学｣）所属機関に関する届出 

学校等から離脱（卒業など）したとき、新たな学校等へ移籍（入学など）したとき等には

変更から 14 日以内に出入国在留管理局に届出を行ってください。 

※なお、北洋大学（留学生受け入れ教育機関として）からも留学生の状況を出入国在留管理

局に報告（義務）しており、留学生自身の届出情報との照合が行われます。 
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７ 緊急連絡先一覧について 

北洋大学 

国際交流担当 

事故・怪我・病気等、問題が生

じた場合 

月～金曜日 9：00～18：00 

0144-61-3111 

 

苫小牧市役所 月～金曜日 8：45～17：15 0144-32-6111 

警察署 交通事故や犯罪などの緊急通報 110 

消防署 火事・救急車 119 

地方入国管理局及び出張所 （札幌） 

札幌市中央区大通西 12 丁目 

札幌第３合同庁舎内 

011-261-7502 

（苫小牧出張所） 

苫小牧市港町 1-6-15 

0144-32-9012 

在札幌中華人民共和国総領事

館 

札幌市中央区南 13 条西 23 丁目 011-563-5563 

在札幌大韓民国総領事館 札幌市中央区北 2 条西 12 丁目 011-218-0288 

在小樽スリランカ民主社会主

義共和国名誉領事館 

小樽市稲穂 3-5-14  

株式会社小樽グリーンホテル内 

0134-33-6102 

ネパール大使館 東京都目黒区下目黒 6-20-28 

福川ハウス B 

03-3713-6241 

バングラデシュ人民共和国大

使館 

東京都千代田区紀尾井町 3-29 03-3234-5801 

在札幌ベトナム社会主義共和

国名誉領事館 

札幌市中央区南 8 条西 15-2-1 

道路工業株式会社内 

011-596-9921 

ミャンマー連邦共和国大使館 東京都品川区北品川 4-8-26 03-3441-9291 

王子総合病院（英語可能） 苫小牧市若草町 3-4-8 0144-32-8111 

苫小牧市立病院（英語可能） 苫小牧市清水町 1-5-20 0144-33-3131 

苫小牧澄川病院 苫小牧市澄川町 7-9-18 0144-67-3111 
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第３部 

履修の手引き 
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１ 履修をはじめるにあたって 

１．長期計画をたてること 

学生生活は短い。しかし人生の中で極めて重要な位置にあります。それは「教えられる」

勉強の総仕上げであると同時に、社会に出てからのもっと長い人生にそなえて「自ら学ぶ」

能力を身につけるための時間となります。卒業後は遅かれ早かれ「教える」「伝える」立場

に立つことになります。親として子の教育者になることもあるでしょう。 

国際化、情報化が進展し、ますます流動化するこれからの社会では、自ら考え、判断し、

行動できる人間が求められるようになります。そうした時代や社会のニーズに応えられるよ

う、大学４年間の履修計画を「しっかり」たててください。また、学問は専門領域の境界を

越えて学際的になってきています。幅広く学んでください。 

大学生活は、まず自分だけの時間割を作ることからはじまります。自分のルールは自分で

作らなければなりません。「自己管理」がとても重要です。何年次に何を選択し、何単位履

修するのか、自分で計画設計しなければなりません。「与えられる」科目を学ぶのではなく、

自分が「求める」科目を学んでください。単に就職に有利になるというような観点からだけ

ではなく、これからの長い人生で何が必要になるのかをよく考え，いろいろな人と相談して

決めてください。 

 

２．系統的に科目を履修すること 

卒業単位は「卒業所要単位表」（P51）に沿って履修することになります。「広域選択」は

すべての科目が学位認定の対象となります。この領域を活用して自分が何を重点的に学びた

いかを考え履修することができます。基礎的な科目でも、専門科目でも、自分の問題意識に

合わせて学修してください。 

科目によって履修年次が指定されている場合があります。また、学期ごとの履修単位の制

限や、資格取得によっても履修単位がそれぞれ異なってきます。この履修の手引きやオリエ

ンテーション時の配付資料、各科目のシラバス（※）をよく読んで、間違えないように注意

して「あっという間」の学生生活を有効に活用されることを期待しています。 

学生のみなさんと教職員の距離がとても近いことが、本学の最大の特色であるといえます。

ゼミナールの先生方とは特に十分に話し合って、目的意識を早い段階で確立し、それに沿っ

て系統的に学修することが大学生活を充実させるための最大のカギとなります。 

 

※シラバスとは… 

・授業の目的、内容、評価方法、スケジュールなどを詳細にまとめた「授業計画書」 のこと

です。学生はこれを参考に履修科目を決定し、教員はこれに基づいて授業を進めます。 

・シラバスは、履修登録時だけでなく、授業期間中も常に確認することが推奨されます。学

習到達目標や成績判定基準を理解し、必要に応じて担当教員への質問や相談に活用しまし

ょう。 
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シラバスのチェックポイント 

チェックする箇所 内容 

✓  カテゴリ・科目区分 科目の「カテゴリ」や「区分」が確認できる 

✓  対象学年 受講可能な学年が確認できる 

✓  履修要件 「必修」「選択必修」「選択」の区分が確認できる 

✓  卒業単位に含まない 卒業単位に含まれない科目もあるため注意する 

✓  履修者数 履修登録をしている学生者数が確認できる 

✓  担当教員 授業の担当教員が確認できる 

✓  到達目標 授業の目的や目標が確認できる 

✓  テキスト 授業に必要な教科書や参考書が確認できる 

✓  講義内容 授業の概要が確認できる 

✓  受講登録以前に準備すること 授業が始まる前に必要なことが確認できる 

✓  取得可能な資格 授業を受けることで取得可能な資格が確認できる 

✓  授業の方法 授業の進め方や学生に求められる受講姿勢などが確認できる 

✓  授業計画 第１回から第 15 回目までの授業概要が確認できる 

✓  成績評価の方法 単位認定に直結する成績の評価内容が確認できる 

 

シラバスは、学生が自分の興味や学習目標に合った授業を選ぶためのとても大切な情報源

となります。シラバスに記載された内容は、教員が授業を実施する上での約束であり、学生

もそれに従って受講する「契約書」のような位置づけです。学生と教員双方にとって重要な

役割を担っています。 
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２ 単位制度と単位の認定 

（１）単位制度 

大学での学習はすべて単位制になっています。単位制とは、授業科目を履修し、学修状

況・出席状況および所定の試験またはレポート等による成績評価の結果、合格することによ

り、授業科目ごとに定められている単位を修得していく制度です。そして、定められた期間

に所定の単位数を修得することによって卒業できることになります。 

 

（２）授業科目の単位数 

単位とは学修の量を数字で表したものです。現在、本学では、講義科目は 2 単位あたり 30

時間の授業時間が設定されています。法令（大学設置基準第 21 条）では「２単位あたり 90

時間の学修時間」が必要となることから、１科目につき 60 時間の予習・復習が必要となり

ます。 

 

（３）単位の認定 

授業科目ごとに定められた所定の単位を修得するためには、次の要件を満たさなければな

りません。 

①単位の認定を受けようとする科目について、履修登録・確認を行うこと。 

②履修科目の授業に 3 分の１以上欠席した者は、受験資格を失うことがあるので、必要な学

修時間を確保すること。 

③履修科目の試験を受け、合格（60 点以上）すること。 

 

（４）進級 

単位修得状況とは関係なく、入学年度を基準にして在学年数によって 4 年次まで進級でき

ます。在学年数が４年次以上であっても、卒業に必要な単位数を修得していなければ 4 年次

生を継続することになります。ただし、7 年間を超えて在籍することはできません。 
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３ 卒業に必要な単位数 

（１）卒業に必要な単位数 

国際文化学部を卒業し学位を得るために必要な最低限の単位数は、下記の表のとおりです。 

修得した科目名及び単位数はすべて成績表に記載されます。 

＜卒業所要単位表＞ 

令和８年度以降入学生適用（2026Axxx～） 

 
 

令和３年度以降入学生適用（2021Axxx～） 

 

必修 選択必修 選択 広域選択

入門 4

文化 4

社会 6

言語 6

情報 2

健康・科学 4

国際経営（基礎） 8

国際コミュニケーション（基礎） 8

国際観光（基礎） 8

12

2

4

16 64 34 10小　　計

合　　計 124

区分

一

般

教

育

科

目

4

10
共

通

科

目

18

演習科目

実習科目

専門科目（応用）
所属コースから

12
12

必修 選択必修 選択 広域選択

入門 4

人間 4

社会 4

科学 2

情報 4

健康 2

キャリア・情報 14

文化・社会 14

16

2 4

20 70 24 10小　　計

合　　計 124

言語文化

専

門

科

目

所属コースから

24

14

区分

一

般

教

育

科

目

6

10

演習科目

実習科目
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令和２年度以前入学生適用（～A23xxx） 

 

 

【必修・選択必修・選択の区分】 

必 修 科 目：卒業するためには、必ずその単位を修得しなければならない科目 

選択必修科目：指定された授業科目の中から、決められた数を選択する科目 

選 択 科 目：自由に選択・履修でき、卒業に必要な単位として換算される科目 

 

【広域選択の区分】 

卒業要件単位に示された区分毎の単位数を超えたものは、区分・コースの制約なしに、卒

業に必要な単位数として換算されます。これを広域選択といいます。 

 

（２）卒業及び学位記の授与 

大学に４年以上（７年を超えてはならない）在学し、卒業に必要な単位を修得した者には、

卒業証書・学位記が授与され学士（国際文化学）が与えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択必修 選択 広域選択

入門 6

人間 4

社会 2

科学 2

情報 4

言語 2

健康 2

小計 6 16

異文化教育科目群 14

キャリア教育科目群 8

小計 22

4

2 6

4

10 40 56 18小　　計

合　　計 124

関連科目

4

一

般

教

育

科

目

区分

18

専

門

科

目

42

演習科目

実習科目
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４－１ 履修科目と履修方法（令和 8 年度以降入学生 2026Axxx～） 

 

（１）基本的な履修についての考え方 

2026（令和 8）年度から新しいカリキュラム（コース）による教育課程となります。特徴

は、自分の興味や将来の目標に合わせて学び方を自由に作ることができることです。進路が

まだはっきり決まっていなくても、大学で学びながら自分の「得意分野」や「やりたいこと」

を見つけていける仕組みになっています。 

 

大学での学びは、１年生から４年生まで段階的に進んでいきます。 

 

 
 

 

①  1 年生：大学で学ぶ基礎をつくる 

１年生は、主に一般教育科目を履修します。専門分野に入る前に、大学生として必要な幅

広い知識や考え方を身につけるための授業です。 

例えば、文化、社会、言語、情報、健康、科学などの幅広い分野の基礎科目のほかに、理

想の自分へ成長する力（キャリア形成力）を身に付けるための科目などが用意されています。

基礎レベルの語学科目は、自分の語学レベルに合わせて履修することができます。 

この段階では、特定のコースに決める必要はありません。さまざまな分野に触れながら、

大学で学ぶための基礎力を身に付けていくことが大切です。 

 

 

②  2 年生：興味のある分野を広げる 

２年生になると、一般教育科目に加えて共通科目の履修が始まります。共通科目では、国

際経営に関する科目、国際観光に関する科目、国際交流や語学に関する科目などが用意され、

専門分野の基礎レベルを学びます。複数の分野の授業を幅広く横断的に履修しながら、自分

に合った進路を考えることができます。 
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③  3 年生：コースを選び専門的に学ぶ 

３年生からは、いよいよ専門科目が始まり、次の 3 つのコースのいずれかを選ぶことにな

ります。 

 ・国際経営コース（ビジネス・金融・起業など） 

 ・国際コミュニケーションコース（語学・国際交流など） 

 ・国際観光コース（観光・地域活性化など） 

１・２年生で学んできた内容や自分の興味をもとに、専門分野を選択します。コースをま

たいだ履修（コース横断）も可能です。 

 例えば、【経営＋観光】、【観光＋語学】といった形で学びを広げることもできます。さら

に、ホテルや空港、地元企業などでの学外実習を通して、実践的な学びが深まります。 

 

④  4 年生：卒業研究で学びをまとめる 

４年生は、大学での学びの集大成として卒業研究（卒業論文）に取り組みます。 

３年次で履修した少人数の専門ゼミナールでの研究活動を通して、自分でテーマを設定し、

情報を集め、分析し結論をまとめるという「研究」を論文の形でまとめていきます。 

 
 

進路がまだ決まっていなくても心配はいりません。本学は、学びながら自分の未来を見つ

け、自分で人生を設計していく大学です。 
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必修 選択必修 選択 広域選択

キャリアデザインを学ぶⅠ 2 1 実社会で活躍するためのキャリアデザインを学ぶ

キャリアデザインを学ぶⅡ 2 1 実社会で活躍するためのキャリアデザインを学ぶ

宗教と文化を学ぶ 2 1 多様な文化の中心である宗教を学ぶ

哲学を学ぶ 2 1 哲学の基礎を学ぶ

多文化共生を学ぶ 2 1 多様な価値観の下で共生するための知識を学ぶ

異文化コミュニケーションを学ぶ 2 1 異文化同士の違いを理解する

歴史学を学ぶ 2 1 歴史学の基礎を学ぶ

比較文化を学ぶ 2 1 多文化・グローバル社会における経営を学ぶ

考古学を学ぶ 2 1 考古学の基礎を学ぶ

日本国憲法を学ぶ 2 1 日本国憲法、また法律を学ぶ

政治の知識を学ぶ 2 1 大学生として知っておくべき政治の世界を学ぶ

経済の知識を学ぶ 2 1 経済学の基礎を学ぶ

経営の知識を学ぶ 2 1 経営学の基礎を学ぶ

会計の知識を学ぶ 2 1 会計学の基礎を学ぶ

国際関係と経済を学ぶ 2 1 国際関係と経済の基礎を学ぶ

社会学を学ぶ 2 1 世の中の「なぜ」をみつけ社会の「なぞ」に挑む

ジェンダーを学ぶ 2 1 性別と社会の関わりを学ぶ

言語について学ぶ 2 1 言語学の基礎を学ぶ

音声について学ぶ 2 1 言語における音声について学ぶ

文学について学ぶ 2 1 文学の基礎知識を学ぶ

中国語について学ぶ 2 1 中国語の基礎を学ぶ ○

韓国語について学ぶ 2 1 韓国語の基礎を学ぶ ○

ドイツ語について学ぶ 2 1 ドイツ語の基礎を学ぶ ○

ロシア語について学ぶ 2 1 ロシア語の基礎を学ぶ ○

アイヌ語について学ぶ 2 1 アイヌ語を学ぶ

情報と社会について学ぶ 2 1 情報化社会における基礎を学ぶ

ITソリューションについて学ぶ 2 1 ITを活用した課題解決の方法について学ぶ

情報とメディアについて学ぶ 2 1 新聞からネットへ。メディア環境の変化と課題を学ぶ

健康とスポーツを学ぶ 2 1 スポーツを通して自身の健康について学ぶ

スポーツとキャリアを学ぶ 2 1 キャリアという視点からスポーツを学ぶ

食と健康を学ぶ 2 1 食事と健康の関りについて学ぶ

健康と心理を学ぶ 2 1 心の健康について学ぶ

自然科学を学ぶ 2 1 自然科学の基礎を学ぶ

科学と社会を学ぶ 2 1 科学と社会の関わりについて学ぶ

生物と環境を学ぶ 2 1 生物、環境について学ぶ

現代社会と健康を学ぶ 2 1 現代社会における健康とは何かを学問する

全科目

から

10

情

報
2

健

康

・

科

学

4

4

社

会
6

言

語
6

学外

実習

卒業所要単位

一

般

教

育

科

目

入

門
4

4

文

化

授業科目の名称 単位
開講

学年
科目の説明

母語

制限

ミニシラバス 

ミニシラバスは、WSDB アプリで確認するシラバスを圧縮し、各科目の簡易的な説明や開

講学年、母語制限や学外実習の有無などを表記したものです。履修計画ならびに履修登録の

際に参考にしてください。（資格取得課程の限定科目を除く） 
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必修 選択必修 選択 広域選択

行動経済学 2 2 経済活動における意思決定のプロセスについて学ぶ

経営戦略・管理論 2 2 企業の戦略や組織の管理について学ぶ

ベンチャー起業論 2 2 起業や新規事業の考え方について学ぶ

社会と人間 2 2 インターンシップの前に、恥をかかない基礎知識を学ぶ

地域と産業 2 2 地域社会と産業の関わりについて学ぶ

地方自治論 2 2 地方自治の仕組みや役割について学ぶ

地方行政論 2 2 地方行政の制度や運営について学ぶ

ビジネス日本語Ⅰ 2 2 ビジネス場面で必要な日本語を学ぶ ○

ビジネス日本語Ⅱ 2 2 「ビジネス日本語Ⅰ」の先行履修を推奨 ○

スポーツビジネス論 2 2 産業の視点からスポーツを学ぶ

変化の時代のキャリア形成 2 2 時代と共に変化する社会におけるキャリア形成について学ぶ

言葉と理解Ⅰ 2 1 ○

言葉と理解Ⅱ 2 1 ○

言葉と理解Ⅲ 2 1 ○

言葉と表現Ⅰ 2 1 ○

言葉と表現Ⅱ 2 1 ○

言葉と表現Ⅲ 2 1 ○

プレゼンテーション・スキルⅠ 2 1 ○

プレゼンテーション・スキルⅡ 2 1 ○

プレゼンテーション・スキルⅢ 2 1 ○

対人コミュニケーションⅠ 2 1 ○

対人コミュニケーションⅡ 2 1 ○

対人コミュニケーションⅢ 2 1 ○

Academic Reading I 2 1 ○

Academic Reading II 2 1 ○

Academic Reading III 2 1 ○

Academic WritingⅠ 2 1 ○

Academic WritingⅡ 2 1 ○

Academic WritingⅢ 2 1 ○

Communicative Discussion I 2 1 ○

Communicative Discussion II 2 1 ○

Communicative Discussion III 2 1 ○

Presentation and Public Speaking I 2 1 ○

Presentation and Public Speaking II 2 1 ○

Presentation and Public SpeakingIII 2 1 ○

基礎中国語 2 1 「中国語について学ぶ」の先行履修を推奨 ○

基礎韓国語 2 1 「韓国語について学ぶ」の先行履修を推奨 ○

基礎ドイツ語 2 1 「ドイツ語について学ぶ」の先行履修を推奨 ○

基礎ロシア語 2 1 「ロシア語について学ぶ」の先行履修を推奨 ○

アイヌ口承文芸論 2 1 アイヌにおける口承文芸の特徴や文化的意義について学ぶ

全科目

から

10

学外

実習

卒業所要単位
授業科目の名称 単位

開講

学年
科目の説明

母語

制限

18

英語科目

Ⅰ～Ⅲの段階的履修を推奨

シラバス参照の上、学修レベルを

よく確認すること

共

通

科

目

国

際

経

営

（

基

礎

）

8

国

際

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

（

基

礎

）

日本語科目

Ⅰ～Ⅲの段階的履修となる

シラバス参照の上、学修レベルを

よく確認すること

8
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必修 選択必修 選択 広域選択

観光学入門 2 2 観光コースの基礎科目として、観光を学ぶ

コンテンツツーリズム概論 2 2 アニメ、映画、文学を旅する観光の在り方を学ぶ

地域ミュージアム論 2 2 地域に残る歴史文化について観光学的視点から学ぶ

観光と文化 2 2 観光における地域の文化を学ぶ

アイヌ歴史文化論 2 2 アイヌの歴史と文化を学ぶ

地域の歴史と文化Ⅰ 2 2 世界中の歴史と文化を学ぶ（北海道）

地域の歴史と文化Ⅱ 2 2 世界中の歴史と文化を学ぶ（日本）

地域の歴史と文化Ⅲ 2 2 世界中の歴史と文化を学ぶ（世界）

コミュニケーション論 2 2 人とのコミュニケーションの仕組みについて学ぶ

英語で学ぶ日本 2 2 英語を通して日本の文化や社会について学ぶ

Japanese Culture 2 2 日本文化の特徴や背景について、英語で学ぶ

マーケティング論 2 3 市場や消費者の考え方について学ぶ

 ITソリューション実践論 2 3 ITを活用した課題解決の方法について学ぶ

マネジメント論 2 3 組織や人材の管理について学ぶ

産学官金連携論 2 3 産学官金の連携による地域や産業の発展について学ぶ

金融リテラシー実践論 2 3 生活や仕事に必要な金融知識について学ぶ

国際経営論 2 3 国際的な視点から企業経営について学ぶ

企業戦略研究 2 3 企業の戦略や事例について学ぶ

情報特別講座 4 3 情報分野に関する幅広い知識について学ぶ

言葉と理解Ⅳ 2 3 ○

言葉と表現Ⅳ 2 3 ○

プレゼンテーション・スキルⅣ 2 3 ○

対人コミュニケーションⅣ 2 3 ○

日本語学 2 3 日本語の発展言語学

日本語音声学 2 3 日本語の発展音声学

職場日本語Ⅰ 2 3 職場で使用する日本語を学ぶ（実習は国際観光科目と同時開催） ○

職場日本語Ⅱ 2 3 職場で使用する日本語を学ぶ（実習は国際観光科目と同時開催） ○

Advanced Reading 2 3 ○

Advanced Writing 2 3 ○

Communicative Discussion IV 2 3 ○

Presentation and Public Speaking IV 2 3 ○

English Linguistics 2 3 英語における言語学

English Phonetics 2 3 英語における音声学

Business English Ⅰ 2 3 職場で使用する英語を学ぶ（実習は国際観光科目と同時開催） ○

Business English Ⅱ 2 3 職場で使用する英語を学ぶ（実習は国際観光科目と同時開催） ○

観光の政策学 2 3 日本の観光政策を学ぶ

観光ビジネス論 2 3 ビジネスという観点から観光を学ぶ

観光の交通学 2 3 交通という観点から観光を学ぶ

文化人類学入門 2 3 暮らしから見る社会と地域を学ぶ

グローバル観光論 2 3 国際社会における観光の在り方を学ぶ

日本の文化学 2 3 日本の文化とは何か？を学ぶ

エアポート実務論 2 3 空港業務を学ぶ(実習は国際コミュニケーション科目と同時開催） ○

ホテルビジネス実務論 2 3 ホテル業務を学ぶ(実習は国際コミュニケーション科目と同時開催） ○

全科目

から

10

12

授業科目の名称 単位
開講

学年
科目の説明

母語

制限

学外

実習

卒業所要単位

共通科目

全体より

18

国

際

観

光

（

基

礎

）

8

専

門

科

目

国

際

経

営

（

応

用

）

所属

コース

から

12

共

通

科

目

国

際

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

（

応

用

）

応用日本語科目

共通科目（基礎）Ⅲまでの履修を推奨

応用英語科目

共通科目（基礎）Ⅲまでの履修を推奨

国

際

観

光

（

応

用

）
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必修 選択必修 選択 広域選択

専門ゼミナールⅠ 2 2 「研究」とは何かを学ぶ、オムニバス形式の講義（春学期）

専門ゼミナールⅡ 2 2 「研究」とは何かを学ぶ、オムニバス形式の講義（秋学期）

専門ゼミナールⅢ 2 3 各所属ゼミで、専門的な研究を行う（春学期）

専門ゼミナールⅣ 2 3 各所属ゼミで、専門的な研究を行う（秋学期）

卒業研究 4 4
卒業論文執筆（留学生は履修前に一定以上の日本語能力を求める）

春入学生は(春)、秋入学生は(秋)を履修

伝統文化Ａ（茶道） 2 1 茶道の実践学習

伝統文化Ｂ（華道） 2 1 華道の実践学習

伝統文化Ｃ（書道） 2 1 書道の実践学習

伝統文化Ｄ（アイヌ伝承技芸） 2 1 アイヌ技芸の実践学習

実践型職業体験　 2 1 インターン科目 ○

地域ボランティアⅠ 2 2 まちづくり参画科目(春学期) ○

地域ボランティアⅡ 2 2 まちづくり参画科目(秋学期) ○

フィールドスタディ 2 2 現地調査を通して実践的に学ぶ ○

卒業所要単位

全科目

から

10

単位
開講

学年
科目の説明

母語

制限

学外

実習

演

習

科

目

12

授業科目の名称

実

習

科

目

2

4
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（２）一般教育科目の履修方法 

１．主に１年生から履修可能な科目が「一般教育科目」です。 

２．一般教育科目は、それぞれの区分から定められた単位を修得しなければなりません。 

３．一般教育科目の修得単位数が、選択必修として必要な単位数を超えた場合、その超えた

分の単位は、卒業に必要な単位として選択または広域の単位数に算入されます。 

 

４．必修科目 

「キャリアデザインを学ぶⅠ」 

学校から社会への移行期間である大学生活を有意義に過ごすために、学ぶことと働くこと

の関係を「キャリア」「キャリアデザイン」の視点で理解します。自分のキャリア（人生）

を創造するために、本学で何をどのように学ぶかを考えます。 

 

「キャリアデザインを学ぶⅡ」 

職場や地域社会で様々な人々と仕事をしていくために必要な「社会人基礎力」を身につけ

ます。「チームワーク、主体性、計画力」等や「違いを認め受け容れ、自分の意見を主張す

る力（コミュニケーション力）を磨くことで、自分のキャリアの可能性を拡げます。 

 

科目名 単 位 履修年次 

キャリアデザインを学ぶⅠ ２ 初年度 

キャリアデザインを学ぶⅡ ２ 初年度 

 

 

（３）共通科目（基礎）の履修方法 

１．主に２年生から履修可能な科目が「共通科目」です。 

２．共通科目は、それぞれ定められた単位を修得しなければなりません。 

３．共通科目の修得単位数が、選択必修として必要な単位数を超えた場合、その超えた分の

単位は、卒業に必要な単位として選択または広域の単位数に算入されます。 

 

※各コースからそれぞれ８単位（選択必修）、全コースの科目から 18 単位（選択）の修得が

必要です。 

 

４．コミュニケーションコースの共通科目は、語学科目が中心となっており、語学レベルご

との「段階的履修」が求められることから、主に１年生から履修が可能です。 
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（４）専門科目（応用）の履修方法 

１．コース選択（申込） 

３年生からは、国際経営コース・国際コミュニケーションコース・国際観光コースの中か

ら、最も専門的に学びたいコースを１つ決定します。 

２年生の後半（春入学生は 12 月頃、秋入学生は 6 月頃）に、希望のコースについて申込

を行ってください。なお、３年次編入生については入学後のオリエンテーション期間で説明

を聞いてから申込を行ってください。 

詳しい申込方法は、Teams やオリエンテーション等で通知されます。 

 

２．コース変更 

 原則として、コースの変更は受け付けていません。やむを得ない理由がある場合は教職員

へ相談してください。 

 

３．コース名の表示 

 コースが確定すると、WSDB アプリの「学生証」や「成績確認/学生情報」のメニュー内

に表示されるようになります。各自確認をしてください。 

 

４．単位修得について 

 選択必修単位として、自分が所属したコースの専門科目から 12 単位の修得が必要です。

その他に選択単位として、12 単位も修得してください。 
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（５）語学や言語に関わる科目について 

語学や言語に関わる科目には、母語制限や語学レベルが設定されている科目があります。 

母語制限は、自身の母語についての科目を履修することができません。 

 

国際コミュニケーションコースの言語については 4 年間で国際基準 CEFR (Common 

European Framework of Reference for Languages)の B１レベル以上を目標としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熟
達
段
階 

C2 

ほぼすべてのものを容易に理解できる。自然に、流暢かつ正確に自己表現

ができる。 

話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ、一貫した方法で再構築でき

る。 

C1 
高度な内容の長い文章を理解して、含意を把握できる。 

複雑な話題について明確で、しっかりした校正の詳細な文章が作れる。 

自
立
段
階 

B2 
抽象的・具体的な話でも、複雑な文章の主要な内容を理解できる。 

母語話者と普通にやり取りができるほど、流暢かつ自然。 

B1 

標準的な話し方であれば、主要な点を理解できる。 

身近な話題や個人的に関心のある話題について、筋の通った簡単な文章を

作れる。 

基
礎
段
階 

A2 
基本的な情報、文やよく使われる表現ができる。 

簡単で日常的な範囲なら単純で直接的な情報交換に応じることができる。 

A1 

よく使われている日常的な表現と基本的な言い回しは理解できる。 

相手がゆっくりはっきり話して助けが得られるならば、簡単なやり取りが

できる。 

 

 

     C2 

    C1 

母
語
レ
ベ
ル 

   B2 

  

  B1 

  

 A2 

 
 

A1 

  
  

基 礎 自 立 熟 達 
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①語学レベルに合わせた履修 

共通科目・専門科目における「国際コミュニケーションコース」の科目のうち、英語・日

本語の科目はレベル別授業となっています。本学では、語学力の国際基準である CEFR（ヨ

ーロッパ言語共通参照枠） に基づき、各言語の能力および各授業を A1、A2、B1、B2、C1、

C2 の各レベルに区分しています。 

各レベル表記は、授業の対象レベルを示すものであり、原則として、自分が属する段階お

よびその 1 つ下の段階の授業を履修することができます。語学レベルは、学期初めのオリエ

ンテーション期間に実施されるプレイスメントテストの結果や、これまでの履修状況等を総

合的に判断して決定されます。 

 

②国際コミュニケーションコースに関する共通原則 

本学の日本語および英語の語学科目は、CEFR に基づくレベル別授業とし、進級および国

際コミュニケーションコースにおける科目の履修は、以下の共通原則に従って行われます。 

 

1．履修資格（語学レベル） 

国際コミュニケーションコース「専門科目」を履修するためには、日本語および英語の各

言語において、CEFR C レベル以上の語学力を有していることを原則とします。語学レベル

は、各言語のプレイスメントテストの結果により判定します。 

※ 日本語が C レベル、英語が B レベルの場合は、日本語科目のみ履修可能とします。 

 

2．履修資格（単位修得による要件） 

各言語のプレイスメントテストの結果が、A レベルまたは B レベルに区分された学生につ

いては、共通科目の国際コミュニケーション科目区分において、日本語および英語の各言語

について、以下の単位を修得していることを履修資格とします。 

 

プレイスメントテストの結果が A レベルの学生 

A レベル科目から 4 科目以上、B レベル科目から 4 科目以上 （合計 8 科目・16 単位以上） 

  

プレイスメントテストの結果が B レベルの学生 

B レベル科目から 4 科目以上 （合計 4 科目・8 単位以上） 
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3．進級および手続きに関する共通事項 

・進級制度を利用する場合であっても、英語のプレイスメントテストは学期開始前に必ず全

学生が受験するものとします。 

・進級を希望する学生は、履修登録期間中に、所定の手続きにより、事務に自己申告を行う

ものとします。 

 

①英語科目について 

・TOEIC IP テストは、英語科目の履修にあたって実施されるプレイスメントテストとして、

学期開始前に実施され、英語科目を履修する学生は全員受験とします。 

・英語のレベル分けは、このプレイスメントテストとして実施される TOEIC IP テストの結

果に基づいて行われます。 TOEIC IP テストを受験しない学生は、原則として A1 レベル

に区分されます。  

 

A 段階 B 段階 C 段階 

A1 A2 (B1 相当) (B2 相当) C1(相当) C2(相当) 

～225 点 226～550 点 551～650 点 651～785 点 786～945 点 946 点～ 

 

 

② 日本語科目について 

・入学時に実施される日本語プレイスメントテストを全員受験し、その結果に基づいてレベ

ル分けが行われます。 

・日本語能力試験 N1 合格者は、原則として C 段階とします。 

・日本語プレイスメントテストを受験しない学生は、原則として A 段階とします。 

・日本語能力試験に合格し、段階が変わる場合は合格証明書を添えて事務に届け出てくださ

い。 

CERR レベルと日本語能力試験（JLPT）の対応表＊ 

A 段階  B 段階  C 段階  

A1  A2  B1 B2  C1 C2 

N5  N4 ～N3  N3~N2 N2~N1  N1  N1 以上 

初級、初中級 中級、中上級 上級、超級 

＊目安です。絶対的な基準ではありません。 
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（６）実習科目 

一般教育科目、共通科目及び専門科目で修得したことを実体験し、実践的な能力を養って

社会にでる基礎を築きます。「実践型職業体験」、「地域ボランティアⅠ」、「地域ボランティ

アⅡ」では、民間企業や苫小牧市役所などとの連携及び地域住民とのコミュニケーションを

深め、時には国際的な異文化交流も含め、学生の社会体験も可能です。 

「伝統文化」では、日本の伝統文化やアイヌ文化について、実技と共に学びます。「フィ

ールドスタディ」では、現地調査を通して地域課題や現状について実践的内容を学びます。 

 １年次から履修可能な科目もあるので、科目の特色をよく確認し、履修計画を立ててくだ

さい。 

 

（７）演習科目（ゼミナール）の履修方法 

～専門ゼミナールⅠとⅡについて～ 

 大学生とは学問を「教えてもらうひと」（生徒）ではなく、「自ら学ぶひと」（学生）にほ

かなりません。大学に入学した皆さんは、本の読み方、レポートの書き方、発表の仕方など

「学びの技術」を身につけることが必要となります。 

「専門ゼミナールⅠ」及び「専門ゼミナールⅡ」では、各教員のゼミをオムニバス方式で

一通り実際に経験し、学問をするうえで最低限のルールを身に付けて、「生徒から学生へ」

と変わることが望まれます。 

～専門ゼミナールⅢとⅣについて～ 

「専門ゼミナールⅢ」及び「専門ゼミナールⅣ」は、大学での学習・研究の柱となり、み

なさんが主体となって学ぶ少人数制の授業です。教員が一方的に授業を展開するのではなく、

みなさんの興味・関心から「ゼミ」と研究テーマを選び、自ら情報収集し、互いに報告・検

討し合うことによって、自らの専門領域、そして「学びの実感」を身につけます。特に学生

相互、学生と教員のコミュニケーションが重視されます。 

「専門ゼミナールⅢ（またはⅣ）」は、初回でゼミナール説明会を行い、各教員の専門や

テーマからどのゼミに所属したいか希望調査を提出してもらいます（定員数を超過した場合

は GPA 順で決定します）。 

原則として「専門ゼミナールⅣ」は「専門ゼミナールⅢ」を、「専門ゼミナールⅢ」は

「専門ゼミナールⅡ」を「専門ゼミナールⅡ」は「専門ゼミナールⅠ」をすでに 1 回以上履

修登録し、定期試験の受験資格を得ていなければ履修できません（この場合成績が F でもか

まいません）。 

「専門ゼミナール」を習得した後、「卒業研究」を履修して論文を仕上げることになります。 
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【令和 8 年度以降入学生 必修科目の履修順番（2026Axxx～）】 

〇春入学              （基･･･基礎ゼミナール 専･･･専門ゼミナール） 

 1 春 1 秋 2 春 2 秋 3 春 3 秋 4 春 4 秋 

1 年 

春入学 
  専Ⅰ 専Ⅱ 専Ⅲ 専Ⅳ 卒業研究 

２年 

春入学 
  専Ⅰ 専Ⅱ 専Ⅲ 専Ⅳ 卒業研究 

3 年 

春編入 
    専Ⅰ 専Ⅱ 

専Ⅲ 専Ⅳ 

卒業研究 

〇秋入学                                             

 １秋 1 春 2 秋 2 春 3 秋 3 春 4 秋 4 春 

1 年 

秋入学 
   専Ⅰ 専Ⅱ 専Ⅲ 

専Ⅳ  

卒業研究 

2 年 

秋編入 
   専Ⅰ 専Ⅱ 専Ⅲ 

専Ⅳ  

卒業研究 

3 年 

秋編入 
    専Ⅱ 専Ⅰ 

専Ⅳ 専Ⅲ 

卒業研究 
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（８）卒業研究 

「卒業研究」は国際文化学部での学修を総括するもので、その成果を 1 年間かけて「卒業

論文」としてまとめるもの（通年科目）です。研究の内容が一定の水準に達していることは

もちろん、適切な方法に従って研究を進めなければなりません。自己の研究目標に基づき、

単に多くの知識や情報が含まれているのではなく、体系的にまとまった知識の修得が必要で、

様々な事実や意見を踏まえて自分なりの主張を導き出し、それを的確に表現することが求め

られます。 

「卒業論文」作成に当たっては、指導教員(＝主査)の研究指導を受けることが前提となっ

ています。研究テーマの決定や研究の遂行、論文の執筆などについて、必ず指導教員と相談

しながら進めてください。論文の内容や形式に不備がある場合には受理されないことや、合

格点がもらえないことがありますので注意してください。 

 

１．受講対象について 

受講対象は 4 年次生です。なお、原則として個人研究とします。 

留学生については、「卒業研究」を履修する前までに、一定レベルの日本語能力試験結果

が必要となります。 

試験名 試験結果 「卒業研究」履修前までに 

日本語能力試験（JLPT） N2 以上 
証明ができる書類を 

提出すること 

 

２．指導教員について 

指導教員(＝主査)は原則として専門ゼミナールⅢ、Ⅳの担当教員です。教員の異動などの

理由により主査が決まっていない場合に限り、オリエンテーションや履修登録期間中に希

望調査を行います。ただし、受講人数には上限がありますので、希望通りにならない可能

性があります。 

副指導教員（＝副査）は自動的に割り当てられます。 

 

３．履修登録について 

「卒業研究」には履修登録が必要です。履修登録ができなければ「卒業研究」の単位が認

定されず卒業ができなくなりますので、注意してください。 

 

４．指導方法について 

「卒業研究」の指導方法は、原則として週 1 回の授業形式による指導を主としますが、指

導の進捗状況や担当教員によって方法は変更となる場合があります。 
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５．卒業研究のスケジュールについて 

 具体的な手順とスケジュールは次の通りです。       （太字は対面参加必須） 

手順 内容 春入学生 秋入学生 

①オリエンテーショ

ン 

卒業研究オリエンテーション ４月上旬 9 月中旬 

②履修登録 

※必要に応じて希望調査 

WSDB で履修登録 

※該当者は指示に従って希望申請 

履修登録期間 履修登録期間 

③主査・副査決定 主査＝指導教員 

副査＝教員の中で割り当て 

4 月下旬 10 月中旬 

主査（および副査）が個別に指導 

（テーマの検討、テーマ決定の準備） 

④テーマ決定 卒業研究のテーマの確定・周知 5 月下旬 11 月中旬 

⑤研究計画書の提出 主査の承認印が必要 

学生→主査→事務 

6 月上旬 11 月下旬 

主査（および副査）が個別に指導 

（研究の遂行、中間発表の準備） 

⑥論題届の提出 主査の承認印が必要 

学生→主査→事務 

10 月下旬 5 月上旬 

主査（および副査）が個別に指導 

（研究の遂行、中間発表の準備） 

⑦中間発表会 小グループに分かれ中間発表会 11 月中旬 6 月上旬 

主査（および副査）が個別に指導 

（研究の遂行、論文の執筆） 

⑧卒業論文提出 本人が事務室窓口にて提出 

それ以外の方法は受け付けない 

1 月上旬～中旬 7 月中旬 

主査および副査による審査 

（必要に応じて口頭試問を行う場合がある） 

⑨卒業論文修正 審査結果を受け修正 審査終了後 審査終了後 

⑩卒業論文最終版提出 本人が教員宛にデータで提出 2 月中旬 

 

８月中旬 

留学・インターンシップ・病気療養・休学などのために上記のスケジュール通りに遂行出来

ない場合は、必ず主査に相談すること。なお、遠隔地にいるためスケジュールを変更するこ

とは認めない。 
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４－２ 履修科目と履修方法（令和３年度以降入学生 2021Axxx～） 

（１）一般教育科目の履修方法 

①一般教育科目はそれぞれ定められた単位を修得しなければなりません。 

②一般教育科目の修得単位数が、選択必修として必要な単位数を超えた場合、その超えた分

の単位は、卒業に必要な単位として選択または広域の単位数に算入されます。 

 

１．必修科目「基礎ゼミナールⅠ」「基礎ゼミナールⅡ」について 

大学生とは学問を「教えてもらうひと」（生徒）ではなく、「自ら学ぶひと」（学生）にほ

かなりません。そこで、大学に入学した皆さんは、大学での授業の受け方から、本の読み方、

レポートの書き方、発表の仕方など「学びの技術」を身につけることが必要となります。こ

れらを一通り実際に経験し、学問をするうえで最低限のルールを身に付けて、「生徒から学

生へ」と変わることが「基礎ゼミナールⅠ」及び「基礎ゼミナールⅡ」は「専門ゼミナール」

を履修する前に修得しておくことが望まれます。 

 

科目名 単 位 履修年次 

基礎ゼミナールⅠ １ 初年度 

基礎ゼミナールⅡ １ 初年度 

 

２．必修科目「キャリアデザイン入門」「キャリアデザイン概論」について 

「キャリアデザイン入門」 

学校から社会への移行期間である大学生活を有意義に過ごすために、学ぶことと働くこと

の関係を「キャリア」「キャリアデザイン」の視点で理解します。自分のキャリア（人生）

を創造するために、本学で何をどのように学ぶかを考えます。 

 

「キャリアデザイン概論」 

職場や地域社会で様々な人々と仕事をしていくために必要な「社会人基礎力」を身につけ

ます。「チームワーク、主体性、計画力」等や「違いを認め受け容れ、自分の意見を主張す

る力（コミュニケーション力）を磨くことで、自分のキャリアの可能性を拡げます。 

 

科目名 単 位 履修年次 

キャリアデザイン入門 ２ 初年度 

キャリアデザイン概論 ２ 初年度 
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（２）コース選択 

入学後、英語・中国語・日本語の中からコースを決定し、履修科目を確定してください。

ただし、母語のコースを選択することはできません。 

所属コースの言語については 4 年間で国際基準 CEFR (Common European Framework of 

Reference for Languages)の B１レベル以上を目標としています。 

     C2 

    C1 

母
語
レ
ベ
ル 

   B2 

  

  B1 

  

 A2 

 
 

A1 

  
  

基 礎 自 立 熟 達 

熟達段階 

C2 

ほぼすべてのものを容易に理解できる。自然に、流暢かつ正確に自己表現

ができる。 

話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ、一貫した方法で再構築でき

る。 

C1 
高度な内容の長い文章を理解して、含意を把握できる。 

複雑な話題について明確で、しっかりした校正の詳細な文章が作れる。 

自立段階 

B2 
抽象的・具体的な話でも、複雑な文章の主要な内容を理解できる。 

母語話者と普通にやり取りができるほど、流暢かつ自然。 

B1 

標準的な話し方であれば、主要な点を理解できる。 

身近な話題や個人的に関心のある話題について、筋の通った簡単な文章を

作れる。 

基礎段階 

A2 
基本的な情報、文やよく使われる表現ができる。 

簡単で日常的な範囲なら単純で直接的な情報交換に応じることができる。 

A1 

よく使われている日常的な表現と基本的な言い回しは理解できる。 

相手がゆっくりはっきり話して助けが得られるならば、簡単なやり取りが

できる。 

 

（３）専門科目の履修方法 

①専門科目は 66 単位以上履修しなければなりません。ただし、選択必修としてキャリア・

情報から 14 単位、文化・社会から 14 単位、言語文化の所属コースから 24 単位を修得す

る必要があります。十分に検討して履修してください。 

②専門科目として必要な 66 単位を超えた場合、超過分の単位数は卒業に必修な単位として

広域選択の単位数に算入されます。 
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●英語コース 

【選択必修科目】 

科 目 名 単 位 備 考 

Intensive Reading Ⅰ 2 

28 科目中、選択必修 

24 単位以上 

Intensive Reading Ⅱ 2 

Intensive Reading Ⅲ 2 

Intensive Reading Ⅳ 2 

Extensive Reading Ⅰ  2 

Extensive Reading Ⅱ 2 

Extensive Reading Ⅲ 2 

Extensive Reading Ⅳ 2 

Intensive Online English Practice 2 

Writing Ⅰ 2 

Writing Ⅱ 2 

English for Tourism 2 

Japanese Culture 2 

Listening and Pronunciation 2 

Advanced Reading Ⅰ 2 

Advanced Reading Ⅱ 2 

Public Speaking 2 

Discussion and Debate 2 

Advanced Writing 2 

Literature 2 

English Phonology 2 

Business English Ⅰ 2 

Business English Ⅱ 2 

コミュニケーション論 2 

アイヌ語 2 

韓国語 2 

ロシア語 2 

ドイツ語 2 
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●中国語コース 

【選択必修科目】 

科 目 名 単 位 備 考 

Intensive Reading Ⅰ 2 

30 科目中、選択必修 

24 単位以上 

Intensive Reading Ⅱ 2 

Intensive Reading Ⅲ 2 

Intensive Reading Ⅳ 2 

Extensive Reading Ⅰ  2 

Extensive Reading Ⅱ 2 

Extensive Reading Ⅲ 2 

Extensive Reading Ⅳ 2 

中国語入門 2 

中国語発音 2 

中国語コミュニケーションⅠ 2 

中国語コミュニケーションⅡ 2 

視聴覚中国語Ⅰ  2 

視聴覚中国語Ⅱ 2 

中日翻訳Ⅰ 2 

中日翻訳Ⅱ 2 

中日翻訳Ⅲ 2 

インテンシブ中国語Ⅰ 2 

インテンシブ中国語Ⅱ 2 

インテンシブ中国語Ⅲ 2 

インテンシブ中国語Ⅳ 2 

中国語文法・作文 2 

ビジネス中国語 2 

中国文学 2 

上級中国語 2 

コミュニケーション論 2 

アイヌ語 2 

韓国語 2 

ロシア語 2 

ドイツ語 2 
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●日本語コース 

【選択必修科目】 

科 目 名 単 位 備 考 

Intensive Reading Ⅰ 2 

25 科目中、選択必修 

24 単位以上 

Intensive Reading Ⅱ 2 

Intensive Reading Ⅲ 2 

Intensive Reading Ⅳ 2 

Extensive Reading Ⅰ  2 

Extensive Reading Ⅱ 2 

Extensive Reading Ⅲ 2 

Extensive Reading Ⅳ 2 

日本語文法Ⅰ 2 

日本語文法Ⅱ 2 

日本語コミュニケーションⅠ 2 

日本語コミュニケーションⅡ 2 

日本語コミュニケーションⅢ  2 

日本語コミュニケーションⅣ 2 

日本語応用Ⅰ 2 

日本語応用Ⅱ 2 

ビジネス日本語Ⅰ 2 

ビジネス日本語Ⅱ 2 

日本文学 A 2 

日本文学 B 2 

コミュニケーション論 2 

アイヌ語 2 

韓国語 2 

ロシア語 2 

ドイツ語 2 
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（４）語学レベルに合わせた履修 

言語文化のうち英語・中国語・日本語の科目は、レベル別授業となります。語学レベルの

国際基準 CEFR に基づき、本学では原則として学生の各言語の能力および各授業を A 段階 

(A1, A2)＜B 段階 (B1, B2)＜C 段階 (C1, C2) の 3 段階に分けています。なお、各数値は到達

目標を表しており、例えば A2 とは「現状は A1 で、A2 を目指すレベル」を意味します。 

原則として自分が属する段階およびその 1 つ下の段階の授業を受講することができます。

学期初めのオリエンテーション期間に行われるプレイスメントテストの結果や履修状況を総

合してレベルを判断します。 

自分の語学レベルは WSDB の「成績確認」で確認してください。 

 

自分の語学レベル A B C 

履修が可能な 

授業レベル A A,B B,C 
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①英語 

・TOEIC の点数によりレベル分けする。オリエンテーション期間に行う英語プレイスメント

テスト（TOEIC IP テスト）の点数のほか、自分で TOEIC を受験した場合の点数も有効と

し、点数の高い方を採用する。 

・自分で TOEIC を受験した結果、段階が変わる場合は、証明書を添えて英語教員もしくは

事務に届け出ること。 

A 段階 B 段階 C 段階 

A1 A2 (B1 相当) (B2 相当) C1(相当) C2(相当) 

~225 点 226~350 点 351~550 点 551~785 点 786~945 点 946 点~ 

 

・各段階に相当する授業と進級条件は以下の通りとする。 

・進級条件を満たしレベルの変更を希望する場合は、オリエンテーション期間最終日までに   

必ず事務へ届け出ること。 

A 段階 

A1 A2 

Intensive Reading I（英） 

Intensive Reading II（英） 

Extensive Reading I（英） 

Extensive Reading II（英） 

 

※リメディアル  

指定された学生のみが、必ず受講 

Intensive Reading III（英） 

Intensive Reading IV（英） 

Extensive Reading III（英） 

Extensive Reading IV（英） 

Writing I 

Writing II 

Intensive Online English Practice（秋） 

B 段階への進級条件：A2 科目のうち 4 科目以上合格 

（ただし A1 科目受講者は A1 全科目合格も必須） 

または TOEIC 351 点以上を獲得 

 

B 段階 

（B１相当） （B2 相当） 

Advanced Reading I 

Listening and Pronunciation 

Business English I 

Japanese Culture 

Discussion and Debate 

Advanced Reading I 

English Phonology 

Business English II 

English for Tourism 

Literature 

C 段階への進級条件：7 科目以上合格または TOEIC 786 点以上を獲得 
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C 段階 

（C1 相当） （C2 相当） 

Advanced Writing 

Public Speaking 
（設定なし） 

 

②中国語 

・初学者は A 段階から開始する。それ以外の学生の段階については個別に指示する。 

・自分で HSK を受験した結果、段階が変わる場合は、証明書を添えて中国語教員もしくは

事務に届け出ること。 

・各段階に相当する授業と進級条件は以下の通りとする。なお、詳しくは中国語教員の指示

に従うこと。 

・進級条件を満たしレベルの変更を希望する場合は、オリエンテーション期間最終日までに

必ず事務へ届け出ること。 

A 段階 

A1 A2 

中国語発音 

中国語入門 

視聴覚中国語Ⅰ 

インテンシブ中国語Ⅰ 

中国語コミュニケーションⅠ            

B 段階への進級条件：6 単位以上取得または HSK2 級合格 

 

B 段階 

（B1 相当） 

視聴覚中国語Ⅱ 

インテンシブ中国語Ⅱ 

中日翻訳Ⅰ 

中国語コミュニケーションⅡ 

中国語文法・作文 

中日翻訳Ⅱ 

B2 段階への進級条件：8 単位以上取得または HSK3 級合格 

（B2 相当） 

中日翻訳Ⅲ インテンシブ中国語Ⅲ 

インテンシブ中国語Ⅳ 

ビジネス中国語 

C 段階への進級条件：6 単位以上取得または HSK4 級合格 
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C 段階 

（C1 相当） （C2 相当） 

上級中国語 

中国文学 

 

 

③日本語 

・オリエンテーション期間に行う日本語プレイスメントテストでレベルが決定するが、原則

として、日本語能力試験 N1 合格者は C 段階とする。 

・日本語能力試験に合格し、段階が変わる場合は合格証明書を添えて事務に届け出ること。 

・各段階に相当する授業と進級条件は以下の通りとする。 

・進級条件を満たしレベルの変更を希望する場合は、オリエンテーション期間最終日までに 

必ず事務へ届け出ること。 

A 段階 

（A1 相当） （A2 相当） 

（開講なし） 

Intensive Reading I（日） 

Intensive Reading II（日） 

Extensive Reading I（日） 

Extensive Reading II（日） 

Intensive Reading III（日） 

Intensive Reading IV（日） 

Extensive Reading III（日） 

Extensive Reading IV（日） 

B 段階への進級条件：A2 科目のうち 4 科目以上合格 

 

B 段階 

（B1 相当） （B2 相当） 

日本語文法Ⅰ 

日本語コミュニケーションⅡ 

日本語コミュニケーションⅣ 

日本語文法Ⅱ 

日本語コミュニケーションⅠ 

日本語コミュニケーションⅢ 

C 段階への進級条件：8 単位以上取得または日本語能力試験 N1 合格 
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C 段階 

（C1 相当） （C2 相当） 

日本語応用Ⅰ 

ビジネス日本語Ⅰ 

日本文学 B 

日本語応用Ⅱ 

ビジネス日本語Ⅱ 

日本文学 A 
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（５）ゼミナール（演習）科目の履修方法 

～ゼミナール（演習）とは～ 

大学での学習・研究の柱となり、みなさんが主体となって学ぶ少人数制の授業です。教員

が一方的に授業を展開するのではなく、みなさんの興味・関心から「ゼミ」と研究テーマを

選び、自ら情報収集し、互いに報告・検討し合うことによって、自らの専門領域、そして

「学びの実感」を身につけます。ゼミナールでは特に学生相互、学生と教員のコミュニケー

ションが重視されます。 

2 年次春学期から「専門ゼミナール」に所属しての学修が始まります。「専門ゼミナールⅠ」

と「専門ゼミナールⅡ」は各教員のゼミをオムニバス方式で一通り体験します。「専門ゼミ

ナールⅢ」は初回でゼミナール説明会を行い、各教員の専門やテーマからどのゼミに所属し

たいか希望調査を提出してもらいます（定員数を超過した場合は GPA 順で決定します）。 

原則として「専門ゼミナールⅣ」は「専門ゼミナールⅢ」を、「専門ゼミナールⅢ」は

「専門ゼミナールⅡ」を「専門ゼミナールⅡ」は「専門ゼミナールⅠ」をすでに 1 回以上履

修登録し、定期試験の受験資格を得ていなければ履修できません（この場合成績が F でもか

まいません）。 

「専門ゼミナール」を習得した後、「卒業研究」を履修して論文を仕上げることになりま

す。 

 

【令和３年度以降入学生必修科目履修順番（2021Axxx～）】 

〇春入学              （基･･･基礎ゼミナール 専･･･専門ゼミナール） 

 1 春 1 秋 2 春 2 秋 3 春 3 秋 4 春 4 秋 

1 年 

春入学 
基Ⅰ 基Ⅱ 専Ⅰ 専Ⅱ 専Ⅲ 専Ⅳ 卒業研究 

２年 

春編入 
  

基Ⅰ 基Ⅱ 
専Ⅲ 専Ⅳ 卒業研究 

専Ⅰ 専Ⅱ 

3 年 

春編入 
    

基Ⅰ 基Ⅱ 専Ⅲ 専Ⅳ 

専Ⅰ 専Ⅱ 卒業研究 

〇秋入学                                             （基･･･基礎ゼミナール 専･･･専門ゼミナール） 

 １秋 1 春 2 秋 2 春 3 秋 3 春 4 秋 4 春 

1 年 

秋入学 
基Ⅱ 基Ⅰ  専Ⅰ 専Ⅱ 専Ⅲ 

専Ⅳ  

卒業研究 

2 年 

秋編入 
  

基Ⅱ 基Ⅰ 専Ⅱ 専Ⅲ 専Ⅳ  

 専Ⅰ   卒業研究 

3 年 

秋編入 
    

基Ⅱ 基Ⅰ 専Ⅳ 専Ⅲ 

専Ⅱ 専Ⅰ 卒業研究 
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（６）実習科目 

一般教育科目及び専門科目で修得したことを実体験し、実践的な能力を養って社会にでる基

礎を築きます。「実践型インターンシップⅠ」「実践型インターンシップⅡ」、「地域創生 A」

「地域創生 B」では、民間企業や苫小牧市役所などとの連携及び地域住民とのコミュニケー

ションを深め、学生の社会体験も可能です。 

 

（７）卒業研究 

「卒業研究」は国際文化学部での学修を総括するもので、その成果を 1 年間かけて「卒業

論文」としてまとめるものです。研究の内容が一定の水準に達していることはもちろん、適

切な方法に従って研究を進めなければなりません。自己の研究目標に基づき、単に多くの知

識や情報が含まれているのではなく、体系的にまとまった知識の修得が必要で、様々な事実

や意見を踏まえて自分なりの主張を導き出し、それを的確に表現することが求められます。 

「卒業論文」作成に当たっては、指導教員の研究指導を受けることが前提となっています。

研究テーマの決定や研究の遂行、論文の執筆などについて、必ず指導教員と相談しながら進

めてください。論文の内容や形式に不備がある場合には受理されないことや、合格点がもら

えないことがありますので注意してください。 

１．受講対象について 

受講対象は 4 年次生です。なお、原則として個人研究とします。 

留学生については、「卒業研究」を履修する前までに、一定レベルの日本語能力試験 

結果が必要となります。 

試験名 試験結果 「卒業研究」履修前までに 

日本語能力試験（JLPT） N2 以上 
証明ができる書類を 

提出すること 

 

２．指導教員について 

  指導教員(＝主査)は原則として専門ゼミナールⅢ、Ⅳの担当教員です。教員の異動など 

  の理由により主査が決まっていない場合に限り、オリエンテーションや履修登録期間中 

に希望調査を行います。ただし、受講人数には上限がありますので、希望通りにならな 

い可能性があります。 

副指導教員（＝副査）は自動的に割り当てられます。 

３．履修登録について 

  「卒業研究」には履修登録が必要です。履修登録ができなければ「卒業研究」の単位が 

認定されず卒業ができなくなりますので、注意してください。 

４．指導方法について 

「卒業研究」の指導方法は、原則として週 1 回の授業形式による指導を主としますが、

指導の進捗状況や担当教員によって方法は変更となる場合があります。 
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５．卒業研究のスケジュールについて 

 具体的な手順とスケジュールは次の通りです。       （太字は対面参加必須） 

手順 内容 
2026 春～2026 秋 

春入学生 

2026 秋～2027 春 

秋入学生 

①オリエンテーショ

ン 

卒業研究オリエンテーション ４/10（金） 9/17（木） 

②履修登録 WSDB で履修登録 履修登録期間 履修登録期間 

③主査・副査決定 主査＝指導教員 

副査＝教員の中で割り当て 

4/25（金） 10/9（金） 

主査（および副査）が個別に指導 

（テーマの検討、テーマ発表会の準備） 

④テーマ決定 卒業研究のテーマの確定・周知 5/28（木） 11/12（木） 

⑤研究計画書の提出 主査の承認印が必要 

学生→主査→事務 

6/5（金） 11/20（金） 

主査（および副査）が個別に指導 

（研究の遂行、中間発表の準備） 

⑥論題届の提出 主査の承認印が必要 

学生→主査→事務 

10/23（金） 5 月上旬 

主査（および副査）が個別に指導 

（研究の遂行、中間発表の準備） 

⑦中間発表会 小グループに分かれ中間発表会 11/19（木） 6 月上旬 

主査（および副査）が個別に指導 

（研究の遂行、論文の執筆） 

⑧卒業論文提出 本人が事務室窓口にて提出 

それ以外の方法は受け付けない 

1/12（火）～ 

15（金） 

7 月中旬 

主査および副査による審査 

（必要に応じて口頭試問を行う場合がある） 

⑨卒業論文修正 審査結果を受け修正 審査終了後 審査終了後 

⑩卒業論文最終版提出 本人が教員宛にデータで提出 2/12（金） 

17 時（厳守） 

８月中旬 

留学・インターンシップ・病気療養・休学などのために上記のスケジュール通りに遂行出来

ない場合は、必ず主査に相談すること。なお、遠隔地にいるためスケジュールを変更するこ

とは認めない。 
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４－３ 履修科目と履修方法（令和２年度以前入学生 ～A23xxx） 

（１）一般教育科目の履修方法 

①一般教育科目はそれぞれ定められた単位を修得しなければなりません。 

②一般教育科目の修得単位数が、選択必修として必要な単位数を超えた場合、その超えた分

の単位は、卒業に必要な単位として選択または広域の単位数に算入されます。 

 

１．必修科目「大学で学ぶために１」「大学で学ぶために２」について 

大学生とは学問を「教えてもらうひと」（生徒）ではなく、「自ら学ぶひと」（学生）にほ

かなりません。そこで、大学に入学した皆さんは、大学での授業の受け方から、本の読み方、

図書館やコンピュータの利用方法、レポートの書き方、発表の仕方など「学びの技術」を身

につけることが必要となります。これらを一通り実際に経験し、学問をするうえで最低限の

ルールを身に付けて、「生徒から学生へ」と変わることが「大学で学ぶために１」及び「大

学で学ぶために２」は「専門ゼミナール」を履修する前に修得しておくことが望まれます。 

 

科目名 単 位 履修年次 

大学で学ぶために１ １ １年次 

大学で学ぶために２ １ １年次 

 

２．必修科目「キャリアデザイン入門」「キャリアデザイン基礎」について 

「キャリアデザイン入門」 

学校から社会への移行期間である大学生活を有意義に過ごすために、学ぶことと働くこと

の関係を「キャリア」「キャリアデザイン」の視点で理解します。自分のキャリア（人生）

を創造するために、本学で何をどのように学ぶかを考えます。 

「キャリアデザイン基礎」 

職場や地域社会で様々な人々と仕事をしていくために必要な「社会人基礎力」を身につけ

ます。「チームワーク、主体性、計画力」等や「違いを認め受け容れ、自分の意見を主張す

る力（コミュニケーション力）を磨くことで、自分のキャリアの可能性を拡げます。 

 

科目名 単 位 履修年次 

キャリアデザイン入門 ２ １年次 

キャリアデザイン基礎 ２ １年次 
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（２）専門科目の履修方法 

①専門科目は 64 単位以上履修しなければなりません。ただし、選択必修として異文化教育

科目群から 14 単位、キャリア教育科目群から 8 単位を修得する必要があります。十分に

検討して履修してください。 

②専門科目として必要な 64 単位を超えた場合、その超えた分の単位数は卒業に必修な単位

として広域選択の単位数に算入されます。 

 

 

（３）ゼミナール（演習）科目の履修方法 

～専門ゼミナール（演習）とは～ 

大学での学習・研究の柱となり、みなさんが主体となって学ぶ少人数制の授業です。教員

が一方的に授業を展開するのではなく、みなさんの興味・関心から「ゼミ」と研究テーマを

選び、自ら情報収集し、互いに報告・検討し合うことによって、自らの専門領域、そして

「学びの実感」を身につけます。ゼミナールでは特に学生相互、学生と教員のコミュニケー

ションが重視されます。 

2 年次春学期から「専門ゼミナール」に所属しての学修が始まります。「専門ゼミナール１」

は各教員のゼミをオムニバス方式で一通り体験します。「専門ゼミナール３」は初回でゼミ

ナール説明会を行い、各教員の専門やテーマからどのゼミに所属したいか希望調査を提出し

てもらいます（定員数を超過した場合は GPA 順で決定します）。 

原則として「専門ゼミナール４」は「専門ゼミナール３」を、「専門ゼミナール３」は

「専門ゼミナール２」を「専門ゼミナール２」は「専門ゼミナール１」をすでに 1 回以上履

修登録し、定期試験の受験資格を得ていなければ履修できません（この場合成績が F でもか

まいません）。 

 

【必修科目履修順番】           

〇春入学生・春編入生          （大学･･･大学で学ぶために ゼミ･･･専門ゼミナール） 

 1 春 1 秋 2 春 2 秋 3 春 3 秋 4 春 4 秋 

1 年 

春入学 
大学 1 大学 2 ゼミ 1 ゼミ 2 ゼミ 3 ゼミ 4 （卒業研究） 

3 年 

春編入 
    

大学 1 大学 2 （卒業研究） 

ゼミ 1 ゼミ 2 ゼミ 3 ゼミ 4 

〇秋入学生・秋編入生                    （大学･･･大学で学ぶために ゼミ･･･専門ゼミナール）  

 1 秋 1 春 2 秋 2 春 3 秋 3 春 4 秋 4 春 

1 年 

秋入学 
大学 2 大学 1  ゼミ 1 ゼミ 2 ゼミ 3 

ゼミ 4  

（卒業研究） 

3 年 

秋編入 
    

大学 2 大学 1 （卒業研究） 

ゼミ 2 ゼミ 1 ゼミ 4 ゼミ 3 
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（４）実習科目 

一般教育科目及び専門科目で修得したことを実体験し、実践的な能力を養って社会にでる

基礎を築きます。「インターンシップ A」「インターンシップ B」、「まちなかにぎわい実習Ａ」

「まちなかにぎわい実習 B」では、民間企業や苫小牧市役所などとの連携及び地域住民との

コミュニケーションを深め、学生の社会体験も可能です。 

 

（５）関連科目 

関連科目は、一般教育科目及び専門科目を補完し、資格取得の目的も担っています。日本

語科目は外国人留学生や海外帰国子女を対象とする科目です。外国人留学生は「日本語基礎

１（留学生）」「日本語基礎２（留学生）」を履修してください。また、日本語能力をブラッ

シュアップし、日本語能力試験 N1 の合格を目指す「総合講座 A」「総合講座 B」も開講しま

す。 

 

（６）卒業研究 

「卒業研究」は 4 年間にわたる国際文化学部での学修を総括するもので、その成果を「卒

業論文」としてまとめるものです。研究の内容が一定の水準に達していることはもちろん、

適切な方法に従って研究を進めなければなりません。自己の研究目標に基づき、単に多くの

知識や情報が含まれているのではなく、体系的にまとまった知識の修得が必要で、様々な事

実や意見を踏まえて自分なりの主張を導き出し、それを的確に表現することが求められます。 

「卒業論文」作成に当たっては、指導教員の研究指導を受けることが前提となっています

ので、論文のテーマを決定、研究方法、論旨の展開の仕方等については指導教員と相談して

ください。論文の内容や形式が不備な場合には受理されないことや、合格点がもらえないこ

とがありますので注意してください。 

１．受講対象は４年次生です。 

２．原則として個人研究とします。 

３．必要な手続きについて 

  ①内諾について 

   ・「専門ゼミナール４」の担当教員から、事前に「卒業研究」を履修したい旨を申し

出て内諾を取ってください。 

  ②履修登録について 

   ・４年次の春学期（秋入学生は秋学期）履修登録時に「専門ゼミナール４」担当教員

から「卒業研究」受講承認印またはサインをもらって、履修登録をしてください。 

  ③論題（仮）提出について 

   ・論題は所定の用紙に正確に記入し、担当教員から署名及び承認印をもらった後、履

修登録日に事務室に提出してください。 

  ④指導教員（主査・副査）の決定 

   主査：原則として「専門ゼミナール４」の教員が担当し「卒業研究」論文作成の指導
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をします。 

   副査：専任教員の中から選出します。副査は主査を補佐します。 

  ⑤論題（決定）及び研究計画書の提出について 

   ・論題及び研究計画書は所定の用紙に正確に記入の上、主査の承認印を受けて事務室

に提出してください。提出された論題の変更は認めません。 

  ⑥論文作成について 

   ・論文作成に当たっては、常に指導教員に相談して、その指導を受けなければなりま

せん。 

   ・論文は提出した論題により、所定の形式で作成してください。 

   ・論文の枚数・用紙・表紙・体裁は指導教員の指示に従ってください。 

  ⑦論文提出について 

   ・論文は「卒業研究審査願」とともに事務室に提出してください。 

   ・卒業研究審査願と論文表紙の論題は主題・副題とも同一でなければなりません。  

   ・論文は誤字・脱字・内容等について再点検し、提出してください。 

   ・論文提出期限に遅れた場合は受理できません。 

  ⑧「卒業研究」審査について 

   ・「卒業研究」は主査・副査によって審査・口頭試問を行い、合否を判定します。 
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４．スケジュール 

登録・履修手順 備考 春入学 秋入学 

①卒業研究説明会 対象学生： 

「専門ゼミナール４」 

履修中の３年次生 

４月 

オリエンテ

ーション期

間 

9 月 

オリエンテ

ーション期

間 

②履修登録 

論題提出 

原則として「専門ゼミナール

４」または「専門ゼミナール２

（ 編 入 学 生 ）」 担 当 教 員 か ら

「卒業研究」受講承認印又はサ

イ ン を も ら う 。（ 学 生 → 事 務

室） 

４月上旬 ９月 

③主査・副査決定 主査： 

原則として「専門ゼミナール

４」または「専門ゼミナール

２」の担当教員 

副査： 

専任教員の中から選出する。 

（主査→事務室） 

５月中 10 月中 

④論題及び 

研究計画書の提出 

提出後の変更不可 ６月５日 11 月６日 

⑤卒業研究提出 時間厳守（17 時まで） 

（学生→事務室） 

12 月 1 日 

～８日 

５月 7 日 

～14 日 

⑥口頭試問  12 月下旬 ６月下旬 

⑦卒業研究発表会 会場：未定 ２月上旬 ７月上旬 

※３年次秋に留学する学生は「専門ゼミナール４」担当教員と事前に話し合い了解を取って

おいてください。 
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５ 資格取得課程 

 本学には、資格取得課程があります。下記の資格の取得または受講を希望する場合は、資

格取得課程に関する申請書類を事務窓口に提出してください。 

在学中に、資格取得課程の受講を希望しなくなった場合は取消が必要です。必ず事務窓口

に申し出てください。 

 

（１）博物館学芸員 

博物館には、資料の収集、保管、展示、調査研究などのための専門職員として学芸員が配

置されます。資格取得には 1 年次から所定の科目の単位を修得する必要があります。 

希望者はオリエンテーション期間の「資格課程オリエンテーション」に必ず出席してくだ

さい。所定の科目については学則の別表、または下記をご覧ください。 

 

令和 8 年度以降入学生適用  2026Axxx～ 

 
 

 

 

 

 

 

必修 選択

博物館学概論 2 1 含まない

博物館論（経営） 2 1 含まない

博物館論（資料） 2 1 含まない

博物館論（資料保存） 2 1 含まない

博物館論（展示） 2 1 含まない

博物館学実習 3 4 含まない

博物館情報・メディア論 2 1 含まない

博物館教育論 2 1 含まない

生涯学習概論 2 1 含まない

考古学を学ぶ 2 1 含む

文化人類学入門 2 3 含む

アイヌ歴史文化論 2 2 含む

アイヌ語について学ぶ 2 1 含む

アイヌ口承文芸論 2 1 含む

伝統文化Ｄ（アイヌ伝承技芸） 2 1 含む

合計 29単位以上

必修3科目

6単位

3科目6単位の

中から

4単位取得

必修9科目

19単位

授業科目
履修単位

備考
開講

学年
注意事項

卒業

単位

４年生で「実習」に

行くまでに

必修９科目の

履修を推奨
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令和 3 年度以降入学生適用  2021Axxx～ 

 

 

（２）日本語教師養成講座 

 日本語教師は、日本語を母語としない外国人や留学生に対して、日本語の文法や読み書き、

発音、文化などを教える教員のことです。本学では、日本語教師養成講座を開講しています。

日本語教師課程の科目から 32 単位以上修得し、かつ本学を卒業すると、文部科学省が定め

必修 選択

博物館学概論 2 1 含まない

博物館論（経営） 2 1 含まない

博物館論（資料） 2 1 含まない

博物館論（資料保存） 2 1 含まない

博物館論（展示） 2 1 含まない

博物館学実習 3 4 含まない

博物館情報・メディア論 2 1 含まない

博物館教育論 2 1 含まない

生涯学習概論 2 1 含まない

考古学 2 1 含まない

先住民学 2 2 含む

観光と文化 2 2 含む

持続可能社会論 2 2 含む

アイヌ歴史文化論 2 2 含む

北海道歴史文化論 2 2 含む

北海道の自然と食文化 2 2 含む

多文化社会論 2 2 含む

異文化交流論 2 2 含む

生物と環境 2 1 含む

日本歴史文化論 2 2 含む

中国歴史文化論 2 2 含む

アジア歴史文化論 2 2 含む

ヨーロッパ歴史文化論 2 2 含む

イギリス歴史文化論 2 2 含む

オセアニア歴史文化論 2 2 含む

アイヌ口承文芸論 2 1 含む

アイヌ語 2 1 含む

伝統文化Ａ（茶道） 1 1 含む

伝統文化Ｂ（華道） 1 1 含む

伝統文化Ｃ（書道） 1 1 含む

伝統文化Ｄ（アイヌ） 1 1 含む

フィールドスタディ 2 2 含む

授業科目
履修単位

備考
開講

学年

卒業

単位

選択

12科目 20単位

の中から

10単位以上

取得すること

32単位以上

取得すること

注意事項

４年生で「実習」に

行くまでに

必修９科目の

履修を推奨

必修9科目

19単位

選択必修

11科目

22単位
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る「登録日本語教員」になるための資格試験「日本語教員試験」の「基礎試験免除」（経過

措置期間あり）と「実践研修免除」（経過措置期間あり）になります。 

希望者はオリエンテーション期間の「資格課程オリエンテーション」に必ず出席してくだ

さい。所定の科目については学則の別表、または下記をご覧ください。 

 

令和 8 年度以降入学生適用  2026Axxx～ 

 
 

必修
選択

必修
選択

比較文化を学ぶ 1 含む

国際関係と経済を学ぶ 1 含む

観光と文化 2 含む

地域の歴史と文化Ⅱ 2 含む

日本の文化学 3 含む

英語で学ぶ日本 2 含む

異文化コミュニケーションを学ぶ 1 含む

多文化共生を学ぶ 1 含む

社会学を学ぶ 1 含む

社会言語学 1 含まない

健康と心理を学ぶ 1 含む

言語心理学 2 含まない

日本語教授法Ⅰ 2 2 含まない

日本語教授法Ⅱ 2 2 含まない

教育学 2 1 含まない

キャリアデザインを学ぶⅠ 1 含む

キャリアデザインを学ぶⅡ 1 含む

情報と社会について学ぶ 1 含む

コミュニケーション論 2 2 含む

日本語学 2 3 含む

日本語音声学 2 3 含む

言語について学ぶ 1 含む

音声について学ぶ 1 含む

文学について学ぶ 1 含む

Japanese Culture（英語母語話者を除く） 2 含む

中国語について学ぶ（中国語母語話者を除く） 1 含む

韓国語について学ぶ 1 含む

ドイツ語について学ぶ 1 含む

ロシア語について学ぶ 1 含む

アイヌ語について学ぶ 1 含む

日本語教育実習Ⅰ 3 含まない

日本語教育実習Ⅱ 3 含まない

開講

学年
注意事項

卒業

単位

日本語教授法Ⅰ・Ⅱの

履修を終えていること

教育実習を履修する前

までに終えていること

区分 科　　　目

履修単位

言語と

社会
2

4

2

社

会

・

文

化

・

地

域

教育

実習

言

語

4

言

語

と

教

育

言語と

心理

4

2

2

32単位以上合　　計
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令和 3 年度以降入学生適用  2021Axxx～ 

 
 

必修
選択

必修
選択

比較文化論 2 含む

国際関係論 2 含む

観光と文化 2 含む

日本歴史文化論 4 2 含む

現代日本文化論 2 含む

英語で学ぶ日本 1 含む

異文化交流論 2 含む

多文化社会論 2 含む

社会学 1 含む

社会言語学 2 含まない

心理学 1 含む

言語心理学 2 含まない

日本語教授法Ⅰ 2 2 含まない

日本語教授法Ⅱ 2 2 含まない

教育学 2 1 含まない

キャリアデザイン入門 1 含む

キャリアデザイン概論 1 含む

情報とコンピュータ 1 含む

コミュニケーション論 2 2 含む

音声学 2 1 含まない

日本語学 2 1 含まない

日本文学Ａ 1 含む

日本文学Ｂ 1 含む

Japanese Culture（英語母語話者を除く） 1 含む

中国語入門（中国語母語話者を除く） 1 含む

日本語応用Ⅰ（日本語母語話者を除く） 1 含む

日本語応用Ⅱ（日本語母語話者を除く） 1 含む

韓国語 1 含む

韓国語Ⅱ 2 含まない

ロシア語 1 含む

ロシア語Ⅱ 2 含まない

アジア歴史文化論 1 含む

日本語教育実習Ⅰ 3 含まない

日本語教育実習Ⅱ 3 含まない

履修単位

区分 科　　　目

社

会

・

文

化

・

地

域

4

合　　計 32単位以上

言語と

社会

言語と

心理

言

語

と

教

育

言

語

教育

実習

2

2

2

4

2

開講

学年

卒業

単位
注意事項

教育実習を履修する前

までに終えていること

日本語教授法Ⅰ・Ⅱの

履修を終えていること
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６ 履修と履修登録確認 

（１）履修登録の日程について 

所属する年次に開講されている授業科目から、履修を希望する科目を WSDB システムに

登録することにより、授業を受けることができます。 

手続き 春学期 秋学期 備考 

オリエンテーション 
４月 6 日（月）～ 

４月 10 日（金） 

9 月 16 日（水）～ 

９月 18 日（金） 

履修登録方法指導 

履修登録練習期間 

（＊１） 

WSDB 上で 

履修登録の練習 

授業開始 ４月 13 日（月）～ ９月 21 日（月）～  

履修登録期間 
４月 13 日（月）～ 

４月 17 日（金） 

９月 21 日（月）～

９月 25 日（金） 
WSDB 上で登録 

履修確認・修正期間 
４月 20 日（月）～ 

４月 22 日（水） 

９月 30 日（水）～ 

10 月２日（金） 
WSDB 上で修正 

  （注意）秋学期のスケジュールは変更になる可能性もあります。 

  （＊１）練習期間が終わると、入力内容は一旦全てリセットされます。履修登録期間に

改めて正式に履修登録をしてください。なお、語学科目に関しては、練習期間

には全ての科目が表示されますが、履修登録期間には自分の語学レベルに合っ

た科目が表示されます。 

 

（２）履修登録のための諸注意 

①履修方法 

履修登録は教務管理システム World students’ Data Base (WSDB) を用いて行います。登

録の仕方については、学期当初のオリエンテーションにて説明します。 

②時間割について 

１．学年ごとに時間割があります。自分に当てはまる時間割を参照してください。 

２．集中講義の日程・時間は集中講義時間割を参照してください。 

③授業案内（シラバス）は WSDB から見ることができます。 

 WSDB のマニュアルを参照してください。 

④WSDB 上の授業案内（シラバス）に記載されている配当年次、および語学科目の

レベルに従って履修してください。 

 ただし、再履修の場合を除きます。また、履修条件により履修が認められない科目があり

ますのでシラバスや担当教員に確認の上、履修登録をしてください。 

⑤科目の閉講について 

非常勤講師の担当科目については、受講者 5 名以下の場合は閉講になる場合があります。 
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（３）履修制限についてー学期ごとの履修登録できる単位に上限があります。 

①「大学設置基準」第 21 条 

「１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、

授業の方法に応じ、当該授業の教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、･･･単位

を計算する･･･」とあります。 

②「予習→授業→復習」の学習時間全体で単位が認定されます。 

本学では学則として 2 単位 30 時間の授業時間が設定されています。法令では「2 単位あた

り 90 時間の学修時間」が必要となることから 1 科目につき 60 時間の予習・復習が必要とな

ります。 

③１学期で「20 単位」を修得する場合 

「20 単位×45 時間＝900 時間」の学修時間が必要となります。教室内での学修時間 300

時間を差し引くと 600 時間、教室外での学修が必要となります。1 学期の授業期間を 100 日

とすると、1 日あたり 7、8 時間の計算になります。授業時間だけが成績評価の対象になるの

ではなく、予習・復習の時間がとても大切です。以上の理由から、履修単位に上限を設けて

います。 

学 年 1 年 2 年 3 年 ４年 

学 期 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

単位数 22 22 22 22 22 22 26 26 

１．上記履修単位の中には「卒業要件単位」に加算されない「学芸員科目」「日本語教師科

目」の単位を含みません。 

２．時間割に組みこまれていない集中講義科目は上限 22 単位の外で履修できます。 

３．学期 GPA が 3.0 以上の場合は時学期の履修単位上限を 26 単位とします。 

４．過年度生については、履修単位の上限はありません。 

 

（４）受講申込が必要な科目について 

以下の科目は、受講者数の制限があるため申込みが必要です。オリエンテーション期間に

申込方法の説明を聞いて受講申込をしてください。入学年次の早い学生より優先して受講を

認めます。受講可能者は Teams で発表しますので、受講が認められたことを確認してから

履修登録をしてください。また、履修を取り消す場合は必ず連絡をしてください。 

科 目 名 開講時期 定  員 

伝統文化Ａ（茶道） 秋 

30 名 伝統文化Ｂ（華道） 春 

伝統文化Ｃ（書道） 春 
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（５）フィールドスタディ 

「フィールドスタディ」受講希望者は、必ずオリエンテーションにて実習内容の説明を聞

いたうえで、該当学期のはじめに、他の科目と一緒に履修登録をしてください。履修登録者

が 5 名未満（海外研修は 10 名未満）の場合は実施できない場合があります。 

 

（６）履修確認・修正について 

履修確認・修正は自分が登録した科目が正しく履修登録されているか確認をする重要な手

続きです。間違った科目のまま登録される可能性がありますので、必ず WSDB にログイン

をして「科目名」と「担当教員名」に間違いがないか確認をしてください。 

 

（７）履修科目の取消について 

「登録しただけ」の科目で成績表が「F の限りない羅列」になっていませんか。履修科目

の授業を受講してみたものの、その内容が意図していたものと違っていたとか、授業内容を

理解するだけの知識や準備が足りなかったことなどから、授業を履修途中で断念した場合な

ど、成績表にはそのまま「F」が記載されます。また、奨学生や諸表彰の選考時に不利益を

被ることもあります。 

履修科目の取消を希望する学生は、履修確認・修正期間に WSDB アプリで手続きを行っ

てください。期間外の取消は原則として受付できません。 

 

（８）教科書・参考書販売について 

 教科書指定のある科目は、教科書を持参していないと受講が認められませんので、必ず入

手してください。各自で書店やインターネットで購入してください。  
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７ 講義について 

（１）授業時間について 

１．授業時間は、1 講時（1 コマ）90 分で行います。また、各講時の間は、10 分間の休憩時

間があります。 

２．正当な理由がなく 30 分以上遅刻した場合は欠席とみなします。 

時限 授業時間 

１時限 9：00～10：30 

２時限 10：40～12：10 

３時限 13：00～14：30 

４時限 14：40～16：10 

５時限 16：20～17：50 

 

【集中講義】 

通常の授業開講週以外の夏季、春季休業に時間割を組み授業を行います。集中講義を行う

科目は、集中講義時間割に記載しています。詳細は、事前に掲示しますので Teams 等で確

認してください。 

 

（２）受講上の注意について 

【受講マナー】 

１．静粛かつ真剣に受講してください。私語は禁止します。 

２．著しく授業態度の悪い学生がいた場合、その時限、またはその学期の受講が停止される

場合があります。 

３．携帯電話の使用を禁止します。 

４．授業中の飲食は禁止します。 

５．万が一、何らかの事情で授業に遅刻して入室しなければならないときは、必ず授業担当

者にその旨を報告の上、着席してください。 

６．授業中に無断で退出することを禁止します。  

７．配布された資料などは置いて帰らずに持ち帰ってください。 

 

【教室でのマナー】 

１．消し忘れの黒板は消し、清潔な教室を常に心がけましょう。 

２．授業終了後、不要な照明スイッチを切ってから退出しましょう。 

３．教室を利用して飲食をする場合は、ゴミを教室に捨てないで、特定の場所に分別して捨

てましょう。 

４．机・椅子を移動した場合は元の状態に戻してください。 

５．配布された資料などは置いて帰らずに持ち帰ってください。 
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【オンライン授業受講時のマナー】 

１．パソコン、タブレットの使用を推奨する。 

２．事前に資料が配布されている場合は準備しておく。ファイルで送信されている場合はス

マートフォン等で表示させながら授業に参加する、または印刷して手元に準備する。 

３．マイクはオフにし、発言時のみオンにする。 

４．人物の撮影・録画は禁止する。 

５．操作については教員の指示に従うこと。 

 

（３）欠席について 

講義を欠席する場合は、証明する書類を添付して事前に欠席届を提出することを原則とし

ます。事前に提出できない場合は欠席後、速やかに提出してください。原則として担当教員

に直接提出するものとします。ただし、オンライン授業の場合は事務室に提出してください。 

（巻末の参考資料）１．欠席届（P.163） 

２．インターンシップ欠席届（P.164） 

３．博物館学実習欠席届（P.164） 

４．忌引による欠席届（P.165） 

５．学校感染症による欠席届（P.166） 

 

※以下の場合については担当教員が認めた場合には「欠席」扱いにならない可能性もある。 

①博物館実習、インターンシップ等 

 「博物館学実習欠席届」「インターンシップ欠席届」を事務室に提出する。 

②弔事 

・「忌引による欠席届」と証明できるものを一緒に事務室に提出する。 

・３親等以内の身内の場合に限ります。 

 国内 国外 

配偶者および１親等（父母） 7 日 14 日 

２親等（祖父母、兄弟姉妹） 3 日 6 日 

３親等（おじ、おば） 2 日 4 日 

 ※いずれも土日祝も含む 

③その他 

・上記以外の理由で授業を欠席する（した）場合も、必ず欠席届を提出する。 

 

（４）休講について 

休講は担当教員から連絡があり次第、Teams にて連絡します。始業後 30 分経過しても担

当教員の入室がない場合には、事務室に申し出て指示を受けてください。 



95 

 

 

（５）補講について 

やむを得ない事情により休講した授業、または休講を予定している授業については、授業

を補うために補講を行う場合があります。補講を行う授業については Teams にて連絡しま

す。 

 

（６）教室変更について 

教室が変更になる場合は、Teams で連絡します。履修登録・確認が完了した時期は、受講

者数が確定することにより適切な教室へと変更するため大幅な変更が行われます。 

 

（７）コロナウイルス感染症及びインフルエンザの対応について 

 2023 年 5 月 8 日以降のコロナ及び季節性インフルエンザ対応についての本学の指針 

１．学生・教職員がコロナ及びインフルエンザに感染した場合の事務当局への報告

を不要とする。 

２．該当者は発症したのち 5 日間は自宅療養に努め、かつ症状軽快後さらに１日を

自宅で過ごしたのち、登校（出勤）する。「症状軽快」とは解熱剤を使用するこ

となく解熱し、呼吸器の症状が改善傾向にある状態を指す。 

３．学生に対する教務上の扱いは、登校後に履修科目担当者に対して学生がみずか

ら欠席届を提出し、事由を「コロナもしくはインフルエンザに感染」と明記す

る。その際、下記のいずれかを添付すること。 

① 検査キットによる陽性反応の記録（写真） 

② 医療機関が発行する領収書もしくは診断書のコピー 

４．欠席届を受理した担当教員は、学生の欠席分を授業の開講母数から減ずる。そ

の理由は、学生は感染症に罹患したために登校・受講が許されな 

  かったためであり、この点を考慮しなければならないからである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目の内容や履修の方法について不明な点があれば、先生に積極的に相談するようにし

ましょう。卒業のため、あるいは資格取得のための要件など、制度上のことで不明な点に

ついては職員に遠慮なく声をかけてください。 

不明な点について 
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８ 試験及び成績評価 

（１）試験の種類 

１．定期試験 

  ①学期末に実施します。 

  ②受験科目は、正規の手続きを経て履修登録した科目で、受験資格を得たものに限りま

す。 

  ③試験時間割は、試験 1 週間前に掲示します。 

  ④受験資格のない学生は試験１週間前に掲示します。 

  ⑤筆記試験の代わりに、実技やレポートを課せられる場合があります。その課題につい

ても掲示でお知らせします。 

  ⑥定期試験場の注意事項は、試験１週間前に掲示します。 

   やむを得ない理由で試験（レポート、実技などを含む）が受験できなかった場合は、

試験日から１週間以内に、理由書を添えた「定期試験欠席届」を事務室窓口に提出し

てください。 

 

２．追試験 

  「定期試験欠席届」を提出し承認された場合は、追試験を願い出ることができます。 

◆追試験が認められる主な理由 

 ①病気 

  定期試験欠席届に医師の診断書を添付して提出する。（医師の診断書以外は無効） 

 ②就職試験 

  定期試験欠席届に受験証明書を添付して提出する。 

 ③交通機関  

  定期試験欠席届に遅延証明書または運行停止証明書を添付して提出する。 

 ④忌引き 

  定期試験欠席届に保証人が証明した届出書を添付し提出する。 

  ３親等以内の身内に限る。 

 ⑤その他 

  上記以外の理由の場合は、事前に定期試験欠席届と証明できる書類を事務室に提出し、

承認を得る必要があります。 

 

３．再試験 

・卒業見込みのある最終学年かつ受験有資格者で成績発表において F 評価だった者を対象と

します。 

・科目は「卒業研究」以外とし、申請可能な科目数は最大 3 科目までです。 

・学生からの申し出制、かつ許可制とします。時期が近付いたら Teams や掲示板等で通知
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されますので、「再試験申請期間」に申請書類を提出してください。 

・１科目あたり 10,000 円の支払いが必要です。 

（原則、再試験前日までに支払いのこと。※遠隔地在住等、事情がある者は要相談。） 

（窓口にて現金支払い、銀行振り込みあるいは電子決済。※電子決済は WeChatPay のみ） 

・判定は、合格か不合格のみです（合格の場合は一律 60 点となります。） 

 

（２）受験資格 

出席すべき時間数の３分の１以上を欠席した場合、当該科目の受験資格が認められない場

合があります。受験資格については試験１週間前に学生ホールの掲示板でお知らせします。 

 

（３）受験心得 

１．受験にあたって、監督者の指示に従うこと 

２．学生証の提示を求められた場合はスマートフォンを取り出し、提示した後、速やかにか

ばんにしまうこと。 

３．持ち込みが許可されていないノート・教科書・参考書はかばんなどにしまうこと。筆記

用具以外は机の下に置くこと。 

４．試験開始から 30 分以上経過した場合は受験できない。また、試験開始後 30 分経過した

場合は途中退出できるが、試験終了時刻まで教場に戻ることはできない。 

５．不正行為を行ったものは、当該科目の単位は不認定となり「不正受検行為者処分規程」

により処分される。 

６．スマートフォンや携帯電話の電源は必ず切っておくこと。 

 

（４）試験時間 

春及び秋学期の定期試験は原則として通常の授業時間割に従って行われます。試験時間は

60 分です。 

時 限 試 験 時 間 

１時限 9：00～10：00 

２時限 10：40～11：40 

３時限 13：00～14：00 

４時限 14：40～15：40 

５時限 16：20～17：20 
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（５）成績評価・単位認定 

１．成績評価は「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｆ」とし、次のとおりＧＰ（Grade Point）を付与

します。 

評 価 評 価 ＧＰ 

Ｓ 90 ～ 100 点 ４ 

Ａ 80 ～ 89 点 ３ 

Ｂ 70 ～ 79 点 ２ 

Ｃ 60 ～ 69 点 １ 

Ｔ 認 定 対象外 

Ｆ 59 点以下 ０ 

 

２．ＧＰＡ（Grade Point Average）の数値は各科目で取得したＧＰに該当科目の単位数を

乗じ、その総和を履修登録科目総単位数で割ります。（小数点第２位まで表示し、小数

点第３位を四捨五入します。）個々の教員から提出された成績（評点による）を成績評

価別のＧＰに変換し、ＧＰＡの値を算出します。 

 

 

 

 

 

※「学芸員科目」「日本語教師科目」は含みません。 

※既に修得単位科目は再履修することができますが、前回の評価は再履修の結果で上書きさ

れます。 

 

３．出席状況、授業間試験、レポートなどの成績を総合評価して、合格した科目については

規定の単位を認定します。 

４．追試験の成績評価は、定期試験に準じます。 

５．成績評価の基準は各科目のシラバスに記載のとおりです。 

６．課題レポートにコピー＆ペーストがある場合は不正行為となります。 

 

（６）成績発表及び質疑 

１．履修科目の成績は各自 WSDB で確認することができます。また、保証人には成績確定

後、「成績表」をメール送信する予定です。 

２．成績評価の質疑は、成績評価質問日内に専任教員の場合は、直接担当教員に申し出てく

ださい。非常勤講師の場合は、事務室窓口に質問用紙を提出してください。 

 

 

ＧＰＡ＝ 

（各科目の単位数 × その科目で修得した GP）の総和 

履修登録した科目の総単位数 
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成績評価のめやす 

評価 評点 ＧＰ めやす 

Ｓ 90～100 点 ４ 

到達目標をすべて達成し、その成果にもとづいて

より高度な知識や能力の獲得を自力でめざすこと

ができる。 

Ａ 80～89 点 ３ 到達目標をほぼすべて達成している。 

Ｂ 70～79 点 ２ 到達目標の主要な部分を達成している。 

Ｃ 60～69 点 １ 到達目標の必要不可欠な部分を達成している。 

Ｆ 59 点以下 ０ 単位修得レベルに達していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の厳正化について 

平成 20 年 12 月 24 日に中央教育審議会から『学士課程教育の構築に向けて』と題する

答申が公表されました。この答申には「学習時間の確保など単位制度の実質化」「成績

評価の厳正化」等を柱として、大学改革の具体的な方策が提言されています。我が国の

大学教育をめぐっては、「出口管理」の強化、卒業認定などの評価の厳正化が大きな課

題ともなっています。このような情勢を受けて、本学においても成績評価の透明化、厳

正化の向上を目的として、「成績評価の指針」並びに「成績評価に関する確認事項」を

制定し実施しております。 
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第４部 

知っておきたいこと 

学則及び諸規定 
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北洋大学学則 

 
 

                         平成 10 年４月 1 日 

                         制       定 

 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 北洋大学（以下「本大学」という。）は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに

従い、学校法人京都育英館の建学の精神である「明徳・格物致知の実践」を旨として、幅広い

教養を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、もって我が国及び国際社会の発展と人

類の福祉に寄与しうる人材を育成することを目的とする。 

 （自己評価等） 

第２条 本大学は、教育水準の向上を図り、及び前条の目的を達成するため、本大学における教

育、研究活動等の状況について、自ら点検及び評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価の項目並びにその実施体制については、別に定める。 

 （組織的な研修等） 

第２条の２ 本大学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施す

る。 

２ 前項の組織的な研修及び研究については、別に定める。 

 （学部・学科） 

第３条 本大学に次の学部・学科及び外国人留学生別科を置く。 

 国際文化学部 キャリア創造学科 

２ 外国人留学生別科に関する規程は、別に定める。 

 （収容定員） 

第４条 本大学国際文化学部各学科の収容定員は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 入 学 定 員 収 容 定 員 

国際文化学部 キ ャ リ ア 創 造 学 科 ７５ ３００ 

 （修業年限） 

第５条 本大学各学部の修業年限は、４年とする。 

２ 在学年数は、７年を超えることができない。 

 

   第２章 学年、学期及び休業日 

 （学年及び学期） 

第６条 学年は、４月１日に始まり翌年３月 31 日に終る。 

２ 前項の学年を春学期及び秋学期に分ける。 

  春学期 ４月１日から 9 月 15 日まで 
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  秋学期 ９月１6 日から翌年３月 31 日まで 

３ １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含めて、年間 35 週にわたることを原則と

する。 

 （休業日） 

第７条 休業日は、次のとおりとする。 

 (1) 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日 

 (2) 開校記念日 11 月 14 日（ただし、運用は各年度の年間スケジュールによる。） 

 (3) 夏季休業 春学期定期試験最終日の翌日から 9 月 15 日まで 

 (4) 冬季休業 12 月 29 日から翌年 1 月 3 日まで 

 (5) 春季休業 秋学期定期試験最終日の翌日から３月 31 日まで 

２ 前項の休業日を変更し、又は臨時に休業日を定めることができる。 

３ 第１項の休業日であっても、臨時に授業を行うことができる。 

 

   第３章 教育課程及び履修方法 

 （授業科目） 

第８条 授業科目は、一般教育科目（学部共通科目）、基礎専門科目、専門科目、演習科目、実

習科目及び関連科目に分け、これを４か年に配当して教授する。 

 (授業の方法） 

第８条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用

により行うものとする。 

２ 文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様なメディ

アを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、同様と

する。 

４ 文部科学大臣が別に定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外の

場所で行うことができる。 

 （教育課程） 

第９条 学部・学科の授業科目、単位数、履修方法及び卒業に必要な単位は、別表第１のとおり

とする。 

 （他学科履修） 

第９条の２ 学生が在学している学科以外の本大学の学科の授業科目を履修することを希望する

場合は、学部・学科ごとに定める範囲で、学長がこれを許可することができる。 

２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、在学する学科の卒業に必要な単位に算

入することができる。 

 （他大学履修） 

第１０条 学生が、本大学と単位互換協定または、学生交流協定を締結している国内の他の大学

又は短期大学の授業科目を履修することを希望する場合は、教授会の議を経て、学長がその意

見を聴き、これを許可することができる。 
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２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、大学設置基準第 28 条第１項に定める

範囲で、本大学において修得したものとみなし、卒業所要単位に算入することができる。 

３ 学生の他大学履修又は他短期大学履修については、別に定める他大学履修に関する規程によ

る。 

 （大学以外の教育施設における学修） 

第１０条の２ 学生は、短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修及びその他文部科学大

臣が別に定める学修を、本大学の授業科目として認定を申請することができる。 

２ 本大学は、教育上有益と認められるときは、前項により申請された学修を、教授会の議を経

て、学長がその意見を聴き、本大学の授業科目として認定することができる。この場合におい

て、前項により履修した授業科目の修得単位については、大学設置基準第 29 条第２項に定め

る範囲で、本大学において修得したものとみなし、卒業所要単位に算入することができる。 

 （留学） 

第１１条  学生が、外国の大学又は短期大学、ならびに大学以外の教育施設等の授業科目を履修

することを希望する場合は、教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを許可すること

ができる。 

２ 前項により履修した授業科目の修得単位については、大学設置基準第 28 条第２項に定める

範囲で、本大学において修得したものとみなし、卒業所要単位に算入することができる。 

３ 学生の留学に関する規程は、別に定める。 

 （外国人留学生及び海外帰国子女の特例） 

第１２条 第 57 条及び第 58 条により入学を許可された者の教育のために、第８条に定める授業

科目のほか、日本語及び日本事情に関する授業科目を開設することができる。 

２ 前項により履修した日本語及び日本事情に関する授業科目の修得単位については、一般教育

科目の卒業所要単位に算入することができる。 

 （単位の計算） 

第１３条 単位の計算は、次の各号の基準による。 

 (1) 講義及び演習については、15 時間又は 30 時間の授業をもって１単位とする。 

 (2) 実習及び実技については、30 時間又は 45 時間の授業をもって１単位とする。 

 （授業科目の届出） 

第１４条 学生は、履修しようとする授業科目を毎学年所定の期間内に届出て承認を得なければ

ならない。 

 （学芸員） 

第１４条の２ 学芸員の資格を得ようとする者は、第９条に定めるもののほかにそれぞれ定めら

れた授業科目の単位を修得しなければならない。 

２ 学芸員の資格を得るために必要な授業科目及び単位数は、別表第４のとおりとする。 

 （日本語教師） 

第１４条の３ 日本語教師の資格を得ようとする者は、第９条に定めるもののほかにそれぞれ定 

められた授業科目の単位を修得しなければならない。 

２ 日本語教師の資格を得るために必要な授業科目及び単位数は、別表第４のとおりとする。 

 （進級） 
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第１５条 学生が所定の単位を修得しないときは、別に定める規程により教授会の議を経て、学

長がその意見を聴き、入学２年次と３年次の間に進級停止の処置をとることができる。 

 

   第４章 試験及び成績評価 

 （試験） 

第１６条 履修した授業科目修了の認定は、試験その他の方法によって行う。 

２ 前項の認定は、第 14 条によりあらかじめ届出ている授業科目でなければならない。 

第１７条 試験は、所定の期間内にこれを行う。 

２ 前項の試験のほかに、臨時に試験を行うことがある。 

第１８条 各授業科目について、出席すべき時間数の３分の１以上欠席した者は、当該授業科目

修了の認定を受ける資格を失うことがある。 

第１９条 授業料その他の学費未納者は、授業科目修了の認定を受けることができない。 

 （成績評価） 

第２０条 成績評価は、Ｓ（１００点～９０点）、Ａ（８９点～８０点）、Ｂ（７９点～７０点）、

Ｃ（６９点～６０点）、Ｆ（５９点以下）の５段階に分け、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃを合格とし、Ｆを

不合格とする。なお、既修得科目の認定評価はＴと表記する。 

２ 合格した授業科目については、所定の単位を修得したものと認める。 

３ 不合格の授業科目については、改めて履修することを妨げない。 

４ 成績評価による学業成績を総合的に判断する指標として、ＧＰＡ（Grade Point Average）

を用いる。 

５ 前項に定めるＧＰＡは、成績評価のうち、Ｓに 4.0、Ａに 3.0、Ｂに 2.0、Ｃに 1.0、Ｆに 0

をそれぞれ評価点として与え、各授業科目の評価点にその単位数を乗じて得た積の合計を、履

修した授業科目の総単位数で除して算出する。ただし、Ｔとして表記された科目を除く。 

 （追加試験） 

第２１条 やむを得ない事由で、定期の試験を受けることができなかった者については、追加試

験を行うことがある。 

 

   第５章 卒業及び学士号 

 （卒業及び学位の授与） 

第２２条 本大学に４年以上在学し、学部学科所定の教育課程に従って、授業科目を履修し、所

定の単位を修得した者には、卒業を認定し、学士（国際文化学）の学位を授与する。 

 

   第６章 入学、編入学、再入学及び転科 

 （入学の時期） 

第２３条 入学の時期は、学期の始めとする。 

 （入学資格） 

第２４条 本大学の第１学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

 (1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

 (2) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により、これに相
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当する学校教育を修了した者を含む。） 

 (3) 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの 

 (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

 (5) 文部科学大臣の指定した者 

 (6) 大学入学資格検定規程により文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格した者 

 (7) その他本大学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者 

 （入学試験） 

第２５条 本大学に入学を志望する者は、所定の手続をもって出願し、入学試験を受けなければ

ならない。 

２ 入学試験の方法は、別に定める。 

３ 前項の試験に合格し、所定の入学手続を終えた者に入学を許可する。 

 （編入学） 

第２６条 編入学のできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とし、選考のうえ、編入学を

許可することができる。 

 (1) 大学または短期大学もしくは高等専門学校を卒業した者 

 (2) 大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者 

(3) その他の資格については、別に定める。 

２ 前項の規定により編入学した者の在学期間は、第 22 条の規定にかかわらず、２年以上４年

までとする。 

３ 編入学した者が入学前に修得した単位については、本大学で修得した単位として認定するこ

とができる。 

４ その他編入学に関して必要な事項は別に定める。 

 （再入学） 

第２７条 本大学を退学した者又は除籍された者で、再び入学を志望する者があるときは、選考

のうえ再入学を許可することができる。 

２ 再入学に関する規程は、別に定める。 

 （入学手続） 

第２８条 入学を許可された者は、所定の保証人連署の在学誓書(保証書)、その他入学に必要な

書類を提出しなければならない。 

２ 保証人は、親権者若しくはそれに準ずるものであって在学中の一切の事項について保証する

者とする。 

３ 保証人が改姓名、転居したときは、速やかに届出なければならない。 

４ 保証人が死亡、その他の事由によりその資格を失ったときは、直ちに保証人を別に定め、改

めて在学誓書（保証書）を提出しなければならない。 

５ 第１項の手続を完了しないときは、入学を取消すことがある。 

 （既修得単位の認定） 
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第２９条 第 25 条、第 26 条、第 27 条、第 57 条及び第 58 条により入学、編入学、再入学を許

可された者が、従前在学した大学又は短期大学等（外国の大学又は短期大学を含む。）及び高

等専門学校、専修学校の専門課程並びに第 10 条の２に定める大学以外の教育施設における学

修のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものにおいて、既に修得した授業科目の単位

（科目等履修生として修得した単位を含む。）については、次に定める範囲内で本大学で修得

した単位として認定することができる。 

 (1) 他の大学又は短期大学等（国外の大学又は短期大学を含む。）及び高等専門学校、専修学校

の専門課程並びに第 10 条の２に定める大学以外の教育施設における学修のうち、文部科学

大臣の定める基準を満たすものにおいて、卒業又は中途退学し、新たに本大学の第１年次に

入学した者の従前在学中に修得した単位については、大学設置基準第 30 条第３項に定める

範囲 

 (2) 編入学した者については、従前在学中に修得した全授業科目の単位のうち、編入学時に認

定された授業科目の単位 

 （転科） 

第２９条の２ 本大学の学生で他の学科に転科を志願する者のあるときは、選考のうえ許可する

ことができる。 

 

   第７章 休学、復学、退学、除籍及び転学 

 （休学） 

第３０条 病気その他の事由で長期にわたり修学することができないときは、理由を付し、保証

人連署のうえ願い出て休学の許可を得なければならない。 

２ 病気を理由とする休学願には、医師の診断書を添付しなければならない。 

 （休学期間） 

第３１条 休学期間は、学年の春学期若しくは秋学期又は１学年を区分とし、当該年度限りとす

る。 

２ 引き続き休学を要する特別の事情があるときは、許可を得てさらに１年に限り休学すること

ができる。ただし、通算４年を超えることはできない。 

３ 休学期間は、在学年数に算入しない。 

 （復学） 

第３２条 復学は、学年春学期の始め又は学年秋学期の始めとし、願い出によりこれを許可する。 

２ １学年を区分とし休学した者の復学年次は、原級に留め置くものとする。ただし、春学期又

は秋学期を区分とし休学した者は、この限りではない。 

 （欠席） 

第３３条 傷病その他やむをえない事由で欠席しようとするときは、その理由を付した欠席届を

提出しなければならない。 

２ 傷病のため１週間以上欠席するときは、欠席届に医師の診断書を添付しなければならない。 

 （退学） 

第３４条 傷病その他やむをえない事由で退学しようとする者は、理由を付し、保証人連署をも

って願い出て許可を得なければならない。 
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 （除籍） 

第３５条 次の各号の一に該当する者は、これを除籍する。 

 (1) 第５条第２項に規定する在学年数を超えた者 

 (2) 第 31 条第１項又は第２項に規定する休学期間を超えた者 

 (3) 学費の納付を怠り、督促を受けても期日（春学期分は 5 月 31 日、秋学期分は 11 月 15 日） 

までに納入しない者 

 (4) 外国人留学生で、出入国管理及び難民認定法に定める在留資格を喪失した者 

 (5) 死亡又は失踪宣告が確定した者 

 （転学） 

第３６条 本大学の学生で、他の大学に転学を希望する者は、願い出て許可を得なければならな

い。 

 

   第８章 職員組織 

 （学長） 

第３７条 本大学に学長を置き、校務をつかさどり、所属教職員を統督する。 

 （副学長） 

第３７条の２ 本大学に副学長を必要に応じて置くことができ、学長を助け、命を受けて校務を 

つかさどる。 

 （学部長） 

第３８条 本大学に学部長を置き、学長を補佐して学部に関する校務をつかさどる。 

 (主任) 

第３８条の２ 学部に学科主任を置き、学部長を補佐する。 

 （教職員） 

第３９条 本大学に教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、その他の職員を置く。 

 （任期を定めた教員） 

第３９条の２ 前条に定める教員について、任期を定めた教員を置くことができる。 

２ 任期を定めた教員に関する規程は別に定める。 

 （教授） 

第４０条 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及び

実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 （准教授） 

第４１条 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実

績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 （講師） 

第４２条 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

 （助教） 

第４２条の２ 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識、能力を有する者

であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 （助手） 
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第４３条 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する。 

 （臨時講師） 

第４４条 学長は、必要があると認めたときは、臨時に講師を嘱託することができる。 

 （名誉教授、客員教授） 

第４５条 本大学に名誉教授、客員教授を置くことができる。 

２ 名誉教授、客員教授に関する規程は、別に定める。 

 （その他の職員） 

第４６条 事務職員、その他の職員に関する規程は、別に定める。 

 

   第９章 教授会 

 （教授会） 

第４７条 本大学に教授会を置く。 

２ 教授会は、専任の教授、准教授、講師及び助教をもって構成する。 

３ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり審議し、意見を述べるものと

する。 

 (1) 学生の入学及び卒業 

 (2) 学位の授与 

 (3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして学長が定めるもの。 

４ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長、学部長等（以下「学長等」という。）がつか

さどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることが

できる。 

５ 教授会に関する規程は、別に定める。 

 

   第１０章 学費及び入学検定料 

 （学費） 

第４８条 本大学の学生は、別表第５の入学金、授業料その他の学費を納入しなければならない。 

２ 前項のうち学費は、次の期日までに振り込まなければならない。 

 

 

 

 

 （入学検定料） 

第４９条 本大学に入学を志願する者は、別表第６に定める入学検定料を納入しなければならな

い。 

 

   第１１章 奨学金制度 

 （奨学金） 

第５０条 人物・学業成績等が優秀な学生又は経済的に修学困難な事情が生じた学生に対しては、

選考のうえ奨学金を貸与若しくは給費することができる。 

 4 月 30 日 10 月 15 日 翌年 4 月 30 日 

春学期入学 半額 残りの半額  

秋学期入学  半額 残りの半額 
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２ 奨学金に関する規程は、別に定める。 

   第１２章 賞罰 

 （表彰） 

第５１条 人物・学業ともに優秀な者又は特に善行があって他の模範となる者に対しては、教授

会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを表彰することができる。 

２ 表彰に関する規程は、別に定める。 

 （懲戒） 

第５２条 学生が本大学の規則・命令に背き、又は学生の本分に反する行為があったときは、教

授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを懲戒する。 

２ 懲戒は、情状により譴責、停学、退学の３種とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当するものに対して行うことができる。 

 (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 (2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

 (3) 正当の理由がなくて出席常でない者 

 (4) 本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

４ 懲戒に関する手続きは、別に定める。 

 （弁償） 

第５３条 校舎及び附属する施設・設備を故意に汚損又はき損したときは、相当の弁償をさせる

ことができる。 

 

   第１３章 聴講生、科目等履修生、科目等特別履修生、委託生、外国人留学生、 

   海外帰国子女 

 （聴講生） 

第５４条 本大学の授業科目の１科目又は数科目の聴講を願い出た者にたいしては、正規の学生

の学修に妨げのない限り選考のうえ聴講生として許可することができる。 

２ 聴講生に関する規程は、別に定める。 

 （科目等履修生） 

第５５条  本大学の授業科目の１科目又は数科目の履修を願い出た者にたいしては、正規の学生

の学修に妨げのない限り選考のうえ科目等履修生として履修を許可することができる。 

２ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。 

 （科目等特別履修生） 

第５５条の２ 本大学と学生交流協定を締結している国内外の大学又は短期大学に現に在学して

いる者で、推薦のあった者は、科目等特別履修生として授業科目の履修を許可することができ

る。 

２ 科目等特別履修生に関する規程は、別に定める。 

 （委託生） 

第５６条 特定の機関・団体等から、本大学の授業科目について修学を委託される者があるとき

は、選考のうえ委託生として許可することができる。 

２ 委託生に関する規程は、別に定める。 
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 （外国人留学生） 

第５７条 第 24 条に規定する入学資格を外国で取得した外国籍の者で、本大学を志望する者は、

選考のうえ外国人留学生として入学を許可することができる。 

２ 外国人留学生に関する規程は、別に定める。 

 （海外帰国子女） 

第５８条 第 24 条に規定する入学資格を外国で取得した日本国籍の者で、外国において相当の

期間、中等教育（高等学校に対応する学校における教育をいう。）を受けた者は、選考のうえ

海外帰国子女として入学を許可することができる。 

２ 海外帰国子女に関する規程は、別に定める。 

 （外国人特別生） 

第５９条 第 24 条に規定する入学資格を有しない外国人で、外務省及び在外公館又は本邦所在

の外国公館の確実な紹介のある者は、選考のうえ外国人特別生として入学を許可することがで

きる。 

２ 外国人特別生に関する規程は、別に定める。 

 

   第１４章 図書館 

 （図書館） 

第６０条 本大学に図書館を設け、図書その他の文献及び研究資料を収集管理し、教職員及び学

生並びに館長の許可を受けた一般市民の閲覧に供する。 

２ 図書館に関する規程は、別に定める。 

 

   第１５章 福利厚生施設  

 （福利厚生施設） 

第６１条 本大学に、保健室、相談室その他必要な福利厚生施設を置く。 

 

   第１６章 公開講座 

 （公開講座） 

第６２条 公開講座は、教授会の議を経て随時にこれを開設することができる。 

２ 公開講座に関する科目、聴講料についてはその都度これを定める。 

 

第１７章 雑則 

 （改廃） 

第６３条 この学則の改廃は、理事会が決定する。 

 

 

   附 則 

 この学則は、平成１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１１年４月１日から施行し、改正後の第４８条別表第４学費等は、平成１０

年度入学生から適用する。 
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   附 則 

 この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、平成２４年度以前の入学者は、従前

の教育課程及び履修方法による。 

   附 則 

 １ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 ２ 第２９条は平成２７年度の入学者から適用する。 

   附 則 

 １ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

 ２ 国際文化学部国際文化学科は、平成２９年度から学生募集を停止し、当該学科に在籍する

者の卒業等を待って廃止するものとする。 

 ３ 第４条の規定にかかわらず、平成２９年度からの国際文化学部国際文化学科の入学定員は

０人とする。 

 ４ 第４条の規定にかかわらず、平成２９年度から平成３２年度までの国際文化学部国際文化

学科の収容定員は次のとおりとする。  

 収容定員 

 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 

国際文化学部国際文化学科 ２２５ １５０ ７５ － 

   附 則 

 この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２８年度以前の入学者は、従前

の教育課程及び履修方法による。 

   附 則 

 この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

   附 則 
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 この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和６年 11 月 6 日から施行する。ただし、私費留学生の入学検定料は、令和 8 

年度入学生から適用する。 

附 則 

 この学則は、令和 7 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和 7 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この学則は、令和 8 年 4 月 1 日から施行する。 
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別表第１  Ⅰ 教育課程（第９条） 

（１）キャリア創造学科 

目的 キャリア創造学科は、異文化理解を基盤とし、自分自身の生き方を見つめ自分の生き

る社会の中で、潜在能力を開花させ、学んだ知識や実践力を活用できる幅広い職業人の養成

を目的とする。 

 

Ａ 令和８年度以降入学生適用 

  授業科目の名称 単位 
卒業所要単位 

必修 選択必修 選択 広域選択 

一
般
教
育
科
目 

入
門 

キャリアデザインを学ぶⅠ 2 
4   

4  

キャリアデザインを学ぶⅡ 2 

文
化 

宗教と文化を学ぶ 2 

  4 

哲学を学ぶ 2 

多文化共生を学ぶ 2 

異文化コミュニケーションを学ぶ 2 

歴史学を学ぶ 2 

比較文化を学ぶ 2 

考古学を学ぶ 2 

社
会 

日本国憲法を学ぶ 2 

  6 

政治の知識を学ぶ 2 

経済の知識を学ぶ 2 

経営の知識を学ぶ 2 

会計の知識を学ぶ 2 

国際関係と経済を学ぶ 2 

社会学を学ぶ 2 

ジェンダーを学ぶ 2 

言
語 

言語について学ぶ 2 

  6 

音声について学ぶ 2 

文学について学ぶ 2 

中国語について学ぶ 2 

韓国語について学ぶ 2 

ドイツ語について学ぶ  2 

ロシア語について学ぶ  2 

アイヌ語について学ぶ 2 

情
報 

情報と社会について学ぶ 2 
  2 

IT ソリューションについて学ぶ 2 
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 授業科目の名称 単位 
卒業所要単位 

必修 選択必修 選択 広域選択 

 

情報 情報とメディアについて学ぶ 2   

 

 

健
康
・
科
学 

健康とスポーツを学ぶ 2 

  4 

スポーツとキャリアを学ぶ 2 

食と健康を学ぶ 2 

健康と心理を学ぶ 2 

自然科学を学ぶ 2 

科学と社会を学ぶ 2 

生物と環境を学ぶ 2 

現代社会と健康を学ぶ 2 

共
通
科
目 

国
際
経
営
（
基
礎
） 

 

行動経済学 2 

  8 

18 

経営戦略・管理論 2 

ベンチャー起業論 2 

社会と人間 2 

地域と産業 2 

地方行政論 2 

地方自治論 2 

ビジネス日本語Ⅰ 2 

ビジネス日本語Ⅱ 2 

スポーツビジネス論 2 

変化の時代のキャリア形成 2 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
基
礎
） 

言葉と理解Ⅰ 2 

  8 

言葉と理解Ⅱ 2 

言葉と理解Ⅲ 2 

言葉と表現Ⅰ 2 

言葉と表現Ⅱ 2 

言葉と表現Ⅲ 2 

プレゼンテーション・スキルⅠ 2 

プレゼンテーション・スキルⅡ 2 

プレゼンテーション・スキルⅢ 2 

対人コミュニケーションⅠ 2 

対人コミュニケーションⅡ 2 

対人コミュニケーションⅢ 2 
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授業科目の名称 単位 
卒業所要単位 

必修 選択必修 選択 広域選択 

 

Academic ReadingⅠ 2 

  

 

10 

Academic ReadingⅡ 2 

Academic ReadingⅢ 2 

Academic WritingⅠ 2 

Academic WritingⅡ 2 

Academic WritingⅢ 2 

Communicative DiscussionⅠ 2 

Communicative DiscussionⅡ 2 

Communicative DiscussionⅢ 2 

Presentation and Public SpeakingⅠ 2 

Presentation and Public SpeakingⅡ 2 

Presentation and Public SpeakingⅢ 2 

基礎中国語 2 

基礎韓国語 2 

基礎ドイツ語 2 

基礎ロシア語 2 

アイヌ口承文芸論 2 

国
際
観
光
（
基
礎
） 

観光学入門 2 

  8 

コンテンツツーリズム概論 2 

地域ミュージアム論 2 

観光と文化 2 

アイヌ歴史文化論 2 

地域の歴史と文化Ⅰ 2 

地域の歴史と文化Ⅱ 2 

地域の歴史と文化Ⅲ 2 

コミュニケーション論 2 

英語で学ぶ日本 2 

Japanese Culture 2 

専
門
科
目 

国
際
経
営
（
応
用
） 

マーケティング論 2 

    

 IT ソリューション実践論 2 

マネジメント論 2 

産学官金連携論 2 

金融リテラシー実践論 2 
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 授業科目の名称 単位 
卒業所要単位 

必修 選択必修 選択 広域選択 

 

国
際
経
営
（
応
用
） 

国際経営論 2 

 

所属 

コース

から 

12 

12 

 

企業戦略研究 2 

情報特別講座 4 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
応
用
） 

言葉と理解Ⅳ 2 

  

言葉と表現Ⅳ 2 

プレゼンテーション・スキルⅣ 2 

対人コミュニケーションⅣ 2 

日本語学 2 

日本語音声学 2 

職場日本語Ⅰ 2 

職場日本語Ⅱ 2 

Advanced Reading 2 

Advanced Writing 2 

Communicative Discussion IV  2 

Presentation and Public Speaking 

IV  
2 

English Linguistics  2 

English Phonetics 2 

Business English Ⅰ 2 

Business English Ⅱ 2 

国
際
観
光
（
応
用
） 

観光の政策学 2 

  

観光ビジネス論 2 

観光の交通学 2 

文化人類学入門 2 

グローバル観光論 2 

日本の文化学 2 

エアポート実務論 2 

ホテルビジネス実務論 2 

演
習
科
目 

専門ゼミナールⅠ 2 

12     

専門ゼミナールⅡ 2 

専門ゼミナールⅢ 2 

専門ゼミナールⅣ 2 

卒業研究 4 

実習科目 伝統文化Ａ（茶道） 2   2   
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 授業科目の名称 単位 
卒業所要単位 

必修 選択必修 選択 広域選択 

実
習
科
目 

伝統文化Ｂ（華道） 2 

   

 

伝統文化Ｃ（書道） 2 

伝統文化Ｄ（アイヌ伝承技芸） 2 

実践型職業体験  2 

  4   
地域ボランティアⅠ 2 

地域ボランティアⅡ 2 

フィールドスタディ 2 

 

B 令和３年度以降入学生適用 

  授業科目の名称 
履修単位 

備考 
 必修 選択 自由 

一
般
教
育
科
目 

入
門 

キャリアデザイン入門 2       

キャリアデザイン概論 2       

人
間 

宗教学   2     

哲学   2     

倫理学   2     

歴史学   2     

心理学   2   4 単位以上 

社
会 

憲法学   2     

法学   2     

政治学   2     

経済学   2     

社会学   2   4 単位以上 

科
学 

自然科学の現在   2     

科学技術と社会   2     

生物と環境   2   2 単位以上 

情
報 

情報とコンピュータ   2     

情報コミュニケーション   2     

情報セキュリティ   2     

情報とメディア   2   4 単位以上 

健
康 

スポーツ実技   2     

健康とスポーツ   2   2 単位以上 

合計 26 単位以上 

専
門
科
目 

キ
ャ
リ
ア
・
情
報 

北洋大学の「社会人学」   2     

職業能力とキャリア   2     

スポーツとキャリア   2     
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 授業科目の名称 
履修単位 

備考 
必修 選択 自由 

専
門
科
目 

キ
ャ
リ
ア
・
情
報 

変化の時代のキャリア形成   2   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

14 単位以上 

プレゼンテーション・スキル   2   

協働と対人関係   2   

スポーツビジネス論   2   

マネジメント論   2   

会計の基礎   2   

マーケティング論   2   

地域産業論   2   

地方行政論   2   

社会福祉論   2   

地方自治論   2   

統計の基礎   2   

プログラミング   2   

データサイエンス   2   

情報システム   2   

機械学習と AI   2   

情報の収集と発信   2   

情報特別講座   4   

文
化
・
社
会 

多文化社会論   2  

14 単位以上 

比較文化論   2  

異文化交流論   2  

国際関係論   2  

ジェンダー論   2  

先住民学   2  

観光と文化   2  

持続可能社会論   2  

アイヌ歴史文化論   2  

北海道歴史文化論   2  

北海道の自然と食文化  2  

日本歴史文化論  2  

現代日本文化論  2  

英語で学ぶ日本  2  

中国歴史文化論  2  

アジア歴史文化論  2  

ヨーロッパ歴史文化論  2  

イギリス歴史文化論  2  

北米歴史文化論  2  

オセアニア歴史文化論  2  



120 

 

 

 授業科目の名称 
履修単位 

備考 
必修 選択 自由 

専
門
科
目 

言
語
文
化 

Intensive Reading Ⅰ   2  

 

Intensive Reading Ⅱ   2  

Intensive Reading Ⅲ   2  

Intensive Reading Ⅳ   2  

Extensive Reading Ⅰ   2  

Extensive Reading Ⅱ   2  

Extensive Reading Ⅲ   2  

Extensive Reading Ⅳ   2  

Intensive Online English Practice   2  

Writing Ⅰ   2  

Writing Ⅱ   2  

English for Tourism   2  

Japanese Culture   2  

Listening and Pronunciation   2  

Advanced Reading Ⅰ   2  

Advanced Reading Ⅱ   2  

Public Speaking   2  

Discussion and Debate   2  

Advanced Writing   2  

Literature   2  

English Phonology   2  

Business English Ⅰ   2  

Business English Ⅱ   2  

中国語入門   2  

中国語発音   2  

中国語コミュニケーションⅠ   2  

中国語コミュニケーションⅡ   2  

視聴覚中国語Ⅰ   2  

視聴覚中国語Ⅱ   2  

中日翻訳Ⅰ   2  

中日翻訳Ⅱ   2  

中日翻訳Ⅲ   2  

インテンシブ中国語Ⅰ   2  

インテンシブ中国語Ⅱ   2  

インテンシブ中国語Ⅲ   2  

インテンシブ中国語Ⅳ   2  

中国語文法・作文   2  

ビジネス中国語   2  
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授業科目の名称 
履修単位 

備考 
必修 選択 自由 

 

中国文学   2  

所属コースから 

24 単位以上 

上級中国語   2  

日本語文法Ⅰ   2  

日本語文法Ⅱ   2  

日本語コミュニケーションⅠ   2  

日本語コミュニケーションⅡ  2  

日本語コミュニケーションⅢ   2   

日本語コミュニケーションⅣ   2   

日本語応用Ⅰ   2   

日本語応用Ⅱ   2   

ビジネス日本語Ⅰ   2   

ビジネス日本語Ⅱ   2   

日本文学Ａ   2   

日本文学Ｂ   2   

コミュニケーション論   2   

アイヌ語   2   

韓国語   2   

ロシア語   2   

ドイツ語   2   

合計 66 単位以上 

演
習
科
目 

基礎ゼミナールⅠ 1     

 

基礎ゼミナールⅡ 1     

専門ゼミナールⅠ 2     

専門ゼミナールⅡ 2     

専門ゼミナールⅢ 2     

専門ゼミナールⅣ 2     

卒業研究 6     

実
習
科
目 

伝統文化Ａ（茶道）   1   

 
伝統文化Ｂ（華道）   1   

伝統文化Ｃ（書道）   1   

伝統文化Ｄ（アイヌ）   1   

実践型インターンシップⅠ   2    

２単位以上 実践型インターンシップⅡ   2   

地域創生Ａ   2   

地域創生Ｂ   2   

フィールドスタディ   2   
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C 令和２年度以前入学生適用            

  授業科目の名称 
履修単位 備考 

必修 選択 自由   

一
般
教
育
科
目 

入
門 

大学で学ぶために１ 1       

大学で学ぶために２ 1       

キャリアデザイン入門 2       

キャリアデザイン基礎 2       

人
間 

仏教学   2     

宗教学   2     

哲学   2     

倫理学   2     

歴史学   2     

心理学   2   4 単位以上 

社
会 

憲法学   2     

政治学   2     

経済学   2     

社会学   2   2 単位以上 

科
学 

自然科学の現在   2     

科学技術と社会   2     

生物と環境   2   2 単位以上 

情
報 

情報とコンピュータ   2     

情報とネットワーク   2     

情報セキュリティ１   2     

情報セキュリティ２   2   4 単位以上 

言
語 

Basic English１   1     

Basic English２   1     

Reading-Writing   2     

Listening-Speaking   2     

フランス語   2     

ドイツ語   2     

中国語   2     

日本語基礎１（留学生）   1     

日本語基礎２（留学生）   1   2 単位以上 

健
康 

体育実技   2     

保健体育   2   2 単位以上 

 合計 26 単位以上 

  
多文化社会論   2   

比較文化論   2   
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専
門
科
目 

授業科目の名称 
履修単位 

備考 
必修 選択 自由 

異
文
化
教
育
科
目
群 

日本文化概論   2   
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

14 単位以上 

アイヌ文化概論   2   

禅文化論   2   

異文化交流論   2   

インド文化論   2   

チベット文化論   2   

中国文化論   2   

アメリカ文化論   2   

イギリス文化論   2   

ヨーロッパ文化Ａ   2   

ヨーロッパ文化Ｂ   2   

ヨーロッパ文化Ｃ   2   

ドイツ文学論   2   

アメリカ文学論   2   

イギリス文学論   2   

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
群 

インターンシップとビジネススキル   2     

  

  

  

  

  

  

  

8 単位以上 

職業と進路   2   

進路とキャリア   2   

キャリア専門Ａ   2   

キャリア専門Ｂ   2   

キャリア専門Ｃ   2   

人材育成と生涯学習   2   

ビジネスリサーチＡ   2   

ビジネスリサーチＢ   2   

専
門
科
目 

日本経済論  2  

 

地域経済論  2  

国際経済論  2  

貿易実務  2  

マーケティング論  2  

経営学概論  2  

会計学概論  2  

原価計算論  2  

経営分析論  2  

情報システム  2  

データベース  2  

データマイニング   2  

プログラミング   2  
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 授業科目の名称 
履修単位 

備考 
必修 選択 自由 

専
門
科
目 

専
門
科
目 

マルチメディアと Web 技術   2  

 

情報とデータ処理   2  

情報の検索と発信   2   

法学概論   2   

民法   2   

行政法   2   

地方自治法   2   

自治行政   2   

国際社会概論   2   

国際法   2   

国際関係論   2   

コミュニケーション論   2   

家族社会学   2   

女性論   2   

社会福祉論   2   

日本文化論   2  

北海道文化論   2  

北方文化論   2  

地域文化論   2  

アイヌ文化論   2  

日本食文化論   2  

北海道の自然と食文化   2  

北海道観光論   2  

北海道環境論   2  

北海道地方史   2  

アイヌ史   2  

アイヌ口承文芸論   2  

アイヌ語   2  

社会思想論   2  

比較宗教論   2  

日本宗教史   2  

インド仏教史Ａ   2  

インド仏教史Ｂ   2  

中国仏教史   2  

中国禅思想史   2   

日本仏教史Ａ   2   

日本仏教史Ｂ   2   
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授業科目の名称 
履修単位 

備考 
必修 選択 自由 

 

日本禅思想史   2   

  

42 単位以上 

仏典講読Ａ   2   

仏典講読Ｂ   2   

禅籍講読Ａ   2   

禅籍講読Ｂ   2   

仏教説話   2   

曹洞宗学Ａ   2   

曹洞宗学Ｂ   2   

曹洞宗経典・行持解説   2   

Composition １   2   

Composition ２   2   

Discussion １   2   

Discussion ２   2   

Advanced English   2   

Travel English １   2   

Travel English ２   2   

Business English １   2   

Business English ２   2   

Economic English １   2   

Economic English ２   2   

Current English Ａ   2   

Current English Ｂ   2   

Reading Ａ   2   

Reading Ｂ   2   

Reading Ｃ   2   

Grammar-Composition １   2   

Grammar-Composition ２   2   

卒業研究   4   

合計 64 単位以上 

演
習
科
目 

専門ゼミナール１ 1    

 
専門ゼミナール２ 1    

専門ゼミナール３ 1    

専門ゼミナール４ 1    

実
習
科
目 

坐禅Ａ   2  

 坐禅Ｂ   2  

伝統文化Ａ（茶道）   1  
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 授業科目の名称 
履修単位 

備考 
必修 選択 自由 

実
習
科
目 

伝統文化Ｂ（華道）   1    

伝統文化Ｃ（書道）   1    

伝統文化Ｄ（アイヌ）   1     

ボランティア活動   2     

インターンシップＡ   2    

インターンシップＢ   2       2 単位以上 

まちなかにぎわい実習Ａ   2        

まちなかにぎわい実習Ｂ   2     

フィールドスタディ   2   8 単位以上 

関
連
科
目 

総合講座Ａ   2   
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4 単位以上 

総合講座Ｂ   2   

総合講座Ｃ   2   

総合講座Ｄ   2   

簿記特別演習Ａ   4   

簿記特別演習Ｂ   4   

情報特別演習Ａ   4   

情報特別演習Ｂ   4   

坐禅Ｃ   2   

坐禅Ｄ   2   

総合英語Ａ   2   

総合英語Ｂ   2   

総合英語Ｃ   2   

総合英語Ｄ   2   

総合英語Ｅ   2   
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Ⅱ 履修方法 

 学生は、教育課程に定める授業科目について卒業までに次のように履修し、単位を修得し

なければならない。 

 

１ 国際文化学部 

（１） キャリア創造学科 

 

A 令和８年度以降入学生適用 

 
 

B 令和３年度以降入学生適用 

 
 

必修 選択必修 選択 広域選択

入門 4

人間 4

社会 4

科学 2

情報 4

健康 2

キャリア・情報 14

文化・社会 14

16

2 4

20 70 24 10

言語文化

専

門

科

目

所属コースから

24

14

演習科目

実習科目

小　　計

合　　計 124

区分

一

般

教

育

科

目

6

10
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C 令和２年度以前入学生適用 

 
 

別表第２ 削除 

別表第３ 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択必修 選択 広域選択

入門 6

人間 4

社会 2

科学 2

情報 4

言語 2

健康 2

小計 6 16

異文化教育科目群 14

キャリア教育科目群 8

小計 22

4

2 6

4

10 40 56 18

実習科目

小　　計

合　　計 124

関連科目

4

一

般

教

育

科

目

区分

18

専

門

科

目

42

演習科目
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別表第４ 

学芸員（第１４条の２） 

A キャリア創造学科（令和８年度以降）入学生適用 

授業科目 
履修単位 

備考 
必修 選択 

博物館学概論 2   

必修 9 科目 

19 単位 

博物館論（経営） 2   

博物館論（資料） 2   

博物館論（資料保存） 2   

博物館論（展示） 2   

博物館学実習 3   

博物館情報・メディア論 2   

博物館教育論 2   

生涯学習概論 2   

考古学を学ぶ 2   
必修 3 科目 

6 単位 
文化人類学入門 2   

アイヌ歴史文化論 2   

アイヌ語について学ぶ   2 
3 科目 6 単位の中から 

4 単位 
アイヌ口承文芸論   2 

伝統文化Ｄ（アイヌ伝承技芸）   2 

合計     29 単位以上 

注 学芸員の資格を取得するには、上記の必修科目の単位、選択科目の単位を修得すること。 

 

B キャリア創造学科（令和３年度以降）入学生適用 

授業科目 
履修単位 

備考 
必修 選択 

博物館学概論 2     

  

  

  

  

  

  

  

  

博物館論（経営） 2   

博物館論（資料） 2   

博物館論（資料保存） 2   

博物館論（展示） 2   

博物館学実習 3   

博物館情報・メディア論 2   

博物館教育論 2   

生涯学習概論 2   

考古学 2     

  先住民学 2   
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授業科目 
履修単位 

備考 
必修 選択 

観光と文化 2  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

持続可能社会論 2  

アイヌ歴史文化論 2   

北海道歴史文化論 2   

北海道の自然と食文化 2   

多文化社会論 2   

異文化交流論 2   

生物と環境 2   

日本歴史文化論 2   

中国歴史文化論   2 

アジア歴史文化論   2 

ヨーロッパ歴史文化論   2 

イギリス歴史文化論   2 

オセアニア歴史文化論   2 

アイヌ口承文芸論   2 

アイヌ語   2 

伝統文化Ａ（茶道）   1 

伝統文化Ｂ（華道）   1 

伝統文化Ｃ（書道）   1 

伝統文化Ｄ（アイヌ）   1 

フィールドスタディ   2 32 単位以上 

注 学芸員の資格を取得するには、上記の必修科目の単位、選択科目の単位を修得すること。 

 

C キャリア創造学科（令和２年度以前）入学生適用 

授業科目 
履修単位 

備考 
必修 選択 

博物館学概論 2     

  

  

  

  

  

  

  

  

博物館論１（経営） 2   

博物館論２（資料） 2   

博物館論３（資料保存） 2   

博物館論４（展示） 2   

博物館学実習 3   

博物館情報・メディア論 2   

博物館教育論 2   

生涯学習概論 2   

考古学   2   

  仏教美術史   2 
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授業科目 
履修単位 

備考 
必修 選択 

北海道地方史   2 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

アイヌ文化概論   2 

北海道の自然と食文化   2 

生物と環境   2 

禅文化論   2 

日本文化概論   2 

異文化交流論   2 

インド文化論   2 

チベット文化論   2 

中国文化論   2 

アメリカ文化論   2 

イギリス文化論   2 

ヨーロッパ文化Ａ   2 

ヨーロッパ文化Ｂ   2 

ヨーロッパ文化Ｃ   2 

インド仏教史Ａ   2 

インド仏教史Ｂ   2 

中国仏教史   2 

中国禅思想史   2 

日本禅思想史   2 

日本仏教史Ａ   2 

日本仏教史Ｂ   2 

日本文化論   2 

北海道文化論   2 

北方文化論   2 

地域文化論   2 

アイヌ文化論   2 

日本食文化論   2 

北海道観光論   2 

北海道環境論   2 

アイヌ史   2 

アイヌ口承文芸論   2 

アイヌ語   2 

科学技術と社会   2 

自然科学の現在   2 

伝統文化Ａ（茶道）   1 

伝統文化Ｂ（華道）   1 

伝統文化Ｃ（書道）   1 
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授業科目 
履修単位 

備考 
必修 選択 

伝統文化Ｄ（アイヌ）   1 32 単位以上 

注 学芸員の資格を取得するには、上記の必修科目の単位、選択科目の単位を修得すること。 

日本語教師養成講座（第１４条の３） 

A キャリア創造学科（令和８年度以降）入学生適用 

区分 科   目 
履修単位 

必修 選択必修 選択 

社
会
・
文
化
・
地
域 

比較文化を学ぶ    

  

  

  

  

  

  

  

4 

4 

国際関係と経済を学ぶ 
 

観光と文化 

地域の歴史と文化Ⅱ 

日本の文化学 

英語で学ぶ日本 

異文化コミュニケーションを学ぶ 

多文化共生を学ぶ 

言
語
と
社
会 

社会学を学ぶ   

  
2 

社会言語学 

言
語
と
心
理 

健康と心理を学ぶ   

  
2 

言語心理学 

言
語
と
教
育 

日本語教授法Ⅰ 2   

  

  

日本語教授法Ⅱ 2 

教育学 2 

キャリアデザインを学ぶⅠ    

  

  

2 キャリアデザインを学ぶⅡ 

情報と社会について学ぶ 

言
語 

コミュニケーション論 2   

  

  

日本語学 2 

日本語音声学 2 

言語について学ぶ   

  

  

  

  

  

  

  

4 

音声について学ぶ 

文学について学ぶ 

Japanese Culture（英語母語話者を除く） 

中国語について学ぶ（中国語母語話者を除く） 

韓国語について学ぶ 

ドイツ語について学ぶ 

ロシア語について学ぶ 
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アイヌ語について学ぶ   

教
育
実
習 

日本語教育実習Ⅰ   

  
2 

日本語教育実習Ⅱ 

合  計 32 単位以上 

 

B キャリア創造学科（令和３年度以降）入学生適用 

区分 科   目 
履修単位 

必修 選択必修 選択 

社
会
・
文
化
・
地
域 

比較文化論     

4 

国際関係論     

観光と文化     

日本歴史文化論   4 

現代日本文化論     

英語で学ぶ日本     

異文化交流論     

多文化社会論     

言
語
と
社
会 

社会学   
2 

社会言語学   

言
語
と
心
理 

心理学   
2 

言語心理学   

言
語
と
教
育 

日本語教授法Ⅰ 2   

日本語教授法Ⅱ 2   

教育学 2   

キャリアデザイン入門   

2 キャリアデザイン概論   

情報とコンピュータ   

言
語 

コミュニケーション論 2   

音声学 2   

日本語学 2   

日本文学Ａ   

4 

日本文学Ｂ   

Japanese Culture（英語母語話者を除く）   

中国語入門（中国語母語話者を除く）   

日本語応用Ⅰ（日本語母語話者を除く）   

日本語応用Ⅱ（日本語母語話者を除く）   

韓国語   

韓国語Ⅱ   

ロシア語   
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区分 科   目 
履修単位 

必修 選択必修 選択 

言
語 

ロシア語Ⅱ   
 

 
アジア歴史文化論   

教
育
実
習 

日本語教育実習Ⅰ   
2 

日本語教育実習Ⅱ   

合  計 32 単位以上 

 

別表第５（第４８条） 

 学費等 

           学 部 

項 目 
国 際 文 化 学 部 備  考 

入   学   金 

授   業   料 

施   設   費 

教 育 充 実 費 

実 験 実 習 費 

   ２００，０００ 円 

   ６８０，０００ 円 

   １７０，０００ 円 

    ６０，０００ 円 

    ２０，０００ 円 

初年次のみ 

年  額 

年  額 

年  額 

年  額 

注 必要によって別表以外に学費を徴収することがある。 

 

 

別表第６（第４９条） 

 入学検定料 

入学検定料 ３０，０００円 
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図書館利用規程 

令和６年４月１日  制定 

令和 7 年 12 月１日 改正 

 

（目的） 

第１条 この規程は、北洋大学図書館の利用に関する事項を定める。 

（利用資格） 

第２条 図書館を利用できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

（１）本学の学生、聴講生、科目等履修生 

（２）本学の教職員（専任・非常勤） 

（３）本学の卒業生及び修了生 

（４）他大学及び研究機関等の紹介者 

（５）苫小牧市民、白老町民、厚真町民、安平町民、むかわ町民 

（６）その他、図書館長が許可した者 廃止(第６条に準ずる。) 

（開架図書の閲覧） 

第３条 開架図書は、自由に閲覧することができる。 

（閉架図書の閲覧） 

第４条 閉架図書は、所定の手続きを経なければこれを閲覧することができない。 

（閲覧の準則） 

第５条 閲覧中の図書は、当日時間内に返却しなければならない。また、貸出手続きを経な

ければ、館外に持ち出すことはできない。 

（貸出資格） 

第６条 図書の貸出を受けることができる者は、第 2 条に該当する者で、かつ利用者カード

の交付を受けた者とする。 

（利用者登録） 

第７条 図書の貸出を希望する者は、利用者登録を経て利用者カードの発行を受けることと 

する。ただし、本学学生は、学生証をもってこれに代える。 

（図書の貸出） 

第８条 利用者は、所定の手続を経て、図書の貸出を受けることができる。 

２ 貸出冊数は 5 冊、期間は 2 週間とする。 

３ 長期休業期間前は長期貸出を行う。冊数および期間は別途掲示等で周知する。 

（利用者カードの再発行） 

第９条 利用者カードを紛失したときは、所定の手続きにより再発行を受けることができる。 

（図書館利用上の遵守事項） 

第１０条 利用者は次の事項を遵守しなければならない。 

（１）他の利用者の迷惑になる行為をしないこと 

（２）掲示、物品の配布・販売、勧誘、集会等を行わないこと 
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（３）各自所持品については責任を持ち管理すること 

（４）利用者カードを他の者に貸与しないこと 

（５）職員の指示に従うこと 

（利用制限） 

第１１条 図書館は前条に違反した利用者の利用を制限あるいは停止することができる。 

（損害補償義務） 

第１２条 所蔵図書・備品の汚損あるいは紛失、設備・施設を損傷した場合は、これによっ

て生じた損害を、館長の指示に従い賠償しなければならない。 

（改廃） 

第１３条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを行う。 

 

附 則 

この規程は、令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和 7 年 12 月 1 日から施行する。 
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北洋大学学生自治会会則 

 

                            平成 14 年５月 16 日 

                                 制       定 

 

 

 

   第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、学校法人 京都育英館 北洋大学学生自治会と称す。 

（所在） 

第２条 本会は、苫小牧市錦西町３丁目２番１号 学校法人 京都育英館 北洋大学に置く。 

（目的） 

第３条 本会は、建学の精神に基づき、学生の連携と自主的な活動によって人格の完成をは 

かり、社会の中の大学として社会の要請に応じえる人材を錬成することを目的とする。 

（構成） 

第４条 本会は、学生自治会費を納める北洋大学の全学生（以下、正会員という。）をもっ 

て組織する。 

（権利義務） 

第５条 正会員は、本会則に定める本会会員が持つ全ての権利義務を有する。 

（設置機関） 

第６条 本大会は、次の機関を置く。 

（１） 学生大会 

（２） 執行委員会 

（３） 学内団体 

（４） 学内団体代表者会議 

（５） 会計委員会 

（６） 会計監査 

（７） 大学祭実行委員会 

（８） 卒業祝賀会実行委員会 

 

第２章 学生大会 

（学生大会） 

第７条 学生大会は、本会の最高議決機関であり、その議決は学生自治会の最高意思であ 

る。 

（構成） 

第８条 学生大会は、本会則第４条に定められた正会員と同則第９条に定められた役員によ 

って構成される。 

 

改正 平成 14 年 11 月 14 日 改正 平成 16 年 5 月 20 日 

改正 平成 27 年  6 月   1 日  改正 令和  3 年 4 月   1 日 
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（役員） 

第９条 学生大会は、次の役員を置く。 

（１） 議長 １名 

（２） 書記 １名 

（選出） 

第１０条 議長は、執行委員が執行委員以外の正会員より推薦し、学生大会において承認さ 

れるものとする。 

２ 書記は、執行委員会の書記がこれを務める。 

（任務） 

第１１条 議長は、本大会を代表し、学生大会を統括する。 

２ 書記は、学生大会の決議事項について議事録を作成する。 

（招集） 

第１２条 学生大会は、次の場合に執行委員会が招集する。 

（１） 原則年２回の定期学生大会 

（２）学内団体代表者会議が学生大会の招集を求める決議をした場合 

（３）全正会員 10 分の 1 以上の連署による学生大会の招集要求があった場合 

（４）執行委員会が学生の招集を必要と認めた場合 

（告示） 

第１３条 学生大会の招集の告示は、招集期日の７日以前に行うものとする。 

２ 告示は、日時・場所及び議題等の必要事項を明示しなければならない。 

（学生大会の成立） 

第１４条 学生大会は、委任状を含めた全正会員数の５分の１以上の出席をもって成立し、 

委任状は学生大会に出席する他の正会員に委任するものとする。 

（決議） 

第１５条 学生大会の決議は、出席者の過半数をもって決する。ただし、可否同数の場合は 

議長がこれを決する。 

（公開） 

第１６条 学生大会は、原則として公開とする。ただし、出席委員の３分の２以上の多数で 

議決する場合は、秘密会議とすることができる。 

（議決事項） 

第１７条 学生大会は、次の事項を審議決定する。 

（１） 本会の運営の基本方針 

（２） 本会の予算及び決算 

（３） 本会の会費、入会金の決定及び変更 

（４） 執行委員の選出 

（５） 本会則の改廃 

（６） 役員の処罰、解任 

（７） その他学生の学生自治会活動に関する重要な事項 



139 

 

 

２ 本会諸事項の決定は、学生大会の決議によるものとし、その実施は執行委員会に委嘱す 

るものとする。 

 

第３章 執行委員会 

（構成） 

第１８条 執行委員会は、正会員によって組織し、学生大会の承認をもって成立する。 

（役員） 

第１９条 執行委員会は、次の役員を置き、役員全員の設置をもって成立する。 

（１） 委員長１名 

（２） 副委員長２名 

（３） 会計局長１名 

（４） 書記書１名 

２ 役員は、原則３年次までの正会員とする。 

３ 役員は、本会則第４章に定める学内団体の役員を除く他の役員または委員を兼ねること

はできない。 

４ 執行委員会役員に欠員が生じた場合は、執行委員長が執行委員から残任期間の任期で新

しい役員を任命する。ただし、その場合は最も近くに行われる学生大会で承認を受けなけ

ればならない。 

（選出） 

第２０条 委員長は、執行委員会で互選し、学生大会で承認する。 

２ 委員長以外の役員は、執行委員長が任命し、学生大会で承認する。 

（任務） 

第２１条 委員長は、学生大会より会務統括の権限を委嘱され、本会を統括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはこれを代理する。 

３ 会計局長は、会計運用規則に従い本会の会計事務を担当し、会計委員会の委員長を務め

る。 

４ 書記は、本会の書記として会議の議事録を記録し、全学生に執行委員会で決議した内容

を報告する。 

（任期） 

第２２条 執行委員会の任期は、４月１日より翌年の３月３１日までの１年とし、新役員の 

承認及び執行委員会及び執行委員長の選出は任期満了となる年の３月に行うものとする。

ただし、再任は妨げない。 

２ 前項の規定にかかわらず、４年次の役員にあっては、任期満了の前であっても、次期役 

員に職務を委任することができる。 

（執行委員会の成立） 

第２３条 執行委員会は、過半数の委員の出席がなければ会を開き決議することができない。 

（決議） 

第２４条 執行委員会の議決は、出席者の過半数の賛成をもって決する。ただし、可否同数



140 

 

 

の場合、委員長がこれを決する。 

（議決事項） 

第２５条 執行委員会は、以下の事項を審議決定とする。執行委員会は、以下の事項を審議 

決定とする。 

（１） 学生大会の招集に関わる事項 

（２） 学生大会により委嘱された事項 

（３） 学内団体代表者会議招集に関わる事項 

（４） 会計委員会の招集に関わる事項 

（５） その他記念品等に関わる事項 

（解散） 

第２６条 執行委員会は、任期中に正会員総数の２分の１以上の連署をもって不信任された 

場合、解散しなければならない。 

 

第４章 学内団体学内団体 

（構成） 

第２７条 学内団体は、北洋大学の正会員によって設立された団体をいう。 

２ 学内団体は、以下の２つに分けられる。 

（１） クラブ（部）と認められる団体は、本会則に定める学生大会及び学内団体代表者会議

に参加した団体に限り、学生自治会から予算援助を行う。 

（２） その他の同好会等については、学生自治会から予算援助は行わない。 

（３） クラブ（部）と認められる団体が、全国大会に出場した場合、祝賀金の申請をする 

ことができる。支援可否については、執行委員会及び会計委員会で検討する。 

（同好会の認定） 

第２８条 本会則上における「同好会」とは、下記の条件を全て満たす学内団体とする。 

（１） 学生大会にて承認を受けていること。 

（２） 設立趣意書、活動内容、構成員名簿を本会委員長へ提出すること。 

（３） 適正な活動内容であること。 

（４） 同会則第３０条に基づく役員を設置していること。 

（クラブ〔部〕の認定） 

第２９条 本会則上における本会則上における「クラブ（部）」とは、下記の条件を全て満 

たす学内団体とする。 

（１） 学生大会にて承認をうけていること。 

（２） 設立趣意書、活動内容、構成員名簿を本会委員長へ提出すること。 

（３） 同好会として１年以上の活動歴があり、大会等の行事に参加していること。 

（４） 適正な活動内容であること。 

（５） 同会則第３０条に基づく役員を設置していること。 

 

（役員） 
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第３０条 学内団体は、次の役員を置くことができる。 

（１） 部長 １名 

（２） 副部長 ２名 

（３） 会計 １名 

（４） 監査 １名 

２ 役員は、本会則に定める他の役員または委員を兼ねることができる。 

（選出） 

第３１条 役員は、その団体に役員は、その団体に所属する正会員で互選する。 

（任務） 

第３２条 部長は、団体を代表し、学内団体代表者会議に出席する。 

２ 副部長は、部長を補佐し、部長に事故のあるときはこれを代表する。 

３ 会計は、会計委員会に所属し、団体の部費を管理する。 

４ 監査は、団体の部費が公正に運用されているか監査する。 

（任期任期） 

第３３条 役員の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。 

（処罰） 

第３４条 本大則に定めるクラブ（部）及びその団体に属する役員が、本会則第７４条（１） 

及び（３）、（４）もしくはこれと同等の行為があったとき、または本会則に定める学生大 

会及び学内団体代表者会議に参加しなかった場合、やむを得ない事情が認められない限り、

その学内団体は正会員の３分の２以上出席した学生大会において、出席役員の３分の２以

上の賛成により、本会則上ではクラブ（部）として扱わず、予算援助を行わない。 

２ 同条の対象期間は、学生大会による決定日から次年度の３月３１日までとする。 

 

第５章 学内団体代表者会議学内団体代表者会議 

（構成） 

第３５条 学内団体代表者会議は、執行委員３名及び各学内団体の部長をもって組織する。 

 ただし、執行執行委員会が未成立の場合、執行委員の出席を必要としない。 

（役員） 

第３６条 学内団体代表者会議は、次の役員を置く。 

（１）議長 １名 

（２）副議長 １名 

（３）書記 １名 

（選出） 

第３７条 役員のうち役員のうち議長は、学内団体代表者会議の中から互選し、副議長は執 

行委員長がその任に当たる。ただし、執行委員長が成立しない場合は、副議長も学内団体 

代表者会議の中か任に当たる。 

２ 書記については、執行委員会の書記がその任に当たる。ただし、執行委員会が成立しな 

い場合は学内団体代表者会議から互選する。 
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（任務） 

第３８条 議長は、本会議を代表し、学内代表者会議を統括する。 

２ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故のあるときはこれを代行する。 

３ 書記は、学内団体代表者会議の決議事項について議事録を作成する。 

（任期任期） 

第３９条 学内団体代表者会議の議長、副議長、書記及び委員の任期は、１年とする。ただ 

 し、再任は妨げない。 

（招集） 

第４０条 次の場合、議長が学内団体代表者会議を招集する。 

（１） 執行委員会が学内団体代表者会議の招集を要求した場合。 

（２） 学内団体が学内団体代表者会議の招集を要求した場合。 

（学内団体代表者会議の成立学内団体代表者会議の成立） 

第４１条 学内団体代表者会議は、学内団体の総数の２分の１をもって成立する。 

（決議） 

第４２条 学内団体代表者会議の決議は、出席者の過半数をもって決する。ただし、可否同 

数可否同数の場合、議長がこれを決する。 

（議決事項） 

第４３条 学内団体代表者会議は、次の事項を審議決定する。 

（１） 学内団体運営の方針の方針 

（２） 学内団体間の連絡調整 

（３） その他の学内団体活動に関する事項 

 

第６章 会計委員会会計委員会 

（構成） 

第４４条 会計委員会は、執行委員会会計局全員及び各学内団体の会計担当者１名をもって 

組織する。ただし、執行委員会が成立しない場合は執行委員会会計局員の出席は必要とし 

ない。 

（役員と選出） 

第４５条 会計委員会の委員長は、執行委員会の会計局長とする。ただし、執行委員会が成 

立していない場合は会計委員の中から互選する。 

（任務任務） 

第４６条 会計委員会は、学友会予算案の作成、審議及び決議を行う。 

（任期） 

第４７条 会計委員長及び委員の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。 

（会計委員の成立） 

第４８条 会計委員会は、過半数の委員の出席がなければ会を開き決議することはできない。 

（決議） 

第４９条 会計委員会の議決は、出席委員の過半数の支持をもって決する。ただし、可否同 
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数の場合は会計委員長がこれを決する。 

 

第７条 会計監査 

（構成） 

第５０条 会計監査は、執行委員以外の正会員２名により組織する。 

（役員と選出役員と選出） 

第５１条 会計監査は、執行委員会が執行委員以外の選出し、学生大会で承認する。ただし、 

執行委員会が成立しない場合は、学内団体代表者会議が、会計監査を学生大会に推薦する。 

（任務） 

第５２条 会計監査は、学生自治会一般会計が公正に運用されているか監査し、５月の学生 

大会で報告する。 

（任期） 

第５３条 会計監査の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。 

 

第８章 会費 

（会計年度） 

第５４条 本会の会計年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（会費） 

第５５条 学生自治会費及び入会金は、次の通りとする。 

（１） 大学における会費は大学における会費は 5,000 円とし、入会金は 2,000 円とする。 

（２） 編入生における会費は大学における会費は 5,000 円とし、入会金は 2,000 円とする。 

２ 会費は、会計年度の初めに本学経理係に納入する。ただし、入学年度には入会金も同時 

に納入する。 

（経費） 

第５６条 本会の経費は、会費、入会金、前年度繰越金及び臨時収入をもって充てる。 

 

第 9 章 会則改廃会則改廃 

（会則の適用） 

第５７条 本会会則は、学生大会において承認を受けた日よりその効力を発する。 

２ 改正された会則については、学生大会において承認を受けた日より効力を発する。 

 

第１０章 大学祭実行委員会 

（構成構成） 

第５８条 大学祭実行委員会は正会員の有志により組織する。 

（役員と職務役員と職務） 

第５９条 大学祭実行委員会には、以下の役員を置く。 

（１） 委員長 １名 

（２） 副委員  ２名 
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（３） 書記 １名 

（４） 会計 １名 

２ 役員は、本会会則第４章に定める学内団体の役員を除く他の役員または委員をかねるこ 

とはできない。 

（選出） 

第６０条 大学祭実行委員会の役員は、大学祭実行委員会の中から互選し、学生大会により 

承認する。 

（任務） 

第６１条 委員長は、大学祭実行委員会を代表し、統括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはこれを代行する。 

３ 書記は、会議の議事を記録し、広告活動全般を代表する。広告活動全般を代表する。 

４ 会計は、大学余談を管理する。 

（任期） 

第６２条 大学祭実行委員会の任期は、学生大会で承認を受けた日より同年度の１０月３１ 

日までとする。 

（大学祭実行委員会の成立） 

第６３条 大学祭実行委員会の議決は、過半数の委員の出席がなければ会を開き、議決する 

ことができない。 

（決議） 

第６４条 大学祭実行委員会に議決は、出席委員の過半数の支持をもって決する。ただし、 

可否同数の場合は委員長がこれを決する。 

（議決事項） 

第６５条 大学祭実行委員会は、次の事項を審議決定する。 

（１） 大学祭の企画・運営 

（２） 大学予算の管理運用 

 

第１１章 卒業祝賀会実行委員会 

（構成） 

第６６条 卒業祝賀会実行委員会は、正会員の有志により組織し、秋期学生大会で承認を受 

け成立する。 

（役員） 

第６７条 卒業祝賀会実行委員会は、以下の役員を置く。 

（１）委員長 １名 

（２）副委員長 ２名 

（３）書記 １名 

（４）会計 １名 

２ 役員は、本会会則第４章に定める学内団体の役員を除く他の役員または委員を兼ねるこ 

とはできない。 
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（選出） 

第６８条 卒業祝賀会実行委員会の役員は、卒業祝賀会実行委員会の中から互選し、学生大 

会により承認する。 

（任務） 

第６９条 委員長は、卒業祝賀会実行委員会を代表し、統括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはこれを代行する。 

３ 書記は、会議の議事を記録し、広告活動全般を担当する。 

４ 会計は、卒業祝賀会予算を管理する。 

（任期） 

第７０条 卒業祝賀会実行委員会の任期は、学生大会で承認を受けた、学生大会で承認を受 

けた日より同年月の３月３１日までとする。 

（卒業祝賀会実行委員会の成立） 

第７１条 卒業祝賀会実行委員会は、過半数の委員の出席がなければ会を開き議決すること 

がすることができない。 

（議決） 

第７２条 卒業祝賀会実行委員会の議決は、出席委員の過半数の支持をもって決する。ただ 

し、可否同数の場合は委員長がこれを決する。 

（議決事項） 

第７３条 卒業祝賀会実行委員会は、次の事項を審議決定する。 

（１） 卒業祝賀会の企画・運営 

（２） 卒業祝賀会の管理運用 

 

第１２章 資格取得支援制度 

（趣旨） 

第７４条 正会員の資格取得に対する意識向上及び経済的負担の軽減を目的とする。 

（支援対象） 

第７５条 本制度の支援対象となる資格支援については次の通りである。 

（１） 令和３年度以前入学生については、原則、就職活動に関連する資格試験が対象。（日 

本国内で実施される試験に限る） 

（２） 令和３年度以降入学生については、英語・日本語・中国語の中から選択したコース 

の言語の資格試験と、就職活動に関連する資格試験が対象。（日本国内で実施される 

試験に限る。） 

（支援内容） 

第７６条 年１回、該当する試験の受験料を補佐する。（上限 5,000 円） 

（手続き） 

第７７条 本制度の適用を希望する正会員は「資格取得支援制度適用願」に受験料納付に係 

わる「領収書」と、試験結果がわかる書類を添え、執行委員に提出する。 

２ 正会員から提出のあった書類については執行委員会にて審査し、その適用の可否につい 
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て、正会員に通知する。 

 

第 13 章 処罰 

（解任） 

第７８条 役員が次の各号のいずれかに該当するときは、正会員の３分の２以上が出席した 

学生大会において、出席役員の３分の２以上の賛成により、これを解任することができる。 

３分の２以上の賛成により、これを解任することができる。 

（１）本会の会則並びに本会の会則並びに本学の諸規則に違反したとき。 

（２）心身の故障のため職務の執行に堪えられないとき。 

（３）職務上の義務を怠ったとき。 

（４）本会の役員たるに相応しくない非行があったとき。 

 

第１４章 執行委員会未成立の場合の特例措置 

（学生自治会代表権） 

第７９条 本会則第１８条により構成される執行委員会が成立しない場合、学生大会に関す 

る事項は、本会則第３６条によって設置される学内団体代表者会議が代行する。 

第８０条 本会則第２０条による執行委員長が選出されない場合、学生大会の信任をもって、 

本会則第２６条によって設置される学内団体代表者会議の議長が、暫定的に学生自治会を 

代表する。 

（会計業務会計業務） 

第８１条 本会則第１８条により構成される執行委員会が成立しない場合、学生自治会会計 

業務は以下のように取り扱う。 

（１） 予算案は、別に定める会計運用規則に基づき、北洋大学事務室の助言のもと、本会 

則第４５条によって設置される会計委員が作成し、学生大会に提出する。 

（２） 予算執行、予算の管理は学生大会の承認に基づき、北洋大学事務室に委任する。 

（３） 決算は、北洋大学事務室の資料に基づき、会計委員会が行う。 

（行事主催） 

第８２条 本会則第２０条により構成される執行委員会が成立しない場合、学生自治会主催

の行事については、行事個別の実行委員会が成立し、学生大会で承認されない限り行わな

い。 

 

附 則 

この会則は、平成１４年１１月１４日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成１６年５月２０日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成２７年６月１日から施行する。 

附 則 
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この会則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、令和４年１０月１３日から施行する。 

制 定 

制定 平成１４年５月１６日 
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北洋大学特別奨学金Ⅰ規程 

 

                            令和 ４年４月１日 

                                 制       定 

（目的） 

第１条 この規程は、北洋大学学則第５０条に基づき、北洋大学（以下「本学」という。） 

の人物・学業成績等が優秀な学生を奨学生に採用して勉学を奨励し、有用な人材を育成す 

ることを目的とする。 

（奨学生の対象） 

第２条 奨学生の対象は、次に該当する者とする。 

（１）２年次から４年次に在籍する者。 

（２）学業成績が特に優秀である者。 

（３）学修意欲等の観点から、他の学生の模範となる者。 

（奨励方法） 

第３条 奨学生は表彰し、奨学金を給付する。給付額は別表１の通りとする。 

（採用者及び期間） 

第４条 採用者数は、各学年３人以内とする。 

２ 奨学生の期間は、採用決定から当該年度終了までとする。ただし、在学中における複数

回の採用を妨げない。 

（選考及び採用） 

第５条 奨学生の採用は、教務・学生委員会による審査を踏まえ、教授会の議を経て学長が

これを決定し、本人に通知する。 

２ 北洋大学学則第９条に定める別表第１の科目のうち、前年次に履修した全科目のＧＰＡ

の上位者３名を奨学生とする。ただし、別表２に定める要件をすべて満たしていなければ

ならない。 

（減免の取消し） 

第６条 第２条の各号に該当しないことが判明した場合は、奨学生の採用を取消す。奨学金

の給付が完了している場合は、返還を求める場合がある。 

（改廃） 

第７条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを行う。 

 

附 則 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

   

別表１ 

各学年の奨学生のうちＧＰＡが最上位の者 １０万円 

その他の者 ５万円 

 



149 

 

 

別表２ 

前年に履修した 

全科目のＧＰＡ 
前年の修得単位数 人物 

３．０１以上 ２４単位以上 
学修意欲等の観点から、 

他の学生の模範となる者 
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北洋大学特別奨学金Ⅱ（スポーツ・文化奨学生）規程 

 

                            令和 ３年４月１日 

                                 制       定 

 

 （目的） 

第１条 この規程は、学業とスポーツ・文化等の調和のとれた教育によって、北洋大学（以 

下「本学」という。）の建学の精神を高揚し、社会における有為な人物を育成することを 

目指し、スポーツ・文化・地域貢献等において特に優れた技量、指導力を有する者、その 

他学長が認める者を奨学生に採用し、その活動の奨励に資することを目的とする。 

（学費等の減免） 

第２条 奨学生は、その種類に応じて学費の減免等を受けることができる。 

（奨学生の資格） 

第３条 奨学生は、次の要件を備えていなければならない。 

（１）本学に入学した１年次生の者で、優れた才能を有し、将来の活躍が期待される者。 

（２）２年次生以上の者で、学業とスポーツ・文化・地域貢献活動等の双方での活躍が期待 

される者。 

（奨学生の種類） 

第４条 奨学生の種類は、Ａ種、Ｂ種、Ｃ種の３種とする。 

（１）Ａ種として採用された者は、年間授業料を免除する。 

（２）Ｂ種として採用された者は、年間授業料の半額を免除する。 

（３）Ｃ種として採用された者は、年間授業料の４分の１を免除する。 

（採用人数及び欠員補充） 

第５条 奨学生の採用人数は、年度ごとに教授会で決定する。 

２ ２年次生以上の奨学生に欠員が生じた場合は、補充することができる。 

（出願の時期及び出願手続き） 

第６条 奨学生として採用を希望する場合は、入学試験出願前に、第７条に定める出願書類 

を募集・広報・入試委員長に提出しなければならない。 

２ 欠員補充により出願する場合は、クラブ顧問等、奨学生の活動を監督する者が、所定の 

期日までに推薦者をとりまとめ、出願するものとする。 

（出願書類） 

第７条 出願に必要な書類は、次のとおりとする。 

（１）北洋大学特別奨学金Ⅱ（スポーツ・文化奨学生）願書 

（２）スポーツ・文化成績報告書、もしくはそれに準ずるもの 

（３）北洋大学特別奨学金Ⅱ（スポーツ・文化奨学生）推薦書 

（４）その他本学が必要とする書類 

（選考及び継続） 

第８条 奨学生は、募集・広報・入試委員会による事前の審査を踏まえ、教授会の議を経て、 

改正 令和 4 年 4 月 1 日  
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学長が決定する。 

２ 奨学生の継続に関しては、毎年度、教務・学生委員会の審査を踏まえ、教授会の議を経 

て、学長が決定する。 

（採用決定通知） 

第９条 奨学生の採用決定通知は、入学試験合格者発表後にこれを行う。 

（誓約書の提出） 

第１０条 奨学生として採用された者は、採用決定後２週間以内に、本人自筆、保証人連署 

の誓約書を提出しなければならない。 

２ 前項に定める誓約書の提出がなかった場合は、奨学生としての採用を取消す。 

（奨学生の期間） 

第１１条 奨学生の期間は、最短修業年限以内とする。 

（取消及び停止） 

第１２条 奨学生が、次の各号の一に該当するときは、奨学生としての資格を取消または停 

止することができる。 

（１）学則により懲戒処分を受けたとき 

（２）退学により学籍を離れたとき 

（３）クラブを退部するなどの理由で、当該分野において活躍が期待できないとき 

（４）学業成績が不振であるとき 

（５）その他、奨学生として適当でないと認められたとき 

２ 奨学生が、負傷を負うなどの理由で当該分野において一定期間活動が不能となった場合 

の取扱いは、教務・学生委員会の議を経て、教授会でこれを決定する。 

（報告の義務） 

第１３条 クラブ顧問等、奨学生の活動を監督する者は、奨学生について、次に定める書面 

を必要に応じて教務・学生委員会委員長に提出しなければならない。 

（１）所定の様式による活動状況報告書 

（２）前条に定める事由が発生したときは、速やかにその理由を記載した書面 

 （事務所管） 

第１４条 この奨学生制度に関する事務は、教務係またはそれに相当する部署があたる。 

（改廃） 

第１５条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを行う。 

 

附 則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 
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私費外国人留学生授業料減免規程 

                            令和 ３年４月１日 

                                 制       定 

 

（目的） 

第１条 この規程は、外国人留学生に関する規程第１０条に基づき、私費外国人留学生（以 

下「留学生」という。）に対する授業料減免に関し、必要な事項を定めたものであり、留 

学生の経済的負担を軽減するとともに、大学の国際交流に寄与することを目的とする。 

（減免の対象） 

第２条 減免の対象は、北洋大学に在籍する留学生で経済的理由により修学が困難であると 

認められた者とする。ただし、次に該当する者は対象から除外する。 

（１）出席日数を勘案し、学業継続の意志がないと認められる者。 

（２）学業成績が不振である者。 

（３）最短修業年数を超えた者。ただし、病気その他やむを得ない事由による場合 は除く。 

２ 授業料減免の選考に関する基準については別途定めるものとする。 

（減免額） 

第３条 授業料の減免額は、北洋大学学則で定めた当該学部の年間授業料の 50％以内とし、 

学長がこれを定める。ただし、母国において兵役義務等の国情により休学する場合は、当 

該休学期間の納付金の全額を免除する。 

（減免申請） 

第４条 留学生で授業料減免の適用を受けようとする者は、必要書類により、指定された期 

日（春期は４月 30 日、秋期は９月 30 日）までに学生支援課を経て学長に申請するものと 

する。 

（減免の決定） 

第５条 前条の申請について教授会が審査し、その議を経て学長が減免の可否を決定する。 

（減免の取消し） 

第６条 第２条１項のただし書きの各号に該当すると認められた者は、授業料減免について 

はこれを取消すものとする。 

２ 前項により、授業料減免を取消された者は、事情により減免額を納付させることがある。 

（改廃） 

第７条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを行う。 

 

附 則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和５年９月１日から施行する。 

改正 令和 4 年 4 月 1 日 改正 令和５年９月１日 
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新私費外国人留学生授業料減免規程 
 

                              令和７年４月１日 

                               制      定 

 

 （目的） 

第１条 この規程は、外国人留学生に関する規程第 10 条に基づき、私費外国人留学生（以

下「留学生」という。）に対する授業料減免に関し、必要な事項を定めたものであり、留学

生の経済的負担を軽減するとともに、大学の国際交流に寄与することを目的とする。 

 （減免の対象） 

第２条 減免の対象は、北洋大学に在籍する留学生とする。ただし、次に該当する者は対象

から除外する。 

 (1) 出席日数を勘案し、学業継続の意志がないと認められる者。 

 (2) 学業成績が不振である者。 

 (3) 最短修業年数を超えた者。ただし、病気その他やむを得ない事由による場合は除く。 

２ 授業料減免の選考に関する基準については別途定めるものとする。 

 （減免額） 

第３条 授業料の減免額は、北洋大学学則で定めた当該学部の年間授業料の 25％とする。

ただし、母国において兵役義務等の国情により休学する場合は、当該休学期間の在籍料を免

除する。 

 （減免の取消し） 

第４条 第２条１項のただし書きの各号に該当すると認められた者は、授業料減免について

はこれを取消すものとする。 

２ 前項により、授業料減免を取消された者は、減免額を納付させることがある。 

 （改廃） 

第５条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長がその意見を聴き、これを行う。 

 

   

 附 則 

この規程は、令和７年４月１日から施行し、令和７年４月１日以降の入学者から適用する。 
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ハラスメント行為の防止等に関する規程 

 

                            平成 30 年４月１日 

                                 制       定 

 

（目的） 

第１条 この規程は、北洋大学におけるハラスメントの防止のための措置及びハラスメント 

に起因する問題が生じた場合に適切に対応するための措置に関し､必要な事項を定めるこ 

とを目的とする。 

（責務） 

第２条 本学は、建学の精神に則り、各種ハラスメントから、教育研究上、修学上及び就労 

上の公正の確保並びに学生及び教職員の利益の保護を図るように努めなければならない。 

（ハラスメントの禁止） 

第３条 本学に籍を置く者は、理由の如何を問わず、次条に定めるハラスメントを行っては 

ならない。 

２ 学長は、前項に違反すると認定される者があるときは、教職員については就業規則に基 

づいてその旨を理事長に報告し、学生については学則その他の規程に基づき対応するもの 

とする。 

（ハラスメントの定義） 

第４条 この規程において、ハラスメントとは、次の各号に定める行為によって、相手方に 

精神的又は身体的苦痛を与え、人の尊厳を冒す行為をいう。 

（１）セクシャル・ハラスメント 性的目的を持って行なわれる不愉快な身体的接触、スト 

ーキング、電話又は電子メール等による中傷・脅迫、酒席等でのサービスの強要、卑わ 

いで嫌らしい言動などをいう。 

（２）パワー・ハラスメント 本学教職員が職制上の優越的地位又は権限を不当に利用して 

他の教職員に執拗な非難もしくは叱責を加え、又は不合理に一定の行為を強要し、又は 

行わないようにすることをいう。教職員等と学生の間において、又は学生相互間におい 

て同様の行為が優越的地位又は権限に基づいて行われる場合にも、これも当該ハラスメ 

ントという。 

（３）アカデミック・ハラスメント 本学の教員が、その地位又は権限を不当に利用して、 

他の教員等の昇進その他の人事に関与し、これを妨げ、又は他の教員等の研究の遂行を 

困難にし、もしくはその研究成果を自己のものとして無断で利用するなどの行為をいう。 

教職員等と学生の間において、又は学生相互間において同様の行為が優越的地位又は権 

限に基づいて行われる場合にも、これも当該ハラスメントという。 

（４）その他のハラスメント 相手の意に反して行われる不合理かつ不適切な言動によって、 

相手方に不快の念を抱かせ、正常な教育研究、職務、修学、課外活動等の行為を妨げる 

など、教育研究環境及び就業環境を悪化させる行為をいう。 

（委員会の設置） 
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第５条 第１条の目的を達成するため、本学にハラスメント防止委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。 

（委員会の職務） 

第６条 委員会は、ハラスメントを受けていると主張する者（以下「申立人」という。）か 

らの相談を受け付け、内容に応じて指導・助言等の適切な処理を図るものとする。 

２ 委員会は、申立人が当該行為の停止と、被申立人の処分を申立てるときは、当該行為の 

有無、内容、程度等の事実関係について調査し､その結果と対応策を含む委員会の結論を 

学長に報告しなければならない。ただし､学長が被申立人であるときは、学部長、事務長 

がこの順位で学長に代わるものとする。 

３ 委員会は、ハラスメントの防止を図るため、研修等の必要な啓発活動を行うものとする。 

（委員会の構成） 

第７条 委員会は、次の各号に定める者によって構成される。 

（１）委員長   １名 

（２）副委員長  １名 

（３）委員   若干名 

２ 委員長は、教授会を構成する者の中から学長の指名により選任され、委員会を指揮管理 

する。 

３ 副委員長は、次項の委員の中から委員長が指名し、委員長に事故あるとき、又は第５項 

の適用を受ける場合に、委員長に代わって委員会を指揮する。 

４ 委員は、教授会においてその構成員の中から選任される者及び事務職員の中から学長が 

指名する者によって構成される。ただし、委員の中には女性の教員又は事務職員が含まれ 

るものとする。 

５ 申立人及び被申立人は、第１項の委員長、副委員長及び委員となることができない。 

（委員会の運営） 

第８条 委員会は、過半数の委員の出席をもって成立する。 

２ 委員会は、当該事案に関する結論を出すにあたり、当事者に意見陳述の機会を与えなけ 

ればならない。 

３ 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

４ 委員会の議決は、出席委員の過半数の賛成をもって決する。可否同数の場合は、委員長 

の決するところによる。 

５ 委員会の当該事案に関する結論は、速やかに学長に報告する。 

（処分の決定） 

第９条 学長は、前条の報告に基づき処分を決定し、申立人及び被申立人に説明するととも 

に、当事者のプライバシーに十分配慮した上で、学長が必要と判断した場合には公表する 

ものとする。 

（意義の申立て） 

第１０条 ハラスメントを受けた者、その配偶者及び二親等内の親族は、委員会に対して当 

該ハラスメント行為の停止と予防及びハラスメント行為者の処分に異議を申し立てること 
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ができる。この場合において、ハラスメントを受けた者が学生であるときは、当該事実を 

知る他の学生及び教職員が、当該学生自身の同意を得た上で、代理として申立てを行うこ 

とができる。 

２ 前項の申立ての窓口は、教職員については総務担当事務職員、学生については教務・学

生担当事務職員とする。 

３ 第１項の申立ては、当該ハラスメント行為を受けた時から速やかに、文書により行うも

のとする。 

（監査委員会） 

第１１条 前条により異議申立てがあった場合は、学長指名による若干名からなる監査委員 

会を設け、当該異議について審議する。 

２ 監査委員会が前項の異議に理由があると認めた場合、又は前項の異議に理由がないと判 

断した場合のいずれの場合も、同委員会は文書をもって学長に通知するものとする。 

３ 前項の通知を受けた学長は、速やかに委員会を再度開催するなどし、最終決定をする。 

（守秘義務） 

第１２条 委員長、委員、申立人及び被申立人その他当該ハラスメントに関係する教職員は、 

各人が当該行為について知り得た事実等を他に漏らしてはならない。 

（不利益取扱の禁止） 

第１３条 ハラスメントに関する相談、申立て、当該事案に関する調査の協力及びその他ハ 

ラスメントの防止に関して正当な対応をおこなった当該事案の関係者に対し、不利益な扱 

いをしてはならない。 

（所掌） 

第１４条 委員会の事務は、総務担当事務職員が処理する。 

（雑則） 

第１５条 この規程に定めるもののほか、ハラスメント防止等に関して必要な事項は、委員 

会の意見を聴いて、学長が別に定める。 

（改廃） 

第１６条 この規程の改廃は、学長が行う。 

 

附 則 

１ この規程は、平成 30 年４月１日より施行する。 

２ キャンパス・ハラスメント防止・対策に関する規程（平成 23 年４月１日制定）は、廃 

止する。 

３ この規程は、令和６年４月１日より施行する。 
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オフィスアワーに関する規程 

                            令和 ５年４月１日 

                                 制       定 

（趣旨） 

第１条 この規程は、北洋大学（以下「本学」という。）において、本学専任の教授、准教 

授および講師（以下「教員」という。）がオフィスアワーを定め、学生からの相談、質問 

等に応じ学力の向上および学生生活の充実を図るにあたって必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 オフィスアワーとは、本学の教員が研究室等において授業や学生生活に関する学生 

からの質問や相談等に応じる時間を指す。 

（対象） 

第３条 本学に在籍する学生ならびに聴講生は、オフィスアワーを利用することができる。 

（実施方法） 

第４条 教員は、各セメスター開始前にオフィスアワーの場所、曜日、時限を設定する。 

２ 教員は、オフィスアワーの時間は設定した場所（研究室等）に在室する。 

３ 教員は、指導を目的に学生を呼び出すことができる。 

（実施期間） 

第５条 オフィスアワーは、各セメスターの授業実施期間において、原則週に一回実施しな 

ければならない。 

２ 集中講義期間、夏季休業中、冬季休業中のオフィスアワーの実施については教員の任意

とする。 

（停止期間） 

第６条 土・日・祝日（授業日を除く）のオフィスアワーは実施しない。 

２ 定期試験期間（追試含む）中のオフィスアワーは実施しない。 

（学生への周知） 

第７条 オフィスアワーに関する学生への周知は、学内の掲示板や研究室前への掲示、履修 

の手引き、学内ホームページ等への掲載、各科目のチャネル内での投稿等により行うもの 

とする。 

２ 急用等によりオフィスアワーの実施が困難または不可能な場合、教員は速やかに学生へ 

の周知を行わなければならない。 

（特別な対応） 

第８条 欠席回数が多い学生、試験不合格者については各科目の担当教員がオフィスアワー 

を利用して面談ならびに指導を行い、教務・学生委員会に報告することができる。 

（改廃） 

第９条 この規程の改廃は、教授会構成員の３分の２以上の賛成を得なければならない。 

 

附 則 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 
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北洋大学学生懲戒規程 

 

                            令和 ５年４月１日 

                                 制       定 

 

 

（目的） 

第１条 この規程は、北洋大学学則第５２条（以下「学則」という。）に基づいて行う学生 

の懲戒処分の適正と公正を図るために必要な事項を定める。 

（懲戒処分の対象） 

第２条 懲戒処分の対象は、次に掲げるものとする。 

（１）重大な反社会的行為 

（２）人権を不当に侵害する行為 

（３）試験における不正行為 

（４）その他、学生の本分に著しく反する行為  

（懲戒処分の種類と内容） 

第３条 懲戒の種類は、学則に従い、譴責、停学、退学の３種とする。 

（１）譴責 

譴責は、自分の行動を反省・謝罪し、将来同じ間違いをしないと誓約するために始末 

書を提出させること。 

（２）停学 

停学は、一定期間学生の教育課程の履修及び課外活動を禁止すること。 

なお、確定期限を付す有期の停学と、確定期限を付さない無期の停学（以下「無期停 

学」）からなる。 

① 停学の種類 

（ア）６ヶ月以上の停学を無期停学とし、確定期限を付さず、指導の状況及び生活態度等

を勘案しながら解除の時期を決定するものとする。 

（イ）６ヶ月未満の停学を有期の停学とし、確定期限を付すものとする。 

② 学長は、無期停学を受けた学生について、その反省の程度及び学習意欲等を総合的に

判断し、その処分が適当であると考えられるときは、教授会の議を経て、無期停学の解

除を行うことができる。 

③ 無期停学は、原則として 6 ヶ月を経過した後でなければ、解除することはできない。 

④ 無期停学解除の通知は、学長により当該学生及び保証人に対して行われる。 

（３）退学 

退学は、本学の学生としての身分の剥奪である。この場合、原則として再入学は認め 

ない。 

（事情聴取） 

第４条 懲戒の対象とすべき行為があったと認められるときは、学長の指示により、教務・ 

学生委員長又は委員は、当該行為を行った学生（以下「当該学生」という。）に、その行 
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為について事情聴取を行う。 

２ 教務・学生委員長又は委員は、前項の事情聴取を行う場合、当該学生にその旨を通知し、   

弁明の機会を与えなければならない。ただし、当該学生が正当な理由なく事情聴取に応じ 

ない場合は、弁明の機会を放棄したものとみなす。 

３ 事情聴取を行う際、当該学生は付添人 1 名を伴うことができるものとし、必要に応じて 

文書もしくは代理人による弁明を認めるものとする。 

４ 第２項の規定にかかわらず、連絡先不明、その他やむを得ない事由により、当該学生に 

通知及び弁明の機会を与えることができないときは、これを行わないことがある。 

（懲戒の手続） 

第５条 教務・学生委員長又は委員は、前条の事情聴取の結果、学生を懲戒する必要がある 

と認めるときは、学長に報告する。 

２ 学長は、事実調査及び処分内容の審議を行うための懲戒委員会を設置する。 

３ 懲戒委員会の事務に必要な事項は別に定める。 

（自宅待機） 

第６条 学長は、処分が決定するまでの間に、当該学生に対し自宅待機を命ずることができ 

る。 

（処分の内示） 

第７条 学長は、前条に定める処分を決定したときは、当該学生に対し「自宅待機処分内示 

書」（第１号様式）をもって処分を内示する。 

（異議の申立て） 

第８条 前条の内示を受けた学生は、異議申立てを行うことができる。 

２ 前項の申立ては内示から 1 週間以内に、学長に対し、文書をもって行わなければならな 

い。 

（懲戒処分の決定） 

第９条 教授会は、懲戒委員会からの処分案を審議し、学長はその審議結果に基づき処分を 

決定する。 

（懲戒処分書の交付） 

第１０条 前条により懲戒を行うに当たり、学長は当該学生へ「懲戒処分書」（第２号様式） 

を交付するものとする。 

（懲戒処分の発効日） 

第１１条 懲戒処分の発効日は、「懲戒処分書」を交付した日とする。 

２ 第６条により自宅待機中のものが停学処分となった場合は、自宅待機の期間を処分期間 

に含めるものとする。ただし、やむを得ない事由がある場合はこの限りでない。 

（異議の申立て） 

第１２条 第９条の処分決定を受けた学生は、異議申立てを行うことができる。 

２ 前項の申立ては懲戒処分書交付から 1 週間以内に、学長に対し、文書をもって行わなけ 

ればならない。 

(監査委員会) 
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第１３条 前条により異議申立てがあった場合は、学長指名による若干名からなる監査委員 

会を設け、当該異議について審議する。 

２ 監査委員会が前項の異議に理由があると認めた場合、同委員会は文書をもって学長に通 

知するものとする。同通知を受けた学長は、速やかに懲戒委員会規程第８条の規定を準用 

し、再審査を行う。 

３ 監査委員会が第 1 項の異議に理由がないと判断した場合は、当該学生に「申立却下書」 

（第３号様式）をもって申立ての却下を通知するものとする。同委員会は学長に対しても 

同通知を伝えるものとする。 

（譴責、停学処分を受けた当該学生への指導） 

第１４条 譴責、停学処分中の当該学生に対しては、教務・学生委員長又は委員が指導する 

ものとする。 

２ 当該学生が留学生の場合は、教務・学生委員長又は委員は国際交流委員会と連携して指 

導するものとする。 

（停学期間中の在学期間への算入） 

第１５条 ６ヶ月を超える停学は当該学期を在学期間に算入しないものとする。 

(規程の改廃) 

第１６条 この規程の改廃については、教授会の議を経て学長が決定する。 

 

附 則 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 
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【参考資料：通学証明書】 

 

No.

( 才）

〒 ー

電話 ー ー

国際文化学部　キャリア創造学科 学年

駅 駅間 経由

年 月 日から

年 月 日まで

年 　 月 日 発行

証

学校所在地 苫小牧市錦西町３丁目２番１号

学　校　名 学校法人京都育英館　北洋大学

名 学校代表者氏名 学　長

１　この証明書の有効期間は、発行の日から上記の期限まで（1箇月間）です。

２　この証明書のうち、※印の欄以外の記入事項は、発行者が記入(性別は該当のものを○で囲む。)

　してください。

３　この証明書のうち、※印の欄は、通学者が記入してください。

４　この証明書に記入した事項を訂正した場合は、※印の欄の記入事項について通学者の認印、その他

　の記入事項については、代表者の職印のないものは使用できません。

下欄には、記入しないでください。

年 月 日 まで

(発行駅) (乗車券番号) (発行年月日)

(基本運賃) (発売運賃) (差額運賃)

通学証明書の有効期限

通学者の氏名・

年齢及び性別

通学者の居住地

部科及び学年

証明書番号

通学区分

契印

男

女

箇　月

令和

通 学 証 明 書

ー区分大　　学
学校種別又は

指 定 番 号

令和

令和

通学定期乗車券の有効期間

※通学定期乗車券の使用開始日

代表者

職　印
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【参考資料：道南バス通学定期券購入申込書】 
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【参考資料：学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）】 
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